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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ｂｏｂ


地図製作　小林裕也




　目次







　帝てい国こく暦れき


プロローグ


第一章『異い変へんの始まり』


第二章『空へ』


第三章『開戦、レーゼルドーン大陸』


第四章『ヴァルクレア城、攻こう略りやく』


第五章『それぞれの勝利』


エピローグ


キャラクターデータ





　あとがき







　帝国暦






帝国暦元年　　　蛮ばん王おう死す。〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉の終息。


　　　　　　　　テラスティア大陸北部、ザルツ地方にルキスラ帝国建国。


帝国暦００２年　ダーレスブルグ王国、〝大橋〟の破は壊かいを試みるも失敗。北門を閉へい鎖さ。


　　　　　　　　ダーレスブルグのザイア神しん殿でん、大陸全土へ向けて遠えん征せい武ぶ官かん派は遣けんを開始。


帝国暦００３年　ダーレスブルグ王国、ルキスラ帝国に併へい呑どんされる。


帝国暦００５年　フェンディル王国、ルキスラ帝国に併呑される。


帝国暦２０９年　ルキスラ帝国、帝位継けい承しよう権けんを争あらそい内ない乱らんが発生。


帝国暦２１０年　ダーレスブルグ、公国としてルキスラ帝国より独どく立りつ。


帝国暦２１１年　フェンディル王国、ルキスラ帝国より独立。


　　　　　　　　ルキスラ帝国、内乱終息する。


帝国暦２１３年　未み帰き還かん者しや多数により、遠征武官制せい度どが大おお幅はばに見直される。


帝国暦２４６年　ルキスラ、ダーレスブルグ、フェンディルによる対蛮族バルバロス同どう盟めい成立。


帝国暦２８８年　ダーレスブルグ、北の大陸へ遠征軍を派遣。国土を大幅に拡かく大だい。


帝国暦３０３年　現げんルキスラ皇こう帝てい、ユリウス・クラウゼ即そく位い。


帝国暦３０８年　ダーレスブルグにて、遠征軍の凱がい旋せん20周年祭が催もよおされる。


　　　　　　　　そして……
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　プロローグ







　黒く光こう沢たくのある石で造つくられた、玉ぎよく座ざの間ま。


　そこで二人は、対たい峙じしていた。


　ひとりは、光り輝かがやく甲かつ冑ちゆうを身にまとい、深しん紅くの輝きを放つ魔ま剣けんを持った人間の戦士。


　もうひとりは、玉座にゆったりと座すわった美しい女だ。その手にあるのは、闇やみ色いろに輝く禍まが々まがしい刀身の、大おお振ぶりな大たい剣けん。


「……本当に、これしか選せん択たく肢しはなかったのか？　シェザール……」


　玉座を見上げる戦士は、絞しぼり出すようにそう告つげる。


「……そなたは人ひと族ぞくの勇者。わたしは蛮ばん族ぞくの王。どれほど抗あらがおうとも、もはや避さけられない運命だ……」


　悲しげな瞳ひとみの戦せん士しを見み下おろし、玉座の主あるじは告げた。魔剣の柄つかを握にぎり、ゆっくりと立ち上がる。


　魔剣と同じく、漆しつ黒こくの翼つばさを持ち、長く優美にねじれた二本の角つのを持つその姿すがたは、禍々しくもあり、また同時に絶世の美も誇ほこっていた。


　豊かな漆黒の髪かみと、同じく深しん淵えんのように深く濃こい闇色の瞳。対照的にその肌はだは白磁のように白く透すき通っており、種族は違ちがえども、見る者を虜とりこにせずにはいない。


「わたしを倒たおさねば……わたしの剣けんを砕くだかねば、この戦いは終わらない……」


「ああ。そうだな……」


「……すべてに、決着をつけよう。そなたの魔剣ならば、それができる……」


　蛮族の王は、戦士の魔剣を見下ろした。その刀身に内包された魔力を、彼女はよく理解している。


　魔剣ソードブレイカー。あらゆる魔剣を砕き、葬ほうむり去る力を持つ絶対なる存在。


「わたしの力は、いずれ世界を滅ほろぼす……誰だれかが止めなければ、世界は終わるしかない」


　戦士は蛮族の王を見上げ、一度だけ目を伏ふせた。だが小さく首を振り、再び美しいその顔を──漆黒の瞳を見つめる。


「世界が終わらねば、わたしの魂たましいもまた転生し、再びそなたの魂と出会うこともあるだろう……この悲ひ劇げきが避けられない運命だとすれば、そなたと再会する運命も、信じてよいのではないか……？」


「……ああ。この戦いが運命だというならば、俺は必ず……地上に戻もどったおまえを見つけてみせる」


「信じているぞ……」


　蛮族の王は、畏い怖ふさえ覚える美しい顔に、そのときばかりは少女のような笑えみを浮うかべた。そして大剣を構え、背中の翼を大きく広げる。


　戦士もまた、手にした深紅の魔剣を構えた。強大な力を秘ひめた蛮王の剣を前に、ソードブレイカーは濃のう密みつな瘴しよう気きを放はなち出す。


「行くぞ……」


「ああ。来い」


　互たがいに頷うなずきあい、直後、美しき異い形ぎようの王は飛ひ翔しようする。


　その姿は見る者を圧あつ倒とうし、死の瞬しゆん間かんまで魅み了りようせずにはいない。手にした魔剣は空間を歪ゆがめるほどの魔力を放ち、ますます対峙する者を幻げん惑わくする。


　だが戦士が見つめていたのは、ただ一点。


　蛮族の王──その、漆黒の瞳だった。


「うおおおおおおおおおおおおおおおッ」


　戦士は、ソードブレイカーの力を解放する。その強すぎる魔力は定じよう命みようの者である戦士の肉体を冒おかし、魂を穢けがれさせてゆく。


　肉体の崩ほう壊かいが始まり、全身が瘴気に包まれる。それでも戦士の強きよう靭じんな魂は、己おのれを見失いはしなかった。眼がん窩かより眼がん球きゆうが失われても、その奥おくに灯ともった赤い光は蛮王の瞳を見つめ続けた。


「再び、来世で……」


「必ず……俺はおまえを……」


　ガッ。


　剣と剣がぶつかりあい、凄すさまじいまでの魔力の爆ばく発はつが起こった。


　重厚な玉座も、磨みがき上げられた石の床ゆかも、あっけないまでに吹ふき飛ばされ、破は壊かいされてゆく。それでも二人は、二本の剣を挟はさんで見つめあい続ける。


「あああああああああああああああああああああああっ！」


　戦士の絶ぜつ叫きよう。


　魔剣ソードブレイカーはすべての力を解放し、蛮王の剣を揺ゆさぶる。


　そして直後、漆黒の刃やいばは音もなく砕け散った。膨ぼう大だいな魔力を秘めた破は片へんは彼方かなたへと飛び散り、ソードブレイカーの深紅の刃が、蛮王の胸むねへと吸すい込こまれるように突つき立つ。


「レリクス……これで、戦いは終わるのだな……」


「そうだ……そして新しい時代が、始まる……」


「待っているぞ、レリクス……いつまでも……いつまでも……だから、必ず……わたしを見つけて……」


　蛮族の王は、もはや原形を留とどめていない戦士を、優やさしく抱だきしめる。


　その頰ほおを涙なみだが伝つたい──その水すい滴てきが戦士を濡ぬらすのと同時に、再びソードブレイカーが輝いた。


　いままで以上の魔力が放出され、玉座の間は完全に光の中に呑のみ込まれてゆく。


　その輝きは周囲一帯をも包み、まるで地上に降おりた太陽のごとく大地を照らす。


　そしてそれは、全世界に戦いの終結を伝える光でもあった。





　やがて光は消え、世界に静せい寂じやくが戻る。


　だが戦いの結末を見届けた者は、誰もいない。


　ただ異形と化した戦士だけが、深紅の魔剣と共にあるのみ。





　その戦士もこの地を去り──そして、世界は新たな時代へと移り変わっていった。




第一章『異い変へんの始まり』













　蛮族の軍勢を率ひきいた蛮王ロードオブバルバロスの姿すがたは、現在人ひと族ぞく世界にはまったく伝つたえられていない。


　若いのか、歳とし経へているのか、男なのか、女なのか。はたまた人の姿に似にているのかどうかさえ、文ぶん献けんによって異ことなっている。


　数多く残る戦場での蛮王伝説は、実に様々だ。ある者は無む慈じ悲ひな殺さつ戮りく者しや。ある者は冷れい徹てつなる司令官。可か憐れんな少女だったという者もあれば、深みのある顔立ちをしていたという者もいる。


　その中でも、蛮王がドレイク族だというのが有力な説だった。蛮族の中でも上位種であるドレイクの寿じゆ命みようは長く、千年の時を生きる。さらには魔剣を必ず持ち、その力によって巨きよ大だいなドラゴンへと変身する能のう力りよくを有していることもその理由のひとつだ。


　ドレイクの最古老ともなれば、神にも匹ひつ敵てきする力を持つともいう。


　蛮王とは、〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉が生み出した、新しい蛮族の神なのかもしれない。




──ある研究者の手記より





　　　　１




　ある日、巨大な地鳴りがザルツ地方全土を揺るがした。


　地じ震しんの脅きよう威いとしては、さほど激はげしいものではない。粗そ末まつな造つくりの家が倒とう壊かいし、不安定な家具が倒れ、塀へいの上の植うえ木き鉢ばちが落ちた程度のものだ。


　怪け我が人にんは多数出たものの、死者の数も少なく、次の日にはほとんどの者が日常生活に戻れる程度の規き模ぼ。


　だが地震は、直接的な破壊や被ひ害がい以上に、人々の心へ巨大なダメージを与あたえていた。


　ザルツ地方は元来、地震の少ない土と地ち柄がらだ。それだけに、突とつ然ぜん襲おそった地震への恐きよう怖ふは大きい。


　しかしそれ以上に、人々を恐怖させる理由があった。


　地震の規模が、広大なザルツ地方全土を巻まき込こむほど、巨大だったからだ。


　各地の商人や旅人が地震の話題を持ち込み、あるいは持ち出してゆく。やがて噂うわさが噂を呼び、実際以上に壊かい滅めつ的てきな被害が各地にもたらされたのだと誇こ張ちようされるにつれ、人々の話題にひとつの言葉が上るようになる。


〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉──それは三百年前、先史文明を完かん膚ぷ無なきまでに破壊せしめた蛮族の大侵しん攻こう。


　伝説によれば、〈大破局〉の始まりは世界規模の大地震だったという。


　各地で大地は引き裂さかれ、建築物の大半が倒壊し、それだけで総人口の何なん割わりかが死に、生活の基き盤ばんは破壊された。その後に押おし寄よせた津つ波なみで海辺の都市は全ぜん滅めつし、豪ごう雨うや大風、極きよく端たんな気候変動によって生き延びた者たちも次々と死に絶えていったと伝説は伝えている。


　それに比べれば、その日ザルツ地方を襲おそった地震の規模など小さなものだ。だが、この地震がもたらした恐怖の連れん鎖さは、人々を怯おびえさせるのに十分だった。


　再び、〈大破局〉が起こる──口々に、誰もが噂しあう。


　恐怖は、確かく実じつに人々の心を冒おかしつつあった。





「やあっ！」


　かけ声と共に、袈け裟さ懸がけの斬ざん撃げきが繰くり出される。


「っ」


　アレクは銀色に輝くその刃やいばを、身をよじるようにして避けた。即そく座ざに反撃に転じ、手にした深しん紅くの剣つるぎを振るう。


「!?」


　少年の斬撃を、対するリリアンナはどうにか左手に持つ大型の盾カイトシールドで受ける。そして盾たてで剣けんを弾はじきつつ反撃しようとする少女の前に、アレクは左手の銃じゆうを構えた。


「きゃっ」


　ドンッ。


　魔元素マナの輝かがやきが閃ひらめき、少女の胸むねを撃うち抜ぬく。


　リリアンナはよろけ、だが倒れることなく踏ふみとどまった。


　そして何事もなかったように構えを解とくと、肩かたをすくめる。


「……あーあ。とうとう一方的にやられちゃったわね」


　少女は剣を鞘さやに収めると、撃たれた胸を触さわる。しかしそこには傷きずはなく、それどころか命中した痕こん跡せきすら残っていない。アレクが放はなったのは、非ひ殺さつ傷しよう性せいの弾だん丸がんだったのだ。


「へへ。俺だって一応、日々成長してるってことさ」


　アレクも大きく息をつき、わざと軽い口調で告つげる。鎧よろいを着ているので目立たないが、実はその体は痣あざだらけなのだ。すべて、リリアンナの特訓のおかげである。


「うーん……特訓の成果が出るのはいいことなんだけど、なんか悔くやしい」


「ここまでボカスカ殴なぐっといて、よく言うよ。だいたいいまだって、五回に一回よけられりゃいいほうなんだぜ？」


　アレクは苦く笑しようし、剣と銃を収める。


　二人がいるのは、帝てい都とルキスラの上流階級街がいにある屋や敷しきの、小さな庭だ。一時の住まいとして軒のきを借りている、仲間ダリウスの生家である。


　複ふく数すうの魔ま剣けんを巡めぐる戦いから三ヶ月。


　アレクたちはずっとルキスラに逗とう留りゆうしていた。一応皇こう帝ていを救った国こく賓ひんという扱あつかいではあるが、半分は軟なん禁きんされているようなものだ。


　なぜなら、アレクが持つ魔剣は──国家レベルで機密にすべき存在だったからだ。


　その間、することがないアレクはひたすら武ぶ芸げいを磨き、得意の魔動機術マギテツクの研けん鑽さんに努めていた。過か酷こくな冒ぼう険けんを数々くぐり抜けてきた影えい響きようもあるのだろう。少年は砂が水を吸い込むように、技術や能力を身につけていた。


「お疲つかれ様さまです、アレク様」


　ルーンフォークの少女が、手ぬぐいを持ってアレクに歩み寄る。少年はそれを受け取ると、滴したたる汗あせを乱雑に拭ぬぐった。


「ありがとな、ユーリカ」


　そう告げるアレクの言葉に、少女は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。


「もうすっかり、魔剣を自在に扱えるようになったね」


　離はなれたところで二人の特訓を見ていたウサギ──によく似た種族であるタビットの少年ヴラドが、感心したように告げる。


「まあ、特訓のおかげだわな」


　そう答えつつ、腰こしの魔剣をぽんっと叩たたく。


　魔剣ソードブレイカー──凄まじい威い力りよくを秘ひめたこの剣は、その反動として持ち手に大きな負担を強しいる。極きわめて危険な代しろ物ものであり、扱いの難むずかしい武器だった。だが魔剣に呪のろわれてしまったアレクは、この剣を手放すことができない。


「やっぱ悔しいっ。ついこの間まで、一方的に殴れたのに。たまとはいえ、よけられるとなんか腹はら立つなー」


「……リリアンナ、おまえぜったいいじめっ子だっただろ？」


「そんなわけないでしょ。どうしてそう思ったわけ？」


「いや、まあ、なんとなく」


　さも意外そうに聞き返してくる少女を前に、アレクはそれ以上なにも言わない。


「そう言えば、アレクってちょっと背が伸のびた？」


「え？　そうかな？　そう言えば、そうかも」


　リリアンナの指し摘てきに、アレクは改めて少女を見る。


　以前は完全にアレクのほうが目線が下だったが、いまは同じか少し上かもしれない。冒険の日々と特訓の成果もあって、体つきもこの半年余りですっかりたくましくなっていた。顔立ちも、ずいぶんと大人びてきている。


「アレクも成長期だからね。人間って、十四、五歳さいの頃ころぐらいからぐんぐん背が伸びるんでしょ？」


「うー、この上身長まで抜かされるなんて、ますます悔しいっ」


「そんなこと言われてもな……」


　アレクはぽりぽりと頭を搔かく。


「体たい格かくもよくなって、魔剣の扱いにもなれて、とりあえずはいいことなんじゃない？　いちいち戦せん闘とうに巻き込まれるたびに、魔剣が暴ぼう走そうするんじゃないかって心配するのも疲れるからね」


「まあな。もっとも……もうこの剣の出番が来ないほうがいいんだけどさ」


　ヴラドの言葉に応こたえつつ、アレクは軽く嘆たん息そくする。


「地震……気になるね」


「ああ」
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　リリアンナのつぶやきに、みな表情を険けわしくする。


「昨日きのうもまた少し揺ゆれたみたいだな」


「街まちじゃその話題で持ちきりだよ。また三百年前に起きた、〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉が起きるんじゃないかってみんな不安そうに噂してるし」


　そう答えたのはヴラドである。それを肯こう定ていするように、ユーリカも頷うなずく。


「ヴラドさんの言う通り、あちこちで噂を聞きます。地震も頻ひん発ぱつしていますし、心配ですね」


「……封ふう印いんが、各地で次々と破やぶられているからかな……」


　深しん刻こくな表情で、リリアンナもつぶやく。


　蛮ばん王おうは死ぬとき、己の力を魔剣の形で各地に分散させた。騎き士し神しんザイアの使徒は、これをすべて封印し、蛮王復活を阻そ止ししようとしたのだ。


　そしてその封印を管理し、誤あやまって解放されないよう定期的に強化する役目を担になっていたのが、騎士神ザイアの遠えん征せい武ぶ官かんだった。


　だが〈大破局〉の終結から三百年。聖せい地ちを巡じゆん礼れいし封印を強化する遠征武官制度は本来の意い義ぎを忘れ、形けい骸がい化。結果、封印の力は弱まり、ほぼすべての魔剣が解放されてしまっていた。


　リリアンナは弱じやつ冠かん十四歳さいで遠征武官に大抜ばつ擢てきされ、忘れられていた本来の意義を見いだしたのだが……彼らが知る限りでも、すでに五本の魔剣が解放されており、アレクが持つ魔剣ソードブレイカーによってそのうち二本が破は壊かいされている。


　そして解放されたうちの一本を、蛮ばん族ぞくのひとり──竜魔人ドレイクのエーラスレーダが持ち去っていた。


「……エーラは、蛮王の剣は全部で十本近く存在するって言ってたけど……」


「もし連続する地震が蛮王の剣の力によるものだとすれば、蛮族軍は相当強力な魔剣を保有しているってことだろうね……」


「じゃあ、蛮王の復活も……」


「ないとは言えないんじゃないかな……」


　リリアンナの疑問に、ヴラドが吐と息いき混じりで答える。


　蛮王の剣、その封印がすべて破られれば、蛮王が復活する──その可能性を、誰だれも否定できなかった。そして次々と封印が破られている事実を知るアレクたちにとって、頻発する地震が〈大破局〉の先さき触ぶれなのではないかという噂は、噂以上の真実味を持っていた。


「どうにかしてぇとこだけど、まともに情報すらないからなぁ……」


　本当ならば、いますぐエーラを追い、決着をつけたかった。だが魔ま術じゆつによって長テ距レ離ポ転ー移トしたエーラを追うには、手がかりがなさ過ぎる。


　皇帝ユリウスも手を尽つくして動いているらしいが、いまのところアレクたちの許もとに新しい知らせはない。やむなく旅の仲間であり皇帝の弟でもあるダリウスの生家に身を寄せているが、ただ待つばかりというのは想像以上に苦痛な日々だった。


「だからといって、闇やみ雲くもに旅に出るわけにもいかないし……」


　リリアンナがつぶやき、青空を見上げたときだ。


　ビリビリビリッと、空気が震ふるえた。そしてすぐに、青空を大きな物体が通り過ぎてゆく。


「飛空船!?　それも、あれってフェンディル王国の紋もん章しようじゃねぇか！」


　アレクは素す早ばやく席を立ち、窓へと駆かけ寄よった。


　巨きよ大だいな帆はん船せんが、そのまま空に浮うかんだような姿すがたの飛空船。そのマストに張られた帆ほには、大きく白鳥を意い匠しよう化した紋章が描えがかれていた。


　やがて巨大な帆船はアレクの頭上を通り過ぎ、皇こう城じようへ向けて降下してゆく。


「ユリウス皇帝が蛮族討とう伐ばつの兵を挙げるって噂うわさも街で聞いたけど……対蛮族同盟も招しよう集しゆうしての、大だい規き模ぼな出兵になるんじゃ……」


　ヴラドも驚おどろき、唸うなるようにつぶやく。しかしすぐに、飛空船は屋敷の死角に入って見えなくなった。


「──みんな、集まっているな」


　そんなとき、ひとりの男が庭に姿を見せる。


「ダリウス!?」


　黒くろ髪かみの屈くつ強きような戦せん士し──ダリウス・ガノッサ。アレクたちの頼たよりになる仲間であり、屋敷の現げん当主だ。今け朝さは、早くからどこかへ出かけていたらしい。


「ダリウス……朝早くから、どこに行ってたんだ？」


「ユリウス皇帝に、呼び出されたのでな」


「皇帝陛へい下かに……？」


　ダリウスは、皇帝の実じつ弟ていだった。だが胎たい児じの内に魂たましいに〝穢けがれ〟が宿り、彼は忌み子ナイトメアとして生まれてきたという過去がある。そのせいで生まれてすぐに彼は里さと子ごに出され、表向き皇帝の弟は存在しないことになっていた。


　だが皇帝とダリウスは密ひそかに連れん絡らくを取り合い、協力し合う仲でもあった。そのことを知るのは、ルキスラでもアレクたちを含ふくめごく少数しかいない。


「三ヶ月も待たせて、今いま頃ごろなんの用なんだ？」


「改めて、おまえたちにも会って話がしたいらしい。すぐに支し度たくをして、ついてきてくれ」


「いまから……？」


　急な話に、リリアンナも眉まゆ根ねを寄せる。だが相手はザルツ地方でももっとも強大な力を持つ皇帝であり、蛮族と戦うという志こころざしを同じくする仲間だ。断ことわる理由はない。


「急いで支度をしてくれ。どうにも急ぎらしいんでな」


「いままで放置してたかと思うと、今度は急な呼び出しかよ。気まぐれな皇帝さんだぜ」


　などとアレクはぼやきつつも、もう体は動いていた。言葉とは裏うら腹はらに、このときを待っていたのだ。


「ぼくや、ユーリカも？」


「ああ。一いつ緒しよに来てくれ」


　確かく認にんするヴラドに、ダリウスは短く答える。


　ゆったりとした朝の時間は終わりを告つげ、屋敷は一気に慌あわただしい空気に包まれていた。
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　皇城は、独特の雰ふん囲い気きに包まれていた。


　アレクたちが皇城に入ったことがあるのは、ほんの数回だけだ。だがそんな少年たちにとっても、城内に満ちる緊きん張ちよう感かんははっきりと感じられた。


「なんだ……？」


　ダリウスを先頭に、アレクたちは城内を進む。


　目指すのは、城の中心部らしい。しかし城内の門をひとつ通るたびに厳げん重じゆうなチェックを受け、ついにはアレクの魔ま剣けんを除くすべての武装を預かられてしまう。


　そして屈強な衛兵に案内されてたどり着いた大きな扉とびら。


「皇こう帝てい陛へい下かと会うのに手続きが多いのはわかりますけど……いったい、どういう用件なんですか？」


「……会えば、わかる」


　リリアンナの当然の疑問にも、ダリウスはそう答えるだけだった。


　やがて衛兵が口上を述べ、扉の両りよう脇わきに控ひかえていた兵士が扉を開く。


　そして部屋に入った瞬しゆん間かん、アレクたちは城中が緊きん張ちようした空気に満ちていた理由を知った。


「うお……」


「これって……」


　ヴラドの長い耳が、ぴんっと立つ。


　扉の中は、広く立りつ派ぱな会議室だった。


　長方形をした部屋の一番奥おくに簡かん易いの玉ぎよく座ざがあり、そこに座ざしているのは若きルキスラ帝てい国こく皇帝、ユリウス・クラウゼ。


　そしてその両脇からアレクたちが入った入り口まで、ずらりと軍服や甲かつ冑ちゆう姿の男たちが座すわっていた。


「フェンディル王国の紋もん章しように、自由都市同盟の紋章……あれはロシレッタの戦士団……」


　博はく識しきなヴラドが、小さな声でつぶやく。


「なんだよ……ザルツ地方の主要国の紋章ばっかじゃねぇか……」


「じゃあこの人たちって、各国の偉えらい人……？」


　リリアンナも、いまこの場にいるのが周辺各国の要人たちであることをすぐに理解した。中には、彼女の故郷であるダーレスブルグ公国の第四軍団長、マグダレーナ・イエイツとその副官であるハウル・バルクマンの姿もあった。


「──急に呼び出して悪かったな」


　アレクたちが戸と惑まどいの表情のまま椅い子すに座すわるのを見届けると、皇帝ユリウスが口を開く。


「今日は重大な案件に合意してもらうべく、各国の軍部首脳に集まってもらった。この決定には、おまえたちにも同意してもらいたくてな」


「オレたちに……？」


　どうしようもなく場ば違ちがいな感覚の中、アレクはどうにか声を絞しぼり出す。


「その少年が、例の〝蛮王の剣つるぎ〟を持つ者か」


　白銀の下地に優美な金の装そう飾しよくを施ほどこした甲冑姿の将しよう軍ぐんが、口を開く。その胸むねに刻まれているのは、白鳥の紋章。


「フェンディル王国の……」


「我わが輩はいの名はレオノール・エルシャレード。フェンディル王国の空軍を預あずかる者だ。よくぞ今日まで無事でいてくれたものだな、少年」


　甲冑の将軍は、椅子から立ち上がると大おお股またにアレクに歩み寄った。そしてその手を、有う無むを言わさず握にぎる。


「あ、あの、オレ……」


「しかも見れば皆みな、まだ少年少女と呼べる若者ばかりではないか。たいしたものだ。いますぐにでも、我がフェンディルの騎士団に招きたいぐらいだぞ」


　大きな手で肩かたを叩たたかれ、アレクは面めん食くらう。


「──エルシャレード将軍。あなたのような強面こわもてが、いきなり大声で迫せまったのでは若者が面食らうのも当然だよ。そういうあなたの剛ごう毅きなところ、私は嫌きらいではないがね」


　そう言って次に立ち上がったのは、人間ではなかった。


　見上げるように背が高く、竜りゆうのような顔に大きな翼つばさを持つ竜りゆう人じん族ぞく──リルドラケンだ。


「私は港こう湾わん都市国家ロシレッタを拠きよ点てんに商あきないをさせてもらっている商人、ダン・シャイロウだ。アレク君、きみの活かつ躍やくは、いま皇帝陛下から伺うかがったばかりだが……大変な大冒ぼう険けんだったようだね。それに、リリアンナさん。お仲間のみなさんも」


「ダン・シャイロウ!?　ザルツ地方で一番の豪ごう商しようって呼ばれてる、あの……!?」


　その名前に一番反応したのは、ヴラドだった。


「今回のユリウス皇帝陛下の提てい案あんは、実に興きよう味み深ぶかくてね。商人である私は兵を出すことはできないものの、せめて補ほ給きゆう物ぶつ資しや金銭面などで協力させていただこうと思ったわけだ」


「兵を出す……って、戦争でも始めるんですか!?」


　シャイロウの言葉に、リリアンナが過か敏びんに反応する。


「──回りくどい説明をしても時間の無む駄だだからな。単刀直入に言おう」


　玉座に座するユリウスが、口を開く。


「ルキスラ、フェンディル、ダーレスブルグの三国からなる対蛮族同盟は、現在勢力を増ましつつある蛮族軍の本ほん拠きよ地ちに対し、総攻こう撃げきを敢かん行こうすることで合意した。その上で、この戦いをザルツ全体の問題と考え、ロシレッタと自由都市同盟にも協力を願ったというわけだ」


「本拠地に総攻撃って……」


「──北の大陸レーゼルドーン。その中心を抜ぬける竜りゆう槍そう山脈に存在するヴァルクレア城が、最終目的地だ」


　そう口を開いたのは、ダーレスブルグの姫ひめ将しよう軍ぐん、マグダレーナ・イエイツである。


「ヴァルクレア城……？」


「かつては人族の要よう塞さいであり、〈大破局〉の際に蛮王の居城となったとされる城。現在そこには、十万にも及およぶ蛮ばん族ぞくの軍勢が集結しているという」


　アレクの疑問に、ユリウスが答える。


「複数の〝蛮王の剣〟が解放され、そのいくつかは蛮族軍の手にある……昨今広こう範はん囲いに繰くり返かえされている地じ震しんは、これらの魔剣によって引き起こされたものだ」


「だけど……それって、本当の話なのか……？」


「皇帝となって以来、俺は蛮族軍の動向を常に探さぐらせてきた。当然ヴァルクレア城へも、偵てい察さつ員を送っている」


「マジかよ……」


「ああ。ゆえに、この情報に間ま違ちがいはない」


　皇帝ユリウスは、絶対の自信を込こめて言い切っていた。その眼がん光こうを前に、アレクたちはごくりと唾つばを呑のむ。


「これ以上、手をこまねいていては取り返しのつかないことになりかねん。三百年前の〈大破局〉ほどではないにしても、このザルツ地方を壊かい滅めつさせる程度の脅きよう威いはあると考えられる。そうなってからでは、反はん撃げきすらおぼつかん」


「だけど……その城までは遠いんだろ？　どうやってそこまで……あ」


「理解したようだな」


　皇帝は、愉ゆ快かいそうに笑えみを浮うかべる。


「飛空船を……使うのか!?」


「そうだ。この日のために、俺は空軍を育ててきたのだからな」


　自信に満ちた、ユリウスの表情。


　アレクは改めて集まっている面々を見回し、それぞれの表情を見比べる。


「我われらフェンディル王国空軍は、対蛮族同盟の約やく定じように則のつとり、ルキスラ皇帝ユリウス殿どのの提案に同意する。我わが軍とて、この日のために訓練を積んできたようなものだからな」


　ユリウス以上に自信をみなぎらせ、エルシャレード将軍が胸を叩く。


「他たの諸しよ侯こうはいかがかな？」


　ユリウスがそう告つげると、次に立ち上がったのはマグダレーナだった。


「蛮族の脅威を退けることこそ、人民の平へい穏おんと安あん寧ねいを守る武人の務め。ダーレスブルグ公国も協力できるよう、国王を説とき伏ふせてみせます」


「微び力りよくながら、我がクーデリア侯こう爵しやく領りようからも兵を出させていただきましょう。自治領とはいえ我らもルキスラの民たみ。ご命令いただければ、尽じん力りよくは惜おしみません」


　マグダレーナに続き、ひょろりとした細ほそ面おもての男が立ち上がる。


「クーデリア侯爵領って……」


「ルキスラ帝てい国こくの領土のひとつよ。といっても自治権を持っているから、独立国みたいなものだけど……」


　アレクに、リリアンナが小声で耳打ちする。


「でも帝国の辺境に位置していて目が届きにくいことから、蛮族と協力して皇帝を打だ倒とうしようとしているって噂うわさが絶えない所なんだけど……」


「クーデリア侯爵家の協力表明、ありがたく受けよう。奮ふん闘とうを期待する」


「お任せ下さい、皇帝陛下」


　複ふく雑ざつな表情を見せるリリアンナと違い、皇帝は笑顔のままだ。それに対し、クーデリア侯爵領の大使も慇いん懃ぎんに頭を下げる。


「じ、自由都市同盟としては、大規模な出兵に呼こ応おうするほどの兵力がございません。食料などの物資支し援えんということであれば、どうにか……」


「なるほどなるほど。だが戦いにおいて一いつ滴てきの血も流さぬとなれば、後の関係に禍か根こんを残すこととなりましょう。最低限の兵団は編制されてはどうかな？　船が必要ならば、我がフェンディル空軍が支援いたしますぞ」


「は、はぁ……あ、ありがとうございます……」


　エルシャレード将軍に睨にらまれ、自由都市同盟の大使は小さくなって頭を下げる。


「周辺諸国が協力して大規模な出兵を行うというのに、戦力を温存するような国があれば、戦後に向けて野心あり、と思われてもしかたありませんからな」


「そ、そのようなことは、決して……っ」


　クーデリア侯爵領の大使も、蛇へびのような目で自由都市同盟の大使を見る。


「ロシレッタも戦せん士し団の派は遣けんと海上船による輸送や物資提供は惜しみません。蛮族の脅威が去るというのであれば、これ以上の喜びはありませんからな」


　ロシレッタの戦士団団長も立ち上がり、協力を表明した。それらを聞き、ユリウスは満足げに頷うなずく。


「そういうことだ、アレク・ダーニカ」


「え……？」


「おまえは我らが連合軍の切り札となる存在として、共に従軍してもらいたい。〝蛮王の剣〟を破は壊かいできる魔ま剣けんソードブレイカーの使い手として、おまえの活躍を大いに期待している」


「オ、オレの……？」


　突とつ然ぜん全員の視線が集まり、アレクは戸惑う。あまりに話が大きすぎて、どう返事していいかわからなかったのだ。


「当然、遠えん征せい武官殿にも同行願いたい。そなたがいれば、我らも〝蛮王の剣〟を使いやすいからな」


「は、はい……っ」


　次は、リリアンナが緊きん張ちように表情を硬かたくする番だった。


　どういうわけか、リリアンナには魔剣の負荷を軽減する力があった。それがザイア神官としての彼女の力なのかどうかはわからなかったが、強力な呪のろいで使い手を蝕むしばむ〝蛮王の剣〟を扱あつかうには、不可欠な存在なのだ。


「いますぐ答えを出せ、とは言わん。同行を拒こばむというならば、それもいいだろう。だがその場合は、悪いが作戦が完かん了りようするまで幽ゆう閉へいせざるをえなくなるがな」


「う……」


　聞きようによっては、極きわめて理り不ふ尽じんな話のようだ。だが兵団が北の大陸に大挙して渡わたっている間、どうしても防備は手て薄うすになる。その間にアレクが襲おそわれ、魔剣が奪うばわれるようなことになれば大問題だ。それを防ぐためにも、必要な措そ置ちだろう。


「各国の代表からは、快い返事が聞けた。北ほく伐ばつに異いはなく、みな協力してもらえるということ、感かん謝しやの念に堪たえない」


　皇こう帝ていも立ち上がり、そう告げた。その言葉を受け、各国の代表も皇帝を注視する。


「休きゆう憩けいの後、具体的な作戦案を通達するべく会議を開く。そこで、各国の意見も聞かせてもらおう」


「ユリウス皇帝、オレは……」


「きみはあくまで保険のようなものだ。決意は後日聞かせてもらってもいい。だがなるべく早く、答えを聞かせてほしいものだな」


　皇帝ユリウスは、そこで話を打ち切った。皇帝は会議室を去り、各国の代表もそれに続いて出てゆく。


「共に戦えること、期待しておるぞ。若き英えい雄ゆうよ」


　フェンディルのエルシャレード将軍が、アレクの肩を力強く叩いて歩み去る。


「なんだか、とんでもない話になってきたな……」


　アレクはただ、半ば茫ぼう然ぜんとしたまま、そうつぶやくのが精せい一いつ杯ぱいだった。
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　その日の午後には、アレクはほとんど決意を固めていた。


　もとより、アレクは〝蛮ばん王おうの剣つるぎ〟に関かかわることに宿命的なものを感じていたこともある。そして世界に複ふく数すう〝蛮王の剣〟が存在し、唯ゆい一いつアレクの魔剣ソードブレイカーがそれらを破壊する力を持つと知って、ますます運命を感じるようになっていた。


　ユリウス皇帝から出兵の話を聞き、同行を促うながされたとき、アレクが即そく答とうできなかったのは、単純に話の大きさに面めん食くらったからだ。落ち着いて考えれば、出兵に同行しない理由はない。むしろ、冒ぼう険けん心しんがうずいて落ち着いてなどいられなくなっていた。


「よし」


　ひとことつぶやき、ソファから立ち上がる。すぐに結論が出せるものならと、しばし皇城内の応接室を借りて、思案していたのだ。


「決めたの？」


　静かにアレクが結論を出すのを待っていたリリアンナが、少年を見る。その視線に対し、アレクは小さく頷いた。


「やっぱりオレ、皇帝陛下と一いつ緒しよに北へ行きたい。〝蛮王の剣〟を放ほうっておけば、みんなが危ないのは間違いないと思う。そしてオレには、戦う力があるんだ……じっと、すべてが終わるのを待つなんて、やっぱ性しよう分ぶんじゃねぇよ」


「そう……ね。アレクなら、そう言うと思った」


　少し心配げな表情を浮かべつつも、リリアンナは微笑ほほえんでみせる。


「リリアンナは……」


「もちろん一緒に行くわ。アレクひとり行かせるなんて、そんな危なっかしいことできないもの」


「悪わりぃ……助かる」


「別にあんたのためだけに行くわけじゃないわよ？　弱者を守るための戦いは騎ザ士イ神アの基本的な教えだし、それに皇帝陛へい下かに同行を請こわれてるんだもの。魔剣を封ふうじる使命を帯びたザイアの遠征武官として、当然の務めでしょ」


「そりゃ、そうだけどよ……」


　なんだか冷たい言われように、アレクは少し唇くちびるを尖とがらせた。そんな少年のどこか子供っぽい姿すがたを見て、リリアンナはくすくすと声を出して笑う。


「な、なんだよ」


「大だい丈じよう夫ぶよ、アレク。もしアレクが魔剣に呑のみ込まれそうになっても、ちゃんとわたしが連れ戻もどしてあげるから」


　そう言ってリリアンナは、少年に歩み寄るとその頭を撫なでた。アレクはすぐに、その手から逃のがれる。


「こ、子こ供ども扱あつかいすんなよ。同い年だろっ」


「あはは。冗じよう談だん冗談」


　顔を赤くするアレクを見て、リリアンナはもう一度楽しそうに笑った。


「ダリウスも……もちろん行くよな？」


「断ことわる理由はないな」


　空気を変えようと、アレクは壁かべにもたれて立っていたダリウスに話を向ける。


「やっぱり、エーラを……」


「ああ。あいつを止めるのは、俺の役目だ」


　そうつぶやき、ダリウスは静かに頷く。


　エーラスレーダ──ダリウスと兄きよう弟だいのように育った、かつての親友。しかしその正体は蛮ばん族ぞくのエリート種であるドレイク族だった。そしていまは、折れた〝蛮王の剣〟をひと振ふり持ち去り、蛮族軍のもとにいるはずなのだ。


「エーラを……殺すの？」


　アレクは少し遠えん慮りよがちに、尋たずねる。


　だが意外にも、ダリウスが浮うかべたのは小さな苦く笑しようだった。


「殺すことになるかもしれん……だが俺は、あいつの暴ぼう走そうを止めたいだけだ。憎にくしみで、あいつを追っているわけじゃない」


「そっか……そうだよな」


　ダリウスの表情には、以前見た凶きよう暴ぼうさはなかった。そしていま思い返してみれば、エーラと対たい峙じしたときのダリウスも、殺気立っていたわけではなかったのだと気づく。ただ強い怒いかりと衝しよう動どうが、彼を突つき動かしていたのだろう。


「うん、頼たよりにしてるよ。ダリウス」


　アレクが笑顔を浮かべると、ダリウスも静かに頷く。


「ユーリカも、お供ともします！」


　ルーンフォークの少女も、負けじとそう宣せん言げんしていた。その必死な様子は、見ていて少し微笑ましい。


「大変な遠征になるよ？」


「承知しています。それにわたし、アレク様とならば、どこへでもどんなところでも平気ですから！」


「お、おう。頼りにしてるぜ」


　拳こぶしを握にぎりしめて必死に主張するユーリカを見て、アレクは苦笑した。だがその幼おさない容よう姿しに反し、彼女の能力が極きわめて優すぐれていることを、アレクはよく知っている。だから、彼の言葉に噓うそ偽いつわりはない。


「そういや、ヴラドは……？」


「さっき、出て行かれましたけど」


　ふと気づくと、友人のタビットの姿がない。


「トイレかな？」


「かもしれませんね」


「オレも行ってくるか」


　気持ちが落ち着いたこともあり、アレクは苦笑しながら廊ろう下かへと出る。


「トイレトイレ……っと」


　さすがルキスラ帝てい国こくの皇こう城じようともなると、かなり広い。アレクはトイレを探さがして、少しうろうろするはめになった。


　そんなとき、見慣れた小こ柄がらな背中に気づく。


「ヴラド──」


　声をかけようとして、アレクは慌あわてて言葉を呑のみ込んだ。


　なぜなら、見慣れない男と一緒に廊下の角を曲がっていくところだったからだ。


「なんだ……？」


　妙みような雰ふん囲い気きだった。


　ルキスラに滞たい在ざいして三ヶ月。その間に個人的な知り合いができてもおかしくはないだろう。アレクだって、買い物に行く店の店主や近所の子供とはそれなりに仲良くなっている。


　だが皇城に入れるような身分の人間と知り合える機会は、さすがになかった。それはヴラドとて同じはずだ。


　しかもちらりと見えた男の横顔は、アレクを不ふ吉きつな気分にさせる雰囲気を放はなっていた。逆にヴラドの表情は、重く沈ちん痛つうなものに見えた。


（古い知り合い……ってわけもねぇよな）


　アレクは忍しのび足あしでヴラドたちが曲がった角へ向かいつつ、考える。


　ヴラドは幼おさない頃ころにアレクの親が拾い、以来居い候そうろうとして兄弟同然に育ってきた。拾われる以前のことはヴラドもほとんど覚えておらず、アレクたちも根ね掘ほり葉掘り聞いたりはしていない。とはいえ、幼いタビットにどんな人脈があったというのか。


（なにしてんだ……？）


　そっと角から顔を覗のぞかせてみれば、ヴラドは男となにか小声で話し合い、別れるところだった。そして振り返った拍ひよう子しに、アレクと目が合う。


「アレク？」


「よ、よお、ヴラド」


「どうしたんだい……その、こんなところで？」


「いや、ちょっとトイレを探さがしててさ……それより、おまえこそ──」


「ああ、僕もさ、トイレを探してて、場所を聞いてたんだよ。こっちだって」


　そう言ってタビットの少年は、アレクを導みちびくようにして先を歩く。


「さっきの人、知り合いじゃねぇのか？」


「……どうして？」


「いや、なんか妙に深しん刻こくな顔してたから……」


「ははは。トイレ我が慢まんしてたら、深刻な顔にもなるって。ほら、急いだ急いだ」


「お、おう……」


　なんとなく釈しやく然ぜんとはしないものの、アレクはヴラドに続いてトイレへ向かった。


　そしてちらりと振り返れば、ヴラドと話していた男の姿も、消えていた。





　　　　４




　各国の代表が集まって行われた、対蛮族同どう盟めい軍事会議。


　その翌日から、ルキスラの街まちは徐じよ々じよに独特の雰囲気に包まれていった。


　重大な軍事作戦ゆえ、当然民衆に対して出兵のことを具体的に発表したりはしていない。けれど各国から次々と飛空船が集まり、騎士団や兵団が武装の総そう点てん検けんやいっそう厳しい軍事訓練を始めるに至り、誰だれもが大規模な出兵が行われることを肌はだで感じ始めたのだ。


　様々な噂うわさが飛び交かい、街全体がざわついてくる。中には「ルキスラ皇こう帝ていがついに野心を発はつ露ろし、他国を侵しん略りやくするつもりだ」という噂もあったが、そうしたものはすぐに他の噂によって押おし流されていった。


　ついに蛮族領へ本格的な討とう伐ばつ作戦が行われる──民衆の間で強く流る布ふされている噂は、それだった。


　対蛮族同盟諸国を中心に、戦力が結集しつつあるのがなによりの根こん拠きよであり、そして頻ひん発ぱつする地じ震しんの恐きよう怖ふから、人々がルキスラ皇帝に蛮族討伐のための遠えん征せいを望んだことも噂の真実味を根強くさせていた。


　そうなれば当然、ザルツ地方各地から傭よう兵へいや冒ぼう険けん者しやも集まってくる。そして軍から正式に兵士の臨りん時じ雇こ用ようの布令が出るに至り、誰もが確信した。


　ルキスラ皇帝ユリウス・クラウゼは、北の大陸へと出兵するのだと。


　こうなれば、ほとんどの疑念は吹ふき飛び、人々は偉い大だいにして強大な皇帝の遠征を祭まつりのように盛もり上げ始めた。期待は高まり、人が集まることで街は活気づき、ルキスラ全体が熱気を帯びてゆく。


　そして、対蛮族同盟軍事会議から二週間。


　ついにルキスラ皇帝から、臣しん民みんへ直じき々じきに発表があると布令が出されるに至り、人々の熱気は絶頂へ達そうとしていた。





「ついに、正式に発表するんだな」


　商店が並ならぶ街がい路ろを歩きながら、アレクはリリアンナに声をかける。


「そうね……そうなったら、一気に作戦開始か……」


　少女は深しん刻こくな顔で、小さく頷うなずく。


　二人はいま、出兵を前に買い物に来たところだった。


　ひとたび船団と共に北へ出発すれば、個人的な装そう備びや物品の調達は難むずかしくなる。だから、いまのうちに必要なものを買いそろえるべく商店街へ繰くり出したのだ。


「やっぱ、不安？」


　表情を硬かたくするリリアンナへ、アレクは気き遣づかうように声をかける。


「まあ、不安がないかって言ったら、それなりにはあるけど……でも、ザイアの使徒として、蛮族討伐軍に加われるのは喜ばしいことだし」


　そうは言いつつ、やはりリリアンナの表情は硬い。


「やだなぁ、そんな心配そうな顔しないでよ。むしろアレクのほうがわたしは心配なんだから。結局いつも体を張ってるのは、アレクなんだからさ」


「はは、まあ、そうかもな」


「それより、早く買い物済すませましょうよ。今日の昼過ぎには、陛下の発表があるのよ？　その頃にはみんなと合流して発表を見に行く約束なんだから」


「お、おう」


　リリアンナはやや無む理り矢や理りではあるものの笑え顔がおを作り、アレクの手を引っ張った。まず向かったのは、鎧よろいを扱あつかう店だ。


「決戦に備えて、少しでもいい防具を買わないとね」


「そりゃそうだけど……」


　少女は店に入るなり、アレクをマネキンのように立たせてあれこれ鎧を着せていく。


「これとか、いいんじゃない？」


「そ、そうか……？」


　リリアンナは姿すがた見みを引っ張ってくると、アレクの前に置く。


　スプリントアーマー──布地に金きん属ぞく片へんを均きん一いつに縫ぬい込み、さらにその上から厚手の布をかぶせた鎧だ。十分な防ぼう御ぎよ力を持ちながら、体の動きを阻そ害がいしない優すぐれた防具である。


「デザインもおしゃれだし、なんだかすっかり立りつ派ぱな戦せん士しって感じね」


　袖そでや裾すそを整ととのえつつ、リリアンナは楽しそうに笑う。スプリントアーマーは布地を多用していることから、装そう飾しよく性も高く、作り手の腕うで次し第だいで厚手の服のようにも作れる。騎き士しが普ふ段だん着ぎに使うこともあるぐらいだ。


「なかなかの男前よ」


「お、おう」


　目の前で微笑ほほえみかけられ、アレクは思わず赤面する。


「おじさん、これ裾と丈たけを少し直してもらえます？」


　店の親父おやじにそう声をかけるリリアンナを見て、アレクは首を傾かしげる。


「これでぴったりだし、別にいいんじゃねぇの？」


「アレクってば、いま成長期でしょ？　少し大きめに作ってもらったほうが、将来的に無む駄だがなくていいのよ」


「なるほど……そういう考え方もあるか」


　納なつ得とくするように頷く間にも、リリアンナは店の親父に注文をつけ、寸法を調ちよう整せいしていく。


「さ、次行きましょ！」


　そして注文が終わるや、すぐに次の店へと向かう。


「おいおい、次はどこに行く気だよ!?」


「魔ま法ほうの道具屋。出兵が確定したら、みんな買いに走るでしょ？　その前に買っとかないと、品切れになったり値段が上がったりするじゃない」


「……よくそんなことに気が回るなぁ……お嬢じよう様さまのくせに」


「うるさいわね。これでも神しん殿でん育ちだから、それなりに生活の知ち恵えぐらいあるわよ」


　リリアンナはそう言うが、金かね払ばらいのよさはいささか庶しよ民みん離ばなれしているのを、アレクは知っている。


（単純に、買い物が好きなんだな……）


　店を物色し始めてから、リリアンナの表情から硬さは消えていた。心底楽しそうに、いろんな店の軒のき先さきを覗き、店から店へ渡わたり歩いている。


「あ、ここいいんじゃない？」


　そう言って、リリアンナはアレクを引っ張りながら魔法の小物を扱う雑貨店へと入っていく。


　陳ちん列れつ棚だなには、本当に様々なものが並んでいた。


　指輪や首くび飾かざりはもちろん、帽ぼう子しやブーツ、マントにベルト……身につけられるものはなんでも揃そろっている感じだ。しかもそのどれもが、なにがしか魔ま力りよくを秘ひめたものらしい。


「これとこれと……あ、これもいいな」


　値ね札ふだを見ただけで怖おじ気けづいたアレクを尻しり目めに、リリアンナは次々と魔法の装飾品を買い物籠かごの中へ放ほうり込んでいく。


「お、おいおい、リリアンナ。そんなに買うのかよ？」


「そうよ？　だって、全部身を守るために必要なものじゃない。お金は前の事件のときにたくさんいただいたし、問題ないでしょ？」


「いやだけど、それだけ買ったら全部なくなっちゃうだろ」


「大だい丈じよう夫ぶよ。どうせしばらくお金を使う機会なんてないんだし。まさか軍隊と一いつ緒しよに行動して、食費がかかるとも思えないし」


「いやまあ、そうだけど……」


「あ、それとも蛮ばん族ぞくの街でも銀貨ガメルって使えるのかな!?」


「蛮族相手に、買い物はできねーと思うぞ……」


「よね。だったらやっぱり心配ないじゃない」


　そう結論づけると、リリアンナは嬉き々きとして大量の魔法の品を店主の許もとへと持っていく。


「なんか、すげぇなぁ……」


　思わず圧あつ倒とうされつつ、アレクもいくつか魔法の品を買うことにした。指輪や腕うで輪わなど、確実に必要なものを中心に籠に入れていく。


「ふーっ、買った買った」


　そして店を出るときには、リリアンナは大きな袋ふくろを抱かかえるに至っていた。


「一いつ杯ぱい買ったなぁ……」


「満足満足」


　半ば呆あきれるアレクとは対照的に、リリアンナは本当に満足げに笑みを浮うかべる。


　だがすぐに不思議な表情を浮かべると、周囲をキョロキョロと見回す。そして再びアレクの手を摑つかむと、ひとつの路ろ地じへと引っ張っていった。


「お、おい、ちょっとなんだよ、今度はどこへ行く気だ？」


「いいから、こっち来て」


　相変わらずの豪ごう腕わんで、少女はアレクを引きずっていく。


　そこは、路地奥おくの水みず汲くみ場だった。小さめの広場の真ん中に、公共の井い戸どがある。朝や夕方などの時間帯ならば水汲みや洗せん濯たくをしに人が集まっているが、朝と昼の合間といった、いまのような中ちゆう途と半はん端ぱな時間には誰もいない。


「座すわって」


「お、おう」


　リリアンナに言われ、アレクは井戸の縁ふちに座る。少女もその横に、腰こしを下ろした。さっきとは一変して、妙みように表情が硬い。


「どうしたんだよ、急に……？」


「……前にさ、アレクのこと、わたしが守るって言ったでしょ？」


「う、うん……」


「なのにさ、結局守りきれなかったり、離はなればなれになることって多かったじゃない？」


「そりゃまあ、いろいろあったからなぁ……ヤバい状じよう況きようばっかりだったし」


「うん……だけど、そういうこと言い訳にするのって好きじゃないし……アレクのことを守るのは、わたしの役目だと思ってるから……」


　そう言って、リリアンナは少し恥はずかしそうに目を伏ふせる。


（普ふ通つうはそれって、男の言うセリフなんだけどなぁ……）


　自分も〝リリアンナを守る〟と言ったことはあるのだが、それ以上に少女にとっては自分の使命感のほうが強いらしい。


「でね」


　アレクの複ふく雑ざつな心境になどかけらも気づかず、リリアンナは袋ふくろから金きん属ぞく製せいの網あみ籠かごのようなものを取り出す。それも、なにか魔法の品らしい。


「アレクに、これをつけておいて欲ほしいの」


「なにこれ……？」


　受け取ると、それが足につける装そう飾しよく品ひんであることがわかった。留とめ金がねで固定する形の、足飾りアンクレツトらしい。


「どっかで見たことあるような……」


　しばし考え、もう少しサイズの小さいものを、ヴラドが足にしていたことを思い出す。


「……〝誓ちかいのアンクレット〟って言ってね。この輪に自分の血を塗ぬって誰だれかに渡すと、その人の居場所が必ずわかるって魔法の品……」


「へぇ……そいつは確かに便利だな」


「魔ま動どう機き文明時代、主人が自分のルーンフォークの居場所を把は握あくするために作ったらしいんだけど……」


「なんだよ、それじゃオレはリリアンナの下げ僕ぼくかよ」


　冗じよう談だんっぽくアレクは唇くちびるを尖とがらせると、リリアンナは慌あわてて首を振ふる。


「そ、そういうわけじゃないけど！　それに、もう一個買ってあるから……」


　そう言って、リリアンナはもうひとつアンクレットを取り出す。


「わたしにも……アレクに、これつけて欲しいなって……」


「え……っ」


　伏し目がちに告つげられ、アレクは思わず赤面していた。そんな少年の様子に、リリアンナも一気に赤面する。


「そ、その！　別に変な意味とかなくて！　単たん純じゆんに、もし万が一離はなればなれになったときに便利なようにするためだけなんだから！　そのあたり、変な勘かん違ちがいしないでよ！」


「お、おう」


　アレクはただ、カクカクと頷うなずくことしかできない。


「じゃあ、こっちにアレクの血を塗って」


「だけどオレ、ナイフとか持ってきてねぇぜ……？」


　腰にあるのは、銃じゆうと魔ま剣けんソードブレイカーのみ。ちょっと傷きずをつけるためだけに、抜ぬくのははばかられる。


「あ、そっか……」


　対するリリアンナも、今日は普ふ段だん着ぎな上に手ぶらだ。剣も帯びていない。


「あとで新しい剣を新調しようと思ってたから……」


「い、一度帰ってからにするか……？」


　アレクのその問いに、しかしリリアンナははっきりと首を振る。


「……アレク、手、貸して」


「え？　あ、うん」


　よくわからないまま、アレクは右手を差し出した。リリアンナはその手を取り、小指を伸のばさすと──その指先を嚙かんだ。


「い、いて……っ、え、え？」


「……ごめんね」


　少女の歯で小さく皮ひ膚ふが嚙み切られ、血が滲にじんでいた。リリアンナはその指先に、アンクレットを押おし当てる。


「これで、大丈夫……」
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　茫ぼう然ぜんとするアレクを前に、リリアンナは自分の小指も嚙み、もうひとつのアンクレットに血を塗った。そして手早く騎ザ士イ神アに祈いのりを捧ささげて二人の傷口をふさぎ、少年に手て渡わたす。


「これ、つけるの複雑らしいから……アレク、つけてくれる……？」


「えっと……あ、うん……」


　見れば、一度つければ簡かん単たんに外せないよう、複雑な留め金がついていた。少女はアレクにアンクレットを渡すと、ブーツを脱ぬぎ、スカートの裾すそを少したくし上げる。


　真っ白な、リリアンナの素す足あし。アレクはごくりと生なま唾つばを呑のみ、その足首にそっとアンクレットをつけた。心臓がバクバクいうのを聞きながら、それを悟さとられないよう無む言ごんで、必死に留め金を固定する。


「……できたよ」


「うん……ありがと」


　二人は一度見つめ合い、恥ずかしくなって目を逸そらす。


「次は、わたしがつけてあげるね……」


「い、いや、いいよ。オレ器用だし、これぐらい、自分でつけるから……」


　なんだか気き恥はずかしくなって、アレクはリリアンナの手からアンクレットを奪うばう。


「なによ、それじゃわたしが不器用みたいじゃない……」


　少し不ふ機き嫌げんそうに、リリアンナは文句を言う。けれど、決して本気で怒おこっているわけじゃないのはアレクにもわかる。


「オレ、魔動機師だからさ……扱あつかいに慣れてんだよ、こういうの」


　適てき当とうなことを言ってごまかしつつ、アレクは自分でアンクレットを固定する。リリアンナはその様子をじっと無言で見つめていたが、どこか元気がない。


「……どうしたの？」


　少し心配になって、アレクは声をかけた。リリアンナは一いつ瞬しゆんびくっとなって顔を上げたが、すぐにまた目線を落とす。


「……本当言うと、わたし、結構不安で押おし潰つぶされそうなんだ……」


「リリアンナ……」


「北の大陸に行くのだって怖こわいし、蛮族の軍隊と戦うのも怖い……〝蛮王の剣〟だって、本当にわたしの力で抑おさえられているのかどうかもわからないし……」


「うん……」


「だから……なにか、安心する材料がほしかったの……アレクと離れて、不安になったりしないよう、なにか絆きずなみたいなものがほしいなって……だから、こんな無む理りなお願いしちゃって……ごめんね……」


　そう告つげるリリアンナは、いつもより小さく、儚はかなげで、触さわると壊こわれそうに見えた。だけどそれだけに、どうにかして守りたい──アレクは強くそう思った。


「リリアンナ……」


　もう一度その名を呼び、震ふるえる小さな肩かたを、優やさしく抱だく。


「アレク……」


　少女の目は、涙なみだに潤うるんでいた。決して泣くまいという強い意い志しによって留とどまっていたが、瞬まばたきひとつで溢あふれそうだった。


　触ふれた肩から、リリアンナの鼓こ動どうが伝わってくる。それは、アレクの鼓動と同じぐらい速く、強い鼓動だった。


　まるで二人の心臓が同調したかのような感覚。リリアンナは静かに目を閉とじ、アレクは吸い込まれるように顔を近づける。


　うるさいほどに、鼓動が体の中を響ひびき渡わたる。少女の体からも、伝わってくる。


　いろんな気持ちが溢れ、愛いとしさと切なさで胸むねがいっぱいになっていた。いまはただ、目の前の少女をしっかりと抱だきしめ、守ってやりたかった。


　だが、そのとき。


　凄すさまじい爆ばく発はつ音おんが轟とどろき、街まち全体を震わせていた。
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「な、なんだ!?」


　二人は驚おどろき、身を離して立ち上がる。


　爆発音は、それから立て続けに沸わき起こっていた。見上げれば、皇こう城じようのあたりからも黒こく煙えんが噴ふき上がっている。


「なにが起きたの……!?」


　リリアンナとアレクは路地を飛び出し、周囲を見回した。


　皇城を始め、街の数カ所から煙けむりが上がっている。その異い常じよう事じ態たいに、商しよう店てん街がいの人々もうろたえ、右往左往していた。


「アレク、お城も……」


「うん……なんなんだよ、これ……」


　リリアンナの言葉に、アレクも皇城を見上げた。そちらから立ち上る黒煙は一段と凄まじく、方々から怒ど号ごうが聞こえてくる。


「とにかく、ダリウスたちと合流しよう！　蛮ばん族ぞく軍の奇き襲しゆうかもしれないし！」


「そうね……」


　アレクたちは、午後からダリウスらと合流して皇城へ向かう約束をしていた。だから、その集合場所へと急いで向かう。


「アレク様！」


　混乱する街の中を駆かけ抜け、集合場所である皇城前の広場にたどり着くと、ユーリカが声をかけてきた。見れば、ダリウスとヴラドの姿すがたもある。


「ユーリカ、大だい丈じよう夫ぶか？」


「はいっ。アレク様もご無事でなによりです」


「……蛮族の襲しゆう撃げきかな……？」


　アレクのその疑問に、ダリウスも答えられない。


「お城からも煙が上がってるし、ユリウス皇こう帝ていが心配……」


「そうだな。蛮族かどうかはともかく、これだけ大規模なことをやらかす以上、ユリウスを狙ねらわない理由はない」


　言うや、ダリウスは皇城へ向けて大おお股またに歩き出していた。


「とにかく、行ってみよう。いま皇帝になにかあったら、大変だからな」


　アレクも続いて、足早に駆け出す。だがふと気になって振り返れば、ヴラドが茫然と街がい路ろに立ち尽つくしたままだった。


「おいヴラド、どうしたんだよ!?　置いていくぞ!?」


「え？　あ、ごめん」


　アレクの声に、ようやくヴラドも我われに返ったように駆け出す。


　慌ただしくアレクたちは皇城を目指して進み、ダリウスの先導によって抜け道を通って城内に入る。


　当然のように、城内も大混乱だった。無数の兵士が走り回り、負ふ傷しよう者しやが何人も運ばれてゆく。


「ひどいな……」


　想像以上に、爆発の影えい響きようは甚じん大だいだった。蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎと混乱に、ほとんどの兵士はアレクたちのことを気にもとめない。


「やはり、狙いはユリウスと飛空船団か……」


　兵士の会話やその動きから、ダリウスもそう判断を下す。


「ひとまず、閲えつ兵ぺい場へ行ってみましょう！　皇帝陛へい下かは、確かそこで演説されるはずだったし……」


「うん、そうしよう」


　リリアンナの言葉に、アレクも頷うなずく。


　皇城の構造は相変わらず完全に把は握あくするには広すぎたが、閲兵場は城の中でも一いつ般ぱんに開放されることもある場所だけに、漠ばく然ぜんと位置はわかっていた。ダリウスも同どう意いするように、そちらへ向けて動き出す。


　複ふく雑ざつな構造の城内を駆け、階段を上り、閲兵場を目指す。


　そしてあと少しで現場へたどり着けるというとき。


　──その男は、アレクたちの前に現れていた。


「来た来た。やっと会えたな、魔剣の勇者とそのお仲間ご一行様」


　階段を上った先にある、少し広くなった石いし造づくりの踊おどり場ば。


　その男は、そこに置かれた彫ちよう像ぞうにもたれるようにして立っていた。そしてアレクたちの姿を認めるや、行く手を遮さえぎるようにゆらりと前に出る。


「誰だれだ、あんた……」


　アレクは、その男に見覚えはなかった。だが無む視しできない雰ふん囲い気きを、強く発している。ぞくりと、背せ筋すじが冷たくなる感覚。


「迎むかえに来たんだよ、そちらのお嬢じようさんをな」


「!?　わたしを……？」


　男の言葉に、リリアンナも改めて身構える。


　奇き妙みような男だった。


　黒くろ革かわの甲かつ冑ちゆうをまとい、腰こしには剣けんを下げている。背は高く大おお柄がらだが、筋きん肉にく質しつというよりはすらりとして見えた。その髪かみは鮮あざやかな緑色をしており、右目は宝石がはめられ、意い匠しようが施ほどこされた眼がん帯たいをつけている。


「素す直なおに渡してくれれば、手て荒あらなまねはしない……なんて言って、素直に手渡すやつなんていねぇよな」


　男はいたずらっぽい笑えみを浮うかべ、腰の剣に左手を置く。


　だがその態たい度どに反し、男は恐おそろしいまでの殺気を、放ち始めていた。
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「……アレク、リリアンナ、下がれ」


　ダリウスは背中の大剣に手をかけ、少年たちを守るように一歩前に出る。


　その姿を見て、男は口くち許もとを笑うように歪ゆがめた。


「あんたがダリウス・ガノッサだな？　なるほど、噂うわさ通どおり強そうだな。エーラスレーダが手こずったのもわかるよ」


　今度こそ楽しそうに笑い、男は左手の親指で、剣を鞘さやから少し押おし出す。


「エーラを……知っているのか？」


「ああ。あんたの話も一応聞いてるよ。親友だったんだろう？　人間のそういう価値観は、いまいち理解できねぇけどな」


「貴き様さま……蛮族か」


「まあね」


　悪びれるでもなく、男は笑顔で答える。


「オレの名前は、ギルグレイ。いまはエーラスレーダんとこで世話になってる身だ。そんなわけで、一応用事ぐらいは引き受けようと思ってな。ハハ。蛮族にしちゃあ、義ぎ理り堅がたいだろう？」


「蛮族って……この城は〝守りの剣つるぎ〟で守られているはずなのに、どうして……？」


　まるで酒場で雑談するような態度の男を前に、リリアンナは身構える。


　街中ということもあって、彼らはみな普ふ段だん着ぎのままだ。ダリウスやアレクは剣を持ってきていたものの、鎧よろいの類たぐいは身につけていない。


「別に〝守りの剣〟があれば万ばん全ぜんってもんでもないんだぜ、お嬢さん。蛮族だってバカばっかりじゃねぇ。結けつ界かいに耐たえるための魔ま法ほうの道具ってのも一応存在してるんだよ」


　そう言って、男は金きん属ぞく製せいの腕うで輪わを回してみせた。銀色の淡あわい光を放はなっていたが、じりじりと黒ずんでいる。どうやら、徐じよ々じよに力が弱まっているらしい。


「だがまあ、制限時間はあるんでな。さっさと用事は済すまさせてもらうぜ。せっかくスパイを使うとかいろいろ手を尽くして、この状じよう況きようを作ったんだしな」


「スパイ……？」


　少し後ろで状況を見守っていたアレクは、男の視線が動くのを見み逃のがさなかった。そしてその視線の先にいるのは……ヴラド。


「そんなわけで、おしゃべりはこのへんにしよう。オレはな、早く戦いたくてしかたがねぇんだよ……」


　言うや、男──ギルグレイはついに剣を抜ぬく。


　純じゆん白ぱくの刀身から、強力な魔力が放散される。それと同時に、アレクの魔ま剣けんも小刻みに震え始めていた。


「まさか……そいつも〝蛮王の剣つるぎ〟なのか……!?」


「せーかい。オレの魔剣の名は、〝亡霊の欺きフアントムフエイク〟。油ゆ断だんするなよ。オレもこいつも、これでなかなか残ざん忍にんだぜ……？」


　急激に、ギルグレイの笑え顔がおが嗜虐的な笑みに変わった。


　その瞳ひとみに、強きよう烈れつな殺気が宿る！


「来ます！」


　ユーリカの叫さけび。直後、ギルグレイの眼帯が輝かがやき、刃やいばが走る。


「ぬ……っ」


　ダリウスは咄とつ嗟さに、男の剣を受けていた。互たがいに魔力を帯びた剣だけに、青白い火花が飛び散る。


「ハハ！　受けたかよ！　だが、まだまだ行くぜェ！」


　ダリウスの体勢が崩くずれた隙すきを突つくように、ギルグレイは指先を高速で動かして呪じゆ文もんを唱となえる。


「真、第十一階位の攻ヴエス・エレヴエント・ル・バン！　電撃、電撃、滅殺、迅雷エルタリア・エルタリア・スロウダル・ボーデル──豪雷モルニアトルス！」


「ぐあ…………ッ」


　凄まじい電撃が、ダリウスの体を集中的に襲おそった。全身が激しく痙けい攣れんし、さしものダリウスも大きくよろめく。


「さすがだな。普ふ通つうなら即そく死ししてもおかしくないところだが、まだ食くらい足りないって感じじゃねぇか」


「ダリウスさん！」


　魔法により大きなダメージを受けたダリウスの陰かげから、ユーリカが飛び出す。


　両手に持った魔法のナイフで、ルーンフォークの少女は素早く斬きりつけた。ギルグレイは少し驚おどろいたように目を見開くものの、すぐに笑みを浮かべて剣で弾く。だがユーリカは二本のナイフを自在に操あやつる。体を捻ひねるようにして繰くり出された第二撃を、ギルグレイは避さけきれない。


「おっと……」


　少女の刃は、男の頰ほおを薄うすく切った。飛び散った鮮せん血けつがユーリカの腕を濡ぬらす。


「あう……っ!?」


　直後、少女の悲鳴と同時にジュッという嫌いやな音が響ひびく。ユーリカは苦く痛つうに表情を歪め、咄嗟に距きよ離りを取って手を押おさえた。


「なにが……」


　銃じゆうを構えて狙いを定さだめていたアレクには、なにが起こったかわからない。それはリリアンナも同じだ。


　だがすぐ側そばで接近戦を行っていたダリウスは、すぐに相手の正体に気づく。


「貴様……バジリスクか」


「ハハ、ばれたか」


　ギルグレイは頰の傷きずを拭ぬぐい、自分の鮮血をぺろりと舐なめた。一見すると無防備そうに立っていたが、ダリウスは攻こう勢せいに出ない。


　いや、出ないのではない──出られないのだ。


　その両りよう脚あしがゆっくりと、翡翠ひすいの像へと変化し始めている。それはバジリスクが持つ、邪じや眼がんの魔力によるものだった。


「ダリウスさん!?」


「こいつ……っ」


　リリアンナは慌あわてて癒いやしの魔法を唱え、アレクも魔力を込こめて銃じゆう弾だんを放つ。だがまるでそよ風でも吹ふいたかのように、ギルグレイは軽々とそれをよけてみせた。


「わかったかい？　オレの実力ってやつがさ。だけどあんまり圧あつ倒とう的てきすぎると、抵てい抗こうしてくれないからつまんねーんだよな。だから、もうちょっと遊ぼうぜ」


　にいっと笑い、ギルグレイは自みずから間合いを詰つめた。当然敵てきが近づくならばダリウスも容よう赦しやなく斬撃を放つ。


「そうそう。もっと抵抗しろ。そしてオレを楽しませてくれ」


　ダリウスの剛ごう剣けんを紙かみ一ひと重えで避け、男はさらに踏ふみ込んでくる。そこへダリウスはさらに呪文を唱え、魔法による一いち撃げきを叩たたき込んだ。凄すさまじい衝しよう撃げきがギルグレイを撃うつが、男の笑みを消すことはできない。


「いいぞ。もっとだ。もっとあがけ！　生命の限界が見せる極限を見せてみろ！」


　ギルグレイは剣を振ふり上げ、ダリウスを狙ねらう。


「やああっ」


　そこへ、ユーリカが再度攻こう撃げきを仕し掛かけようとした。だがギルグレイは残忍な笑みを浮かべ、素早く呪文を唱える。


「ははは。元気がいいな、人形。だがいまはおとなしくしといてもらおうか」


　そして印を結んだ左手を突き出せば、赤く輝く稲いな妻ずまの網あみが、ユーリカの全身を包んでいた。そのまま小こ柄がらな少女の体をきつく縛しばり上げ、強烈な電撃によって全身が痙攣する。


「あ、ああああっ」


「ユーリカ!?」


　アレクの叫び。だが少年にはどうすることもできないまま、ギルグレイの剣はダリウスへと振るわれる。ダリウスはそれを懸けん命めいによけようとするが、もはや足が思うように動かなかった。身を捻ることでどうにか致ち命めい傷しようは避けたが、刃は深く肩かた口ぐちに突き立っている。


「が……っ」


　鎧を身につけていないだけに、傷は深い。がくっと、ダリウスの膝ひざが折れた。しかし、どうにか踏みとどまる。


「大したもんだな。そろそろ意い識しきが飛んでもおかしくなさそうなもんだが」


「……易やす々やすと、倒たおれはせん！」


「おっと」


　ダリウスの斬撃を、やはりギルグレイは紙一重でよけていた。続けて放つ魔法の衝しよう撃げき波はも、やはり大きな手て傷きずを与あたえられない。


「この野や郎ろうっ」


　アレクは悪あく態たいをつきつつも、ダリウスの負傷を軽減すべく癒しの魔力を込めた弾だん丸がんを仲間へと放っていた。リリアンナも神への祈いのりを繰り返し、必死にダリウスを支える。


「必死に仲間を支える姿すがた……いいねぇ、美しいぜ」


　ギルグレイは剣を構え直し、少し距離を取る。だがそのとき、わずかに表情が歪んだ。


「チ……っ、せっかく楽しくなってきたのに、時間切れかよ」


　そう告つげる男の腕輪から、輝きがほとんど失われていた。ギルグレイは軽く嘆たん息そくし、腕を大きく振る。


「悪いが、このあたりで終わりにするか」


「なにを……!?」


「真、第十階位の攻ヴエス・ツエンド・ル・バン。冷気、吹雪、嵐風グラート・ヘイル・トルメラ──猛雪ワルベンテイスカ！」


　ギルグレイの口から、滑なめらかな呪文の詠えい唱しようが紡つむがれる。


　そしてその最後の一言がくくられた瞬しゆん間かん、周囲に猛もう烈れつな冷気が現れ、氷のつぶてが舞まい踊おどった。


　凄まじい突とつ風ぷうと冷気に体は一瞬にして凍こごえ、そこへ前が見えなくなるほどの氷のつぶてが襲いかかる。瞬時に全身は切り刻まれ、鮮血が突風の中で渦うずを巻まく。だがそれさえ、すぐに凍こおってしまうほど冷気は強烈だった。


「ぐ……ッ」


「きゃあ……っ」


　仲間たちが、次々と打ち倒される。ギルグレイももろとも吹雪に巻き込まれるが、楽しげに笑っていた。


「逃にげろ、アレク！　リリアンナ！」


「無む駄だだよ」


　ダリウスは必死に大たい剣けんで眼帯の男へ斬りつける。だが今度こそ確かく実じつに捉とらえたはずの刃に、手て応ごたえはない。


「そいつは残像なんだ。残念だったな」


　いつの間にか、ギルグレイはリリアンナの背後にいた。その魔剣の刀身が、白く輝いている。


「え……!?」


「リリアンナ、離はなれろ！」


　吹雪のせいで傷だらけになりながらも、アレクは再度銃を構えて狙いをつける。だが少年が引き金を引くよりも早く、ギルグレイは剣を振り上げていた。


「リリアンナさん、逃げて……っ」


　電撃の網に縛いましめられながらも、ユーリカが叫んだ。ダリウスも重く動かない足を引きずるようにして、敵てきを打つべく剣を振りかぶる。


　だがそのどの動きよりも早く、蛮ばん族ぞくの男は剣を振るっていた。


「あ…………っ」


　リリアンナの、短い声。


　まるでその瞬間、時が止まったかのような、非現実的な感覚。


　その光景を目まの当たりにしていながら、アレクにはそれがどこか遠くの出来事のような、夢ゆめの中のような感じさえあった。


　ほとんど音もなく、ギルグレイの刃がリリアンナの背中を貫つらぬく。


　まるで熱したナイフをバターに突き立てるように、するりと剣は少女の体へ吸い込まれ、切っ先が胸から突き出た。


　純白の刃が、赤く染まっている。その先せん端たんから滴したたり落ちる鮮血の動きさえ、ゆっくりに見えた。ただただ、現実感がなかった。


「うそ……だろ……？」


「あ、あ……」


　茫ぼう然ぜんとなるアレクの前で、リリアンナは抵抗しようと手をあげる。だがその半ばで腕から力は抜ぬけ、だらりと落ちた。ようやく自分の身に起きたことを理解したかのように、突き立つ剣へ目を落とす。


「リリアンナ……リリアンナ！」


　アレクの叫び。


　それに応えようとしてか、少女は一度だけ振り返った。なにか言おうとして口を動かすが、もはや声は出ない。


　そして、その大きな双そう眸ぼうから生気の光が消え──直後、少女の全身から力が抜けていた。


「う、うわあああああああああああああああああああああああああッ！」


　半はん狂きよう乱らんになって叫さけび、アレクは引き金を引いた。だがギルグレイは冷れい淡たんにそれをよけ、少女の体から剣を引き抜く。


　直後、傷口から鮮血が溢あふれた。その体を、緑髪の蛮族は反対の腕でしっかりと抱だきとめる。


「どうやら時間だな。再び会うことがあれば、もっとゆっくりと楽しませてくれ」


　絶ぜつ叫きようする少年を前に、ギルグレイは残ざん忍にんな笑みを浮うかべた。そしていまなお血を流すリリアンナを抱かかえたまま、呪じゆ文もんを唱となえる。


「させるかよおおッ！」


　アレクは銃を投げ捨すて、腰こしの魔ま剣けんに手をかけた。石いし畳だたみを蹴けり、一気に剣の間合いへと踏み込んでゆく。


　だが破やぶれかぶれの一撃が通用するほど、甘あまい相手ではなかった。アレクは軽くいなされ、石畳に転がる。魔剣の力を解放してでも止めようと振り返ったときには、もう男の呪文は完成していた。


「やれやれ、どうにか〝蛮王〟は手に入れたが……魔剣はしばらく預あずけておこう。大事に持っておけよ、小こ僧ぞう」


「なにを言ってやがる、テメェ……ッ」


「じゃあな」


　全力で振るったアレクの魔剣。


　しかしその必殺の刃やいばが敵を打つよりも早く、その姿は忽こつ然ぜんと消しよう滅めつしていた。


「リリアンナ……」


　その名をつぶやく。だが、当然応えはない。


「リリアンナ……」


　その場に残されたのは、傷ついた仲間と少女が流した大量の鮮せん血けつ。


「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」


　アレクはどうすることもできず、絶叫する。


　いまはただ、絶叫することしかできなかった。




第二章『空へ』













　蛮王と並ならんで謎なぞとされているのが、蛮王を倒した者の存在である。


　神にも匹ひつ敵てきする力を持つと言われた蛮王を倒したのだから、並なみ大たい抵ていの者ではあるまい。恐おそらくは神となる道を見いだすほどの勇者──あるいはすでに小神としての力を得るに至っていた者なのかもしれない。


　しかしその存在は、伝承上にすら存在せず、不自然なほどに記録が抹まつ消しようされている。これもまた噂うわさや憶おく測そくの域を出ないが、「蛮王を倒した者もまた、蛮族だった」「蛮王を倒した者の存在や記録を、蛮族が復ふく讐しゆうとして抹消した」「勇者は禁きん断だんの力をもって蛮王を倒したため、記録に残さなかった」などといった説や、中には「蛮王と勇者は恋こいに落ち、いずこかへ駆かけ落ちした」といったおとぎ話のような説まで論じられているのが現状だ。


　あまりに手がかりが少ないため、真相の究明は極きわめて困こん難なんだ。だがいずれ、事実に繫つながる情報が得られると信じて、研究を続けていくしかあるまい。




──ある研究者の手記より
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　広い謁えつ見けんの間まに、わずか四人の人物がいた。


　玉ぎよく座ざに座すわるのは、当然ルキスラ帝てい国こく皇こう帝てい、ユリウス・クラウゼだ。


　その脇わきを固めるように、一組の男女が立っている。ひとりは長身のルーンフォーク、ゲイリー。もうひとりは、肉感的な妙みよう齢れいの女性、バルバラだ。


　そして皇帝の前にひざまずき、頭こうべを垂れているのは──アレクだった。


　ギルグレイの襲しゆう撃げきから、数時間後。


　本来ならば仲間全員と並んでいるはずだったが、ダリウスとユーリカは施せ療りよう院に送られており、リリアンナとヴラドは行方ゆくえ不明。まだしも傷きずが浅かったアレクだけが、皇帝の前に呼び出されていた。


「なるほどな……すべて報告通りということか」


　アレクからひと通りの事情を聞いた皇帝は、小さく嘆息混じりにつぶやく。


「やはり、いささか計画を修正しなくてはなりませんな」


　ゲイリーの言葉に、皇帝は面おも白しろくなさそうに表情を歪ゆがめる。


「〝蛮王の剣つるぎ〟の力を抑おさえることができるリリアンナを失ったのは、俺やアレクにとっては大きな痛手だ。敵てきが〝蛮王の剣〟を用いる可か能のう性せいがある限り、大きな戦力低下と言わなければなるまい」


「万が一の際に〝蛮王の剣〟が使えないとなれば、戦力不足は明白です。もう少し、兵員を増強しませんと……」


「それじゃ、作戦の始動を一ヶ月は遅おくらさないといけないわよ？」


　バルバラがそう告つげた瞬間、アレクは険しい表情で顔を上げる。


　だが少年が見たのは、首を横に振ふる皇帝の姿すがただった。


「作戦の始動は一日たりとも遅らすつもりはない」


「陛下……」


「一日遅れるごとに、敵てきはさらに兵力を増強するだろう。こちらの計画が洩もれている以上、妨ぼう害がいもより厳きびしいものになる。そうなれば同どう盟めい軍の士気は低下し、結束もバラバラになってしまう。やつらの狙ねらいは、それだ」


「ですが……」


「それで、黒くろ幕まくの尻尾しつぽは摑つかんだのか？」


　皇帝に話を振られ、バルバラは頭を下げる。


「陛下、申し訳ありません……クーデリア侯こう爵しやく領りようの間者エージエントが動いているところまでは摑んだのですが、結局決定的な証しよう拠こを得るには至りませんでした……」


「クーデリア侯爵領……？」


　その名を口にするアレクに、ゲイリーが視線を向ける。


「ルキスラ帝てい国こく北東部に存在する自治領だよ。蛮族と裏うらで繫がっている疑ぎ惑わくがあってね。いつも帝国の国家転てん覆ぷくを狙っていると言われているんだ」


　アレクは改めて聞かされるまでもなく、そのことを知っていた。ただひとつ、ピンとくることがあったのだ。


「ヴラドが会っていた男……」


「どうかした？」


「いや……」


　バルバラの言葉を、アレクは適てき当とうに流す。


「ダリウスと、ユーリカの様子は……どうですか？」


「二人とも、命に別状はないよ。ユーリカ君はもう動けるようになっているだろう。ダリウス君は、両りよう脚あしが翡翠ひすい化しているのを治すのに手間取っているようだが……」


「まさか同時爆ばく破はに紛まぎれて、蛮族の……それもジェイドバジリスク級の大物が入り込んでくるとはな」


　皇帝の声にも、はっきりと不ふ愉ゆ快かいさが滲にじんでいる。


「あの爆破の被ひ害がいは……」


「うむ。爆ばく発はつそのものは派は手でだったが、損害は軽けい微びだよ。他国の兵が多数帝てい都とに集まった隙すきを突つかれる形になったわけだが、船団や軍に致ち命めい的てきな被害を与あたえさせるほど、我われらの警けい備びも甘あまくはないのでね」


「そう……ですか」


「あ、いや……その、リリアンナ君のことは、非常に申し訳なく思っておる……」


　冷ややかなアレクの反応に、ゲイリーは珍めずらしく慌あわてた様子で謝しや罪ざいした。だが、少年の表情が変わることはない。


「──なんにせよ、我らは予定通り出兵する。アレク君。きみも従軍してくれるものと考えてよいのかな？」


「……もちろんです」


　ぎりり、とアレクの拳こぶしが強く握にぎられた。その目に浮かぶのは、凶きよう暴ぼうなまでの闘とう争そう心しんと怒いかりの炎ほのおだ。


「アレク君……」


　バルバラが心配げな声を洩らすが、それ以上かける言葉は出てこない。


「ならば、出しゆつ立たつは予定通り三日後だ。城の外では、警けい護ごにバルバラをつける。可能な限りの準備をしておけ。以上だ」


「はっ」


　アレクはもう一度皇帝に向けて頭を垂れると、謁見の間を辞じする。そして控ひかえ室しつへ戻もどる通路へと出た。





「くそ……っ」


　薄うす暗ぐらい通路を歩きながら、アレクは小さくつぶやく。


「くそっ、くそっ、くそ……っ」


　握りしめた拳。その小指に、小さな痛みが走る。


「情けねぇ……なにも……なにもできないなんて……」


　アレクは目の前の石の柱を叩たたく。


「リリアンナ……っ」


　今いま頃ごろになって、急に涙なみだが込こみ上げてきた。


　無力さと、驚おどろきと、怒りと憎にくしみのせいで忘れていた涙が、足を止めたことで溢れてくる。


　リリアンナの存在を、アレクは感じている。いまいる場所から、北北西方向。もうかなり遠くに運ばれている。


　それを感じることができるのは、まだリリアンナの足に魔ま法ほうのアンクレットがあるからだろう。その魔力が正常に働き、アレクにリリアンナの居場所を伝えているのだ。


　リリアンナの──体の在あり処かを。


「せめて仇あだを討うって、体だけでも取り返してやる……」


　蛮ばん族ぞくの中には、死者の体をもてあそぶ輩やからもいるという。それだけに、アレクは絶対にリリアンナを取り戻すつもりだった。たとえ命が尽つき、魂たましいは天へと昇のぼっていたとしても、断固としてそれだけは果たすつもりだった。


『……アレクよ……』


「!?」


　そんなとき、少年の名を呼ぶ声が突とつ然ぜん聞こえてきた。


　アレクは驚き、周囲を見回す。しかし通路は無人であり、人が隠かくれられる陰かげは無数にあるものの、動く人ひと影かげはない。


「誰だれだ……？」


『アレクよ……彼女は、まだ消えてはおらん……』


「リリアンナのことか!?」


　声の主を求め、アレクは必死に視線を巡めぐらせる。だが、声がどこから聞こえているのかすらわからない。


『……彼女は、蘇よみがえる……何度でも、何度でも……』


「蘇る!?　生き返るってことかよ!?」


　操そう霊れい術じゆつ師しの魔ま術じゆつの中には、死者へ魂を引きずり戻し、蘇らせる術もあるという。だがその行こう為いは魂を歪め、〝穢けがれ〟を生じさせてしまう。よほど現世に未練がある魂でない限り、蘇らないことのほうが多いとされていた。


　なにより、リリアンナは騎き士し神しんザイアの使徒だ。昇しよう天てんすることを拒こばみ、蘇ることは神のルールに反する。彼女がそれを望むはずがない。


『……彼女の真の記き憶おくを呼び覚ましてはいかん……アレクよ……彼女を救ってくれ……それができるのは、おまえと……おまえのソードブレイカーだけだ……』


「お、おい……っ」


　結局、声の主の姿は見えなかった。見えないままに声は遠とお退のき、気配は消えてしまう。


「おまえ、ときどきオレたちの前に姿を見せてた、あの亡ぼう霊れいか……？　彼女の真の記憶って……救うって、どういう意味だよ、おい！」


　アレクは暗くら闇やみに向かって大声で叫さけぶ。だがもはや返事はなく、ただ石の壁かべに少年の声が反はん響きようするのみだった。


『頼たのんだぞ……彼女を……彼女の魂を救ってやってくれ……』


　最後にそう告げると、姿なき声の主は、完全に気配を断たっていた。


　だがアレクは、声の主が誰かを理解している。腰こしの魔ま剣けんに手を置き、握る。


「まだ……まだ、オレは間に合うってことだよな？」


　虚こ空くうに向かい、告げる。


「オレにはまだ、リリアンナが救えるってことだよな!?　そうだよな!?」


　大声で、叫ぶ。だが、返事はない。


「いいさ、やってやるよ！　オレは北へ行く！　そして、絶対にリリアンナを取り戻す！　絶対だ！」


　アレクは自分への誓ちかいも込めて、宣せん言げんする。


　怒りも、憎しみも、アレクの中で渦うずを巻まいたまま弱まることを知らない。


　もはや狂きよう気きにも似にた想おもいを胸むねに抱いだき、少年はただひたすらに胸の内の炎を燃やし続けていた。
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「……リリアンナ……」


　遠くで、誰かが呼んでいる。


「……リリアンナ……」


　誰の声か、判然としない。自分がどうなっているのかもわからない。


　夢ゆめの中のような、ふわふわとした感覚。手足さえ不確かで、ただ意識だけが浮うかんでいるように感じる。


「リリアンナ……」


　だがその声だけは、はっきりと聞こえてくる。そしてその声の主がどこにいるのか、どれほど遠くにいるのかもわかる。


　声なんて聞こえるはずがないほど遠い……それは理解していた。なのに声は届く。声は聞こえる。


（あぁ……アレク……）


　リリアンナはその名をつぶやく。


　それさえ、声にはなっていなかった。だが少年の顔を思い浮かべ、リリアンナは自分の中に活力が宿るのを感じる。不確かな存在だったのに、徐じよ々じよに全身の感覚が戻ってくる。


　それは、流れに逆らう行為なのだと、どこか本能的な感覚が警告していた。このとき初めて、リリアンナは自分がなにかとても強い流れの上に乗っていることに気づく。そしてその流れが行き着く先が、とても安らかで穏おだやかな場所なのだということもわかっていた。


　さっきまでは、その流れに逆らうことなど考えもしなかった。いや、流れの存在にも、それに逆らうという概がい念ねんにも、気づいてさえいなかった。


（く……っ）


　文字通り、魂を引き裂さかれるような苦痛を感じる。なにかとてつもなくおぞましい行為を行っているのだという嫌けん悪お感かんが激はげしくなる。


　ただ流れに任せ、昇ればいい──それこそが自然なことであり、彼女が信じてきた神への道だったはずだ。


　だがいま、彼女はそうした本能や価値観さえ超ちよう越えつし、流れに逆らおうとしていた。そしてそれを後あと押おしするかのように、彼女を乗せた流れは緩ゆるやかになり、止まろうとしている。


（わたし……帰らなくちゃ……）


　どんな安心よりも、心地ここちよさよりも、リリアンナには強く勝まさる感情があった。望みがあった。


　たとえそれがよくないことでも──おぞましく、邪じや悪あくな行いだったとしても──どうしても元ある場所へ戻らなければならないと強く想った。


　急激に、己おのれという存在を強く認にん識しきする。不確かなものではなく、物質を伴ともなった自分自身、物理的な体というものの存在を思い出す。


（わたしは、帰る……っ）


　強い意い志しをもって、少女は流れを蹴けった。


　奈な落らくへと転落するような落下感。だが落ちれば落ちるほど、全身の感覚がはっきりとしていく。自分が何者であったかという認識が、蘇っていく。


　魂が傷きずつき、身をねじ切られるような苦痛。だがそれでも、リリアンナは帰ることを選んだ。肉体の感覚が徐々に戻っていくことに、苦痛以上の喜びを覚えた。


　そして、リリアンナはついにまぶたの存在に気づく。その向こうに揺ゆれる、淡あわい光の存在にも。


（なんだろう、この感覚……）


　眠ねむりから目覚めるときとは違ちがう、なにか不ふ思し議ぎな感覚。全身に血が通い、それによって体すべてを認識するような目覚め。


「う…………」


　精せい一いつ杯ぱいの力を込めて、重いまぶたを押し上げる。


　目に差し込む光。決して強くない光だというのに、いまは太陽を直接見たかのような刺し激げきさえ感じる。


「ここは……」


　幸いにして光は弱く、目は次し第だいに慣れていった。だが体はいまだ重く、自由には動かせない。だから、精一杯視線と頭を動かし、状じよう況きようを認識しようと試みる。


「──ほれ、目が覚めたぜ」


　最初に視界に入ったのは、緑色の髪かみをした眼がん帯たいの男だった。不ふ遜そんな笑えみを浮かべ、リリアンナを見下ろしている。


「あなたは……」


　リリアンナはその男を、どこかで見たような気がした。しかし、記憶が混こん濁だくしていてはっきりとは思い出せない。


「だから言っただろう？　問題ねぇって」


　眼帯の男は、そう言ってどこかを振ふり返った。リリアンナもその視線の先を追う。


　そしてそこにいた男の姿すがたに、目を瞠みはった。


「エーラスレーダ…………!?」


　確かに、そこにいたのは皇こう帝ていユリウスを追い詰つめ、ダリウスに深ふか手でを負わせた竜魔人ドレイク、エーラスレーダだった。


「ギルグレイ、結果が問題なのではない。万が一のことが起きた場合、取り返しがつかなかったのだということを、理解しろと言っているのだ」


「……よい、エーラスレーダ。いま我われらバルバロス同士が争っても、益はあるまい」


「は……」


　重々しい声で仲ちゆう裁さいに入ったのは、別のドレイクだった。


　その男は、独特の存在感を放はなっていた。豪ごう奢しやなローブをまとい、腰には見るからに強力な魔力を秘ひめた剣けんを二本も帯びている。


　角はエーラスレーダが持つものよりも長く、背中の翼つばさはかなり傷つき、裂け目も多かった。顔立ちは彫ほり深く整ととのっていたが、明らかに長い年月を経へた者特有の深みが感じられる。


「我らが王が無事に帰き還かんされた……ひとまずは、そのことを喜ぼうではないか」


「わかりました、ラーデルハイド様……」


　年ねん齢れいを重ねたドレイクに、エーラスレーダは深々と頭を下げる。


（この人が、蛮ばん族ぞくのリーダー……？）


　素す直なおに、リリアンナはそう思う。それだけの存在感が、そのドレイクには感じられた。


　なにより、腰に下げた魔剣──リリアンナは、直感的にそのうちの一本が〝蛮王の剣つるぎ〟であることに気づいていた。いや、それだけではない。エーラも、ギルグレイと呼ばれた眼帯の男も、その腰にあるのは、〝蛮王の剣〟だ。


（じゃあこの人たちは、みんな蛮族の幹部……）


　リリアンナは、思わずごくりと唾つばを呑のむ。


「よくぞ任務を達成してくれた。礼を言うぞ、ギルグレイ」


「はは。なーに、大したことじゃねぇよ。それにオレの〝蘇そ生せいの視線〟で生き返らないやつなんぞ、まずいねぇからな」


「蘇生……？」


　その言葉に、リリアンナは衝しよう撃げきを受ける。


　──じゃあわたしは、一度死んだの……？


　記憶はない。だが、蛮族の幹部らしき者たちが集まっている中にいることを考えれば、その可か能のう性せいは極きわめて高いと思える。


（死から蘇ると、死の直前の記憶は失われるというけれど……）


　リリアンナは必死に記憶をたどり、いまの状況へ至る流れを思い出そうとする。




[image: ]


　だが、脳のう裏りに浮かぶのはアレクと二人で買い物へ出かけるところまでだ。そのあとのことは、まったく思い出せない。とても大切なことがあったはずなのに、なにひとつ思い出せないのだ。


「う…………っ」


　頭痛がして、額ひたいを押おさえた。そしてその指先が、異い物ぶつに触ふれる。


「角つの……!?」


　魂たましいの〝穢けがれ〟の象しよう徴ちようである、角。それが、自分の額から生はえていた。一本しかないようだったが、左のこめかみのあたりから、はっきりと伸のびている。


「蘇生を受け入れたから……!?　わたし……うぅっ」


　悪お寒かんが背せ筋すじを上っていく。急に、罪悪感が心を締しめ付ける。


　神の使徒として、神の御み許もとである天へと昇のぼることは当然のことだ。神官はそれを正しいことだと説とき、死は最後の幸せだと説く。神の御許へ戻もどるのは、喜びなのだと。


　だがリリアンナはザイアの神官でありながら、神の御許へ向かうことを拒きよ否ひした。地上に固こ執しゆうし、神の意思を拒きよ絶ぜつした。それは、神官として許されざる大たい罪ざいだった。


　そしてなにより恐おそろしいのは──生き返ったことに、神の御許へ向かうことを拒絶したことに、どこかほっとしている自分自身の存在だった。


「……どうか落ち着きください、我わが君」


　混乱し、身を震ふるわせるリリアンナの前で、リーダー格かくのドレイク──ラーデルハイドが膝ひざを折った。それは、まごうことなき臣しん下かの礼だ。


「我が……君？」


　ラーデルハイドの態たい度ども、そう呼ばれることも、リリアンナにはまったく理解できなかった。そしてそのとき初めて、自分が玉座にも似た長なが椅い子すに横たわっていることに気づく。


　着せられている服も、黒を基調とした禍まが々まがしい模も様ようの刺し繡しゆうがほどこされた薄うす衣ぎぬのドレスだった。肩かたや胸むな許もとは肌はだが露ろ出しゆつし、無む数すうの装そう飾しよく品で飾かざられている。


　だがなによりも驚きよう愕がくしたのは、淡い光に照らされた部屋の広さ。


　そしてそこに居い並ならぶ、異い形ぎようの者たちの姿だった。


「!?」


　まさしく、ここは謁えつ見けんの間まだった。


　高い石段の上にある長椅子に寝ねそべり、その前で年齢を重ねたドレイクがひざまずいている。エーラスレーダと眼帯の男はその脇わきに立ち、さらに広間には人間の二倍はありそうな身長の、ごつごつした岩のような肌の戦せん士したちが警護のために武装して並んでいた。


「蛮族の城……!?」


「その通りです、我が君。我らはあなたの帰還を願い、この地を守ってきました。そしてあなたの魂のかけらである〝魔ま剣けん〟を持ち、ここへ集つどったのです」


　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、リリアンナの感覚は、この地に〝蛮王の剣〟が複ふく数すう存在することに気づく。その数は、五本を下らない。


「思い出されませんか？　こここそ、かつてあなたが全軍を指し揮きし、我ら蛮族バルバロスの命運を賭かけて戦った場所だということを……」


「わたしが、蛮族軍の指揮……!?」


　リリアンナには、目の前の男がなにを言っているのかまったく理解できなかった。


　オレスティ子し爵しやく家に生まれ、貴き族ぞくとして幼少を過ごし、やがて騎き士し神しんザイアの修道院に入って神官戦士として己おのれを鍛きたえてきた。わずか十四年ではあるが、それが彼女の人生だ。蛮族と戦うことこそあっても、その軍勢の下もとにあったことなど一度もない。


「そんな馬ば鹿かなこと……っ」


「……覚えておられないのもしかたないでしょう。あなたが我らを指揮して戦ったのは、三百年も昔の話。度たび重かさなる転生により、あなたの記き憶おくはほぼ消え去っているのですから」


「転生……？」


「覚えておられないようなので、改めて名乗らせていただきます。我が名はラーデルハイド。かつてあなたの参さん謀ぼうとして、共に戦った者です」


　丁てい寧ねいな態たい度どで、年かさのドレイクは名を名乗る。


「まずは、手て荒あらな手段であなたをお連れしたことをお詫わびしたい。一度命を奪うばうなど、わたしの本ほん意いではありませんでした」


「……やっぱり、わたしを一度殺したのね……」


「はずみだよ、はずみ。ついうっかりってやつだ。でもいいだろ、ちゃんと生き返らせてやったんだからよ」


　リリアンナの複ふく雑ざつな想おもいに気づいてか気づかずか、ギルグレイは軽い口調で言い放つ。ラーデルハイドと名乗ったドレイクが彼女に敬けい意いを払はらっているのに対し、この男はまったくそんなものを感じさせない。


「──あなたには、再びかつての記憶を取り戻し、我らの王となってほしいのです」


「記憶……？　三百年前の、わたしの記憶を思い出せっていうの……？」


「はい、我が君」


「わたしが、蛮王だと……？」


「はい」


「どういう根こん拠きよで、わたしが蛮王だと言うの!?　人を殺して、勝手に蘇生させて、冗じよう談だんにしても笑えなさすぎるわ！」


　大声で怒ど鳴なるリリアンナに対し、ラーデルハイドは一度静かに目を閉とじる。


「……転生を繰くり返し、記憶もバルバロスであったことも忘れ去ったあなたが、混乱されるのはよくわかります。ですが、あなたが失われた我らの王であることは、間ま違ちがいありません」


「冗談じゃないわ！　わたしはわたし！　ザイアの神官戦士、リリアンナ・オレスティよ！　蛮族の王だなんて、そんな馬鹿な話、信じられると思ってるの!?」


「……では、いくつかわたしが根拠としている事実をお話ししましょう」


　ラーデルハイドは、あくまで穏おだやかな口調で語る。


「まず、あなたは〝蛮王の剣〟の在あり処かを直感的に感じ取ることができますね？」


「…………」


「これは、騎士神の加か護ごでも突とつ然ぜん発現した特とく殊しゆな力でもありません」


「じゃあ……」


「〝蛮王の剣〟と呼ばれるものは、すべてあなたの魂の破は片へんが、折れ砕くだけた魔剣に宿ったものです。核かくとなる魂は、いまあなたという人格を伴ともなってここに存在していますが、王としての力を秘めた魂のかけらは、魔剣の形をとって各地へ散りました」


「わたしの魂の、破片……」


「そう。そして核であるあなたは、当然のように離はなればなれになった自分の魂のかけらを求める……自分の魂なのですから、在り処を直感的に感じ取れて当然です」


「そんな……」


「加えて、あなたは〝蛮王の剣〟を使用した者の、〝穢れ〟を最小限に抑おさえ込む力をお持ちです。そうですね？」


「それも、わたしが蛮王の転生体だからだと言うの……？」


「もちろんです。先ほども申した通り、〝蛮王の剣〟はあなたの魂のかけら。その力をあなたが制せい御ぎよ、抑よく制せいすることができるのは当たり前の話です」


「でも、わたし……っ」


　リリアンナは、うまく反論することができなかった。


〝蛮王の剣〟の在り処を感じ取ること、〝蛮王の剣〟の影えい響きようを弱め、アレクやユリウス皇帝の〝穢れ〟を抑制してきたこと……すべては、騎士神ザイアの加護ゆえだと考えるようにしていた。


　だがいかに超ちよう常じようの存在である神の力をもってしても、都合よすぎると思っていた。だから、ずっと違い和わ感かんを覚えてきた。だからこそ、ラーデルハイドの言葉に反論できない。


「ザグナガルタ」


　ラーデルハイドがそう告つげると、一体の大おお柄がらな蛮族が玉ぎよく座ざへと歩み寄ってきた。


　岩のようにごつごつとした肌、隆りゆう々りゆうたる体たい軀く。その姿を見て、リリアンナはザグナガルタと呼ばれた者が、トロール族なのだと気づく。


　そしてその巨きよ漢かんの蛮族の手には、ひと振ふりの剣けんがあった。


　禍々しい装飾を施ほどこした鞘さやに収められており、見るからに強い魔ま力りよくを内包していた。そしてリリアンナの直感は、それが〝蛮王の剣〟であることをはっきりと伝えてくる。


「どうやら、お気づきのようですね」


「!?」


「どうぞ、この剣をお取りください。魔剣〝奈落の記憶メモリーオブジアビス〟……もとより、これは我が君。あなたのものなのですから」


　ラーデルハイドは剣を受け取ると、うやうやしくそれをリリアンナへ差し出す。


「…………っ」


　リリアンナは魔剣を目の前に、しばし躊ちゆう躇ちよした。


　ここから脱だつ出しゆつするためにも、自分の身を守るためにも、武器はあったほうがいい。それが〝蛮王の剣〟というならば、それに勝まさるものはないだろう。


　だが蛮族ならぬ人の身で〝蛮王の剣〟に触ふれれば、アレクやユリウスのように呪のろわれ、穢れてしまう可能性も高い。だから、易やす々やすとは触さわれなかった。


　しかし同時に、どうしようもなく手に取りたい衝しよう動どうもある。手にしなければわからない、手に取ることで変えられるなにかがあると感じている。


「く…………っ」


　だから結局、リリアンナは魔剣に手を伸ばしていた。


　それはアレクばかりを呪いと〝穢れ〟に晒さらしてきたという罪ざい悪あく感かん、状じよう況きようを打開したいという想い、その両方からだったかもしれない。


　だがリリアンナは魔剣を手にした瞬間、触れたことを後こう悔かいしていた。


　そしてすぐに、そんな感覚さえ吹ふき飛んでしまう。


「あ……ああ……あああ…………っ」


　一気に、膨ぼう大だいな量の記憶が脳のう裏りに飛び込んでくる。


　驚おどろくほど大量の情報が流れ込み、様々な情景や風景、言葉や想いが頭の中を乱らん舞ぶする。


　それは、三百年前の記憶。


　百万の軍勢を率ひきいて戦った、蛮王としての記憶。


　間違いなく自分が、人ひと族ぞくを滅ほろぼすべく兵を指揮し、世界の命運を賭けて戦ったという闘とう争そうの記憶だった。


「わたしは……わたしは…………あああっ！」


　魔剣を抱だきしめ、リリアンナは苦く悶もんする。


　蘇よみがえった記憶は、すべてではない。わずかひと振りの魔剣に込こめられた魂たましいの量では、断だん片ぺん的てきな記憶を思い出したにすぎない。


　だがそれでも、リリアンナは自分が誰だれだったかを思い出した。


　なにをしたかを、思い出した。


　そしてなんのために戦ったのか、思い出した。


「……よくぞ、よくぞご帰き還かんくださいました、我わが君」


　ラーデルハイドは再び頭を垂れ、震えるリリアンナの肩に優やさしく手を置く。


「あとは、我らにお任せを……必ずや、我が君の力、そのすべてを取り戻もどし、完全なる復活を遂とげていただきます……」


　ガタガタと震えるリリアンナの肩を抱きしめ、ラーデルハイドは慈いつくしみに満ちた声で語りかける。


（アレク……）


　リリアンナはただ、心の中でその名をつぶやく。


　そうしなければ、自分というものが消えてしまいそうだった。数百年に及およぶ記憶の中に、リリアンナとしての十四年の記憶が呑のみ込まれ、溶とけてしまいそうだった。


（アレク……っ）


　その名をつぶやくことだけが、いまの自分を保つ最後の灯ともし火びのように感じて、リリアンナは繰り返かえし繰り返し呼び続ける。


　けれどそれさえいつまで保てるのか、もう、リリアンナにはわからなかった。





　　　　３




　対蛮ばん族ぞく同どう盟めい軍の出兵準備は、大だい規き模ぼな妨ぼう害がい工作があったにもかかわらず、予定通りに進んでいた。


　皇こう城じようの敷しき地ち内にある飛空船工こう房ぼうからは最終的な点検を終えた船が運び出され、帝てい都とを貫つらぬくローラ河にはフェンディル王国やロシレッタの飛空船が停てい泊はくしている。


　そしてこの大船団の旗き艦かんとなるルキスラの空中戦艦もまた、あとは発進するのを待つばかりという状態で皇城内の空軍港に係留されていた。


「いよいよ、明日あしただな」


　その船団の偉い容ようを皇城の執しつ務む室から見下ろし、皇こう帝ていユリウスは感かん慨がい深ぶかげにつぶやく。


「もう体は大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　そして振ふり返った先には、黒くろ髪かみの魔ま法ほう戦せん士し──ユリウスの実じつ弟ていであるダリウスがいた。


「傷きずそのものは、癒いやしの魔法ですぐに治った。翡翠ひすい化した脚も、どうにか元通りだ」


「そいつはなによりだな」


　そう告つげる皇帝の言葉を聞いても、ダリウスの表情は変わらない。


「……わざわざ俺をここへ呼び出して、なんの用だ？　いまさら弟の体をいたわるため、などと言うつもりはあるまい」


「ふふ……そうとんがるな。それに、おまえを気き遣づかう気持ちがないわけではないぞ？」


「…………」


「リリアンナ・オレスティ……彼女を失ったのは、我われらにとって大きな痛いた手でだ。飛空船団に影響はほとんどなかったが、連中の作戦は十分大きな成果を上げたと言える」


　皇帝は一度言葉を切り、もう一度弟の顔を見る。


「加えて、おまえたちに与あたえた心理的なダメージだ。最悪、〝蛮王の剣つるぎ〟は捨すて身みで用いることができる。だが仲間を奪われ、結束さえままならなくなったおまえたちでは、いざというときに戦えるかどうか……正直不安だ」


「……アレクが、戦えないかもしれない……と？」


「そういうことだ。〝蛮王の剣〟がなくとも、俺は勝つ。だが、二度と再び同じような騒そう乱らんを起こさせないためにも、〝蛮王の剣〟はすべて破は壊かいされねばならん。そのためには、あの少年は必要だ」


「すべての〝蛮王の剣〟を、破壊する……」


「ダリウス。おまえまさかいま、無力感を感じているんじゃないだろうな？」


「ユリウス……？」


「聞けば、敵てきの蛮族に完敗だったらしいじゃないか。挙げ句あと少しで翡翠の像に変えられるところだったんだろう？」


「……ああ」


　そう答えるダリウスの声は、少し低く小さい。


「そいつには勝てない……そう思ったか？」


「いや、俺は……」


　言い返そうとしたダリウスの首くび筋すじに、皇帝の神速の剣が押おし当てられていた。魔ま剣けんオーバーロードの刃やいばは、触ふれただけでダリウスの皮ひ膚ふを裂さき、血を滲にじませる。


「いつからそんなに弱くなった？　異母妹イリシアが死んで、冒ぼう険けん者しやをやめたときにすっかり負け犬根性がついたか？」


「く……っ」


「いまのままのおまえなど、蛮族の雑ぞう兵ひようにも後おくれを取るぞ？」


　実弟に刃を押し当てたまま、ユリウスはぴくりとも動かない。当然、ダリウスもまったく動くことができない。


「──まさかおまえ、自分の役目を忘れたわけじゃないだろうな」


「役目……」


「そうだ。たったひとつ、おまえがこのルキスラを出るときに俺と約束した、おまえの役目……」


　真しん剣けんなユリウスの眼まな差ざしが、ダリウスの双そう眸ぼうを射い貫ぬく。その視線を、ダリウスもまた正面から受け止める。


　そしてダリウスは、素す手でで兄が持つ魔剣の刃を握にぎっていた。ゆっくりと、それを己の首筋から遠ざける。


「ああ……忘れるはずがない」


「そうだ。おまえの役目はただひとつ──」


　二人の視線は、微び動どうだにしない。


「──俺の役に立て」


　ダリウスが刃を放し、ユリウスはその剣を払はらうと、鞘へと戻す。


「おまえは俺のためだけに生きればいい。俺の役に立つためだけに、生き抜ぬけ。下らないことは考えるな。そのために、俺はおまえの命を預あずかったのだからな」


「…………」


　ダリウスはただ、無む言ごんで頷うなずく。それを、ユリウスも無言で受け止める。


「──餞せん別べつをくれてやろう。おまえなら使いこなせるはずだ」


　ユリウスはそう告げると、ひと振りの大剣を引っ張り出してくる。


　それは、大剣と言うよりも、巨きよ剣けんと言うべきかもしれない。ダリウスが愛用する大剣クレイモアもまた、常人には振り回しえない大物だ。だがユリウスがダリウスの前に突つき出した剣は、もはや人間が持つものには見えなかった。


　鞘に収められているものの、その幅はばは通常の剣の三倍はあるだろうか。切っ先から柄つか頭がしらまでの長さは、優に長身なユリウスの身長を超こえている。


　そしてそれを受け取ったダリウスがわずかに鞘から刃を抜いた瞬しゆん間かん、漆しつ黒こくの刃から禍まが々まがしい瘴しよう気きが流れ出す。


「〝蛮王の剣〟ほどデタラメな魔剣ではないが……上位の蛮族どもと渡わたり合うには十分すぎる力を秘めた業わざ物ものだ」


「これは……」


「〝亡者の剣ガイスター〟──一種の呪いの剣だよ」


「これが、ガイスター……」


　剣を手にしたダリウスの手。そこから滴したたる鮮せん血けつを、剣は柄つかからすすっていた。それに伴ともない、瘴気は赤黒くなり、濃こさを増ます。


　ダリウスも、この剣の存在は聞いたことがあった。尋じん常じようならざる破壊力と殺さつ傷しよう力りよくを秘め、打つものすべてを破壊せずにはいない究極の剛ごう剣けん。


　しかしその反動に持ち手の命をすすり、最後にはすべての者に死をもたらすという呪われた剣だった。


「俺がおまえにしてやれるのは、ここまでだ。あとは、自分でどうにかしろ」


「……すまない……恩おんに着る」


「そう思うなら、約束を果たせ」


　ユリウスは小さく笑えみを浮うかべ、傷きずついた弟の首に手を添そえる。


「約束の期限は……俺が死ぬまでだ。忘れるなよ」


　そして角のある弟の額ひたいに自分の額を重ね、身を離はなす。
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「それと……」


「…………？」


「マグダレーナとはちゃんと会ってきたのか？」


「な、なんだ、藪やぶから棒ぼうに」


「彼女には陽動を担当する陸上部隊の指揮を頼たのんでいる。作戦が発動すれば、当分は会えんぞ？」


　一転して軽い口調で告げる兄の言葉に、ダリウスは少なからず動どう揺ようする。


「一いつ介かいの冒ぼう険けん者しやが、ダーレスブルグ公国の姫ひめ将しよう軍ぐんと個人的に会う理由などないだろう」


「……相変わらずのカタブツというか、朴ぼく念ねん仁じんだな。かつて何年も共に冒険をしていた仲だろう？　まんざらでもなかったと聞いているぞ？」


「単なる冒険者仲間だ。それ以上の関係じゃない」


「やれやれ」


　頑かたくなな弟の態度に、皇帝は肩かたをすくめる。


「ならば俺が、后きさきに迎むかえても構わんのだな？」


「な……」


「はっはっはっは！　おまえ、本当に面おも白しろいな。冗じよう談だんだよ。世間じゃ俺と姫将軍との政略結けつ婚こんの噂うわさがまことしやかに流れているらしいが、本気にしてたのか？」


「……このクソ兄あに貴きが……」


「上等上等。俺に向かって悪態がつけるなら、負け犬根こん性じようも少しは抜けたようだな」


「…………」


「ちゃんと彼女の気持ちも確かめておけよ。いや、不確定なままのほうが、生きて帰るための動機づけにはなるか」


「……余計なお世話だ」


「そう怒おこるな。本心を見み透すかされるぞ」


「うるせぇ。もう用が終わったなら、俺は帰るぞ」


「ああ。頼たよりにしてるぞ」


「……ふん」


　ダリウスは剛剣を背負うと、無言のまま形ばかりの礼をして、皇帝の執しつ務む室しつをあとにする。


　表情こそ不ふ機き嫌げんではあったものの、その足取りには、失われかけていた力が、確かに宿っていた。
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　出しゆつ立たつの準じゆん備びは、アレクも着々と進めていた。


　逗とう留りゆうしているダリウスの屋や敷しき。その広間で、アレクはユーリカと二人で荷に造づくりをしているところだった。バックパックに必要性の高いものを選んで詰つめ、着き替がえや長期の野外活動に必要なものを別の大きな袋ふくろに詰めていく。


「…………」


　そして荷物をひと通りまとめたところで、アレクはキルトで作られた鎧よろい下したに袖そでを通した。それを見て、ユーリカがアレクの鎧を運んでくる。


「ありがとう……」


「いえ……」


　言葉少なに会話し、アレクは鎧を身につけていく。


　今日届いたばかりの、新しい鎧だ。リリアンナと二人で買いに行った、スプリントアーマー。それに、いま初めて袖を通す。


「背中、留とめてくれ」


「はい……」


　アレクの指示を受けて、ユーリカが鎧の背中側の留め金を留めていく。


　いままで使っていた革かわ鎧よろいとは違ちがう、ずっしりとした重量感。それでいて運動性を損そこなわず、見た目も重厚な鎧には見えない。


　リリアンナの見立て通り、袖や裾すそには少し余よ裕ゆうがあった。これなら、もっと身長が伸のびても着続けることができるだろう。


「…………」


　アレクは着き心地ごこちを確かめるべく、軽く腕うでや腰こしを動かしてみる。そして視線を落とした足あし許もと──その足首には、魔ま法ほうの足飾りアンクレツトがあった。


（リリアンナ……）


　その魔法のアンクレットから伝わってくる、リリアンナの居場所。それは、もうずっと動いていない。ただ一点、北の大陸を指している。


「……リリアンナ様のことを、考えていらっしゃるのですか……？」


「ユーリカ……？」


　ぎゅっと、ルーンフォークの少女が鎧の裾を握る。


「アレク様は、リリアンナ様が生きていらっしゃるとお考えなのですか……？」


　その言葉に、アレクはユーリカを振ふり返る。


「ユーリカ……おまえは、死んだと思ってるのか？」


　少年の視線を受け、ユーリカはびくっと体を震ふるわせる。


「リリアンナが、死んだと思ってるのか!?」


　ついカッとなり、アレクはユーリカの胸むな倉ぐらを摑つかんでいた。


「リリアンナは、死んじゃいない！　オレにはわかる！　リリアンナは生きてて、オレが助けに行くのを待ってるんだ！　いいか、死んじゃいねぇんだよ！」


「は、はい……はい……っ」


　突とつ然ぜんの怒いかりの発はつ露ろにも、ユーリカは抵てい抗こうすることも口答えすることもなく、ただじっとしたまま耐たえる。


「今度リリアンナが死んだみたいなこと言うと、おまえでも許さねぇぞ……いいな!?」


「は、はい……」


　アレクは一度ユーリカを吊つり上げ、そして乱らん暴ぼうに突き放す。


「ですが……」


「許さねぇって言ったよな!?」


　さらに言葉を重ねようとするユーリカに向かって、アレクは大声を出す。その声にルーンフォークの少女は怯ひるんだが、それでも少年の瞳ひとみをしっかりと見つめ返した。


「やめて……やめてください……っ」


「なんだと……？」


「もう、そんなに自分をお責めになるのは、おやめください！」


「自分を……責める……？」


「そうです……アレク様は、あの日以来、ずっと自分を責めておいでです……アレク様のせいで、リリアンナ様が連れ去られたのだと……」


「だって、それは間ま違ちがいなく事実だろう!?」


「それを言えば、わたしだって同どう罪ざいです！」


　ユーリカはいままで出したこともないような、大きな声で言った。


「それを言えば、ダリウスさんだって、ヴラドさんだって……みんな同罪です……アレク様だけのせいじゃ、ありません……」


　ボロボロと、少女の両目から涙なみだが溢あふれる。


「だから、あまり自分だけを責めるのは、やめてください……とても辛つらくて、見ていられません……悲しくて、見ていられません……」


　まるで子供のように、ユーリカは涙を流し、嗚お咽えつしていた。


「ユーリカ……」


「アレク様は、リリアンナ様が生きておられると、信じてらっしゃるんですよね……？　だったら、そんな顔しないでください……信じてらっしゃるなら、いつもみたいに元気でいてください……お願いです……」


　涙と嗚咽で詰まり詰まりになりながら、ユーリカは必死に訴うつたえた。そしてその訴えを聞いて、アレクはどきりとなる。


　信じていないのは、実は自分だったんじゃないか──と。


「お願いです……元気を出してください……そんな顔をしないでください……わたしにできることなら、なんでもします……殴なぐってくれてもいいです、責めてくださっても構いません……ですから、お願いです……」


「……ユーリカ」


「っ」


　がっと両りよう肩かたを摑まれ、少女は体を大きく震わせた。だがどんな仕打ちや折せつ檻かんにも耐えようと、目を閉とじて背せ筋すじを伸ばす。ただ堪こらえられない嗚咽だけが、体を震わせていた。


「ユーリカ……すまない……」


「え……？」


「すまない、ユーリカ……オレの心が弱いばっかりに、おまえも傷つけてたんだな……」


「アレク様……？」


　目の前で頭を下げる少年の姿すがたに、ユーリカは驚おどろいたように目をしばたたかせる。


「そう……だよな。オレたちは、いまから蛮ばん族ぞくをやっつけて、リリアンナを助けに行くんだもんな……」


「は、はい……」


「なのに、なんか自じ暴ぼう自じ棄きみたいになっちまって……そんなのおかしいよな。それに、別にオレひとりで行くわけでもねぇんだ……皇こう帝てい陛下の兵隊だってたくさんいるし、ダリウスや、それに……ユーリカだっていてくれる」


「……はいっ」


「正直、不安だし、恐おそろしいよ……リリアンナが本当に無ぶ事じかどうかも、絶対の確信なんかない……だけど、信じるところから始めないと、しょうがないんだもんな」


「そうです……必ず、リリアンナ様を助けましょう。アレク様なら、大だい丈じよう夫ぶです」


「そうだな……そうに決まってるよな」


　アレクの双そう眸ぼうからも、涙がこぼれた。


　ひとりじゃないこと。仲間がいること。共に命をかけてくれること。


　それがどれほど贅ぜい沢たくで、どれほどありがたいことなのか──アレクはこの瞬しゆん間かんまで失念していた。いまはそのことが恥はずかしく、申し訳なく思う。


　そしてそれ以上に、大きな活力を少年の心に与あたえてくれていた。


「ありがとう、ユーリカ……」


「……とんでもございません……アレク様……」


　ユーリカは頰ほおを上気させ、思わず目を伏ふせる。


　だが次の瞬間、その小さな体は大きく動いていた。


「アレク様！」


「!?」


　窓ガラスの砕くだける音。


　必殺の威い力りよくを秘ひめた金きん属ぞくの太矢クオレルが、少女の背中に突つき立っていた。それを合図にしたかのように、武ぶ装そうした黒くろ装しよう束ぞくの男たちが窓から飛び込んでくる。


「な……!?」


　アレクは咄とつ嗟さにユーリカの体を支え、腰の銃じゆうに手をかける。だが刺し客かくの数は五人を超こえていた。とてもじゃないが、ひとりで相手をするのは困こん難なんだ。


「なに、いまの音!?」


　隣りん室しつにいたバルバラが、即そく座ざに部屋へ飛び込んでくる。そして即座に事態を把は握あくすると、一気に刺客へと飛びかかっていった。すぐさまひとりを叩たたきのめすが、数が多い。


「ユーリカ!?　くそっ、毒か……っ」


　少女の皮ひ膚ふが、見る見る紫むらさき色いろに変色していく。そして彼女を冒おかす毒は、刺客たちの持つ短たん剣けんにも塗ぬられているのは明白だった。


「お逃にげください、アレク様……っ」


　それでもユーリカは、二本の短剣を引き抜ぬいてアレクの盾たてとなろうとした。だがすでに、足許が定さだまっていない。


「外の警けい備びはなにをやってたのよ!?」


　バルバラも必死にアレクの側そばへ近づこうと奮ふん闘とうするが、刺客たちは訓練された動きでその接近を阻そ止ししていた。


　だが、刺客がアレクへ凶きよう刃じんを突き立てようとするよりも早く、青い閃せん光こうが走っていた。


「ぐへ……ッ!?」


　アレクの眼前まで迫せまっていた刺客が直ちよく撃げきを受け、吹ふき飛ぶ。


　それだけではない。無数のエネルギーの槍やりが、次々と刺客へ突き立っていた。狙ねらいは正確無比であり、その威力は一撃で敵を無力化するほどに凄すさまじい。


「なにがどうなったか知らないけど……いまね！」


　目の前の敵てきも倒たおれ、バルバラは辛かろうじて立っている敵へと走った。そのまま、得意の連続攻こう撃げきで即座に無力化する。


　そしてすべての刺客が無力化されるのを確かく認にんしたかのように、ユーリカがふらりと倒れた。その体をアレクは両手で抱だきとめる。


「いまの魔法……」


　アレクは少女の体をしっかりと抱きしめたまま、割われた窓の外を見た。そこにはやはり、クロスボウを持ったまま動かなくなっている刺客の姿がある。


　しかしそんなものより、アレクが驚いたのは、ひとりの魔法使いの存在だった。


「ヴラド……!?」


　あのとき、いつの間にか姿を消していた、友であり、仲間だった──ヴラド・ディス・ディアーノ。


　そのウサギのような愛らしい姿とは裏うら腹はらに、険けわしい色を瞳に湛たたえ、彼は屋や敷しきの庭に立っていた。




[image: ]


　　　　５




「ヴラド、おまえ……っ」


　アレクはユーリカを抱かかえたまま、姿を消していた友の名を呼ぶ。


「ヴ、ヴラド、さん……？」


「アレク君、その子こっちに貸して！　すぐに手当てすれば、助けられるから！」


　思わず茫ぼう然ぜんとなる少年の手から、バルバラがユーリカの体を奪うばう。そしてすぐに服を引き裂さき、傷きず口ぐちを露ろ出しゆつさせた。バルバラは腰こしのポーチから小さな薬くすり瓶びんを取り出し、傷口にその中身を垂らす。


「効いてくれればいいけど……アレク君、癒しの弾ヒーリング・バレツト使えるわよね!?」


「あ、ああ。もちろん」


「お願いっ」


　言うや、バルバラはユーリカの体から矢を一気に引き抜いた。直後、傷口からは血が溢れ、少女の体が大きく痛みに反る。


「頼たのむ……っ」


　アレクは銃を二丁ちようとも引き抜き、癒しの魔ま力りよくを込こめた弾だん丸がんをユーリカに向けて同時に放はなった。だがそれでもなお、毒の侵しん行こうは止まらない。


「もう一本……っ」


　バルバラがさらに解げ毒どくの薬を取り出すが、それで毒を中和できる保証はなかった。


「──操、第二階位の快ザス・ゼガ・ロ・オン。地精、治癒グラド・イーア──地快アルスメデイカ」


　だがそれよりも早く、呪じゆ文もんの詠えい唱しようが響ひびく。そして少女の傷口に、再び活力が与えられた。


「その毒は、特別な解げ毒どく剤ざいが必要なんだ……これ、使って……」


　そう言って窓辺まで歩み寄ってきたのは──タビットの魔法使い。


「ヴラド、おまえ……っ」


「アレク君、早く薬！」


「お、おうっ」


　もう意識を失っているユーリカを抱え、バルバラは鬼き気き迫せまる声で叫さけんでいた。アレクは慌あわてて窓に駆かけ寄より、ヴラドが差し出す薬を引ったくるようにして受け取る。


　バルバラはそれを受け取ると、ユーリカの傷口にそれをかけた。それでようやく、紫の腫はれは広がるのを止める。


「ふぅ……なんとかなりそうね……」


　バルバラは額ひたいの汗あせを拭ぬぐい、改めて癒しの薬を傷口にかける。


「よかった……」


　窓の外で、ヴラドが安あん堵どの息をつく。


　だがそこへ向かって、アレクは飛び出していた。


「ヴラド、てめぇっ！」


　銃をホルスターに戻もどし、タビットの襟えり首くびを摑つかんで吊つり上げる。


「アレク……きみの怒いかりはよくわかるよ……だから、僕ぼくを好きにしてくれていい……いっそ、僕を殺してくれ……」


「殺す……だと？」


「アレク君！」


　さらにヴラドを吊り上げる少年を見て、バルバラが鋭するどい声を出す。だが、アレクは振ふり返りもしない。


「殺すかどうかはな、ひと通り話を聞いてから決めてやる！　だからまず、なにがどうなってこうなったか、説明しやがれ！」


　アレクはことさら高くヴラドを吊り上げ、そのまま地面に叩きつけた。タビットの手から魔ま法ほうの杖つえが転がり、呻うめき声ごえが洩もれる。


「ごめん……ごめんよ……アレク……」


　そして、ヴラドはそのまま、泣いていた。


　身を震ふるわせ、泣いていた。





「とりあえず、説明してもらおうか」


　アレクは突っ伏ぷしたままの友を見下ろし、抑おさえめの声で告つげる。


「アレク、僕は……僕は……」


「いいから説明しろって言ってんだよ！」


　顔を上げようとしないヴラドの両耳を摑み、アレクはぐいっと吊り上げた。涙なみだでぐしょぐしょになったウサギそっくりの顔を、自分に向ける。


「アレク、許してくれとは言わない……本当に、僕はきみに殺されてもしかたないだけのことを──」


「許す許さないは、話を聞いてから決める。殺すかどうかもだ。だから、なんでこうなったのか、なにがどうなってるのか、ちゃんと説明しやがれ」


「う……」


　真しん剣けんな眼まな差ざしで睨にらみつけられ、ヴラドは言葉に詰つまる。


「ほれ、早く」


「う、うん……」


　タビットの少年は、アレクに吊つるされたまま器き用ように頷うなずいた。そしてゆっくりと、これまでのいきさつを話し始める。


「……僕は、元々クーデリア侯こう爵しやく領りようの生まれなんだ……」


「なんだって……？」


「生まれたときから、クーデリア侯爵領の工作員養成所で育ったんだ……そこで、僕は徹てつ底てい的てきに真しん語ご魔法を叩き込まれた……幼少の頃ころの一番古い記き憶おくが、魔ま術じゆつの勉強風景なぐらいだからね……」


「真語魔法って……おまえが使えるのは、操そう霊れい魔法じゃないのかよ？」


「操霊魔法も、もちろん使えるよ。元々、真語魔法と操霊魔法はどちらも同じ魔法技術に端たんを発している魔術だし、覚えるためや使うための共通点は多いんだ」


「いや、だけど……」


「操霊魔法を使えるっていうのは、些さ細さいなカモフラージュなんだ。僕は相当高位の真語魔法まで叩き込まれた……それは、ダーニカ家に拾われる以前に、だよ」


「まだガキだったじゃねぇか……」


「クーデリア侯爵領の工作員養成所っていうのは、そういうところなんだ。人間性や社会常じよう識しきなんか無視して、単たん機き能のう的に能力を教え込む部署がある……僕はタビットで、魔術に素そ養ようがあったから、徹底して真語魔法だけを教え込まれた。だから、魔術の知識はあっても知ち恵えはない子供だったんだ……」


「それにしたって……」


「一応操霊魔法もかじっていたし、もしなにかで魔術を使わざるを得ない局面になれば、完全に隠かくしているより〝操霊術師コンジヤラー〟って言っておいたほうが噓うそがばれにくい……そう教え込まれてた……」


「……まあ、それはわかったけど……なんだってオレんちに潜せん伏ぷくしてたんだ？　まさかオレがリリアンナと出会って、魔ま剣けんを手に入れることまで予知してのかよ？」


「まさか。いくら魔術でもそこまで万ばん能のうじゃない。正直なところ、僕はダーレスブルグ国民の家なら誰だれのところに拾われてもよかったんだ」


「そんなことで、スパイの役に立つのかよ……？」


「アレク、きみが〝スパイ〟という言葉にどんなイメージを持っているか知らないけれど、僕は常時機き密みつを求めて潜入したり、破は壊かい工作を行ったりするタイプの工作員じゃない」


　初めは完全に小さくなっていたヴラドだが、話しているうちにいつもの調子に近くなってきている。


「僕は、いわゆる〝草くさ〟だ……世界のあちこちに撒まかれて、放置される。基本的には、なにもしない。ただその地域の住民として溶とけ込み、自然に暮くらし、生きていくことだけを求められる……」


「だけど、ときどき情報とか送ったり、工作員同士やりとりしたりするんだろ？」


「いや、それもないよ。本当に、完全に地域に溶け込んで、その地の住民になるんだ。工作員同士が互たがいの存在を知ることもないし、誰がどこにいるのかも知らない」


「そんなのが、なんの役に立つんだ……？」


「……本国が必要だと考えたとき、初めて指令が送られてくる。それまで一いつ切さい工作員としての活動をしていないし、地域に溶け込んでいるから、現地の軍や警けい備び関係者は、そいつのことを疑いさえしない。だから、たった一回の工作がものすごく効果的になる」


「つまり……」


「……そう。ルキスラにやってきたことで、クーデリア侯爵領の諜ちよう報ほう員が、僕がきみや〝蛮王の剣つるぎ〟、それにリリアンナさんと同行していることに気づいた。だから、僕に指示を出したんだ。〝ずっと目もく標ひようの側そばに張り付いていろ〟って……」


　そう告げるヴラドの足首には、やはり金きん属ぞくの籠かご状じようの足輪がついていた。どこにいるか所在を正確に把は握あくできる魔法のアンクレット……これをつけているヴラドをマークしておけば、確かにアレクやリリアンナの居場所は筒つつ抜ぬけだ。


「だけど……だったらこんなもん、外せばよかったじゃねぇか！　それに、そんな命令が来てたんなら、オレたちに相談してもよかっただろ!?　それとも、オレと友達だってのも、潜入工作のための方便だったのかよ!?」


「うぐ……っ」


　思わず強い力で吊り上げてしまい、タビットの少年は苦しそうに呻く。


　だがその手を、バルバラが優やさしく押おさえていた。


「バルバラさん……？」


「たぶん、その子の言ってることに噓はないわ。それに、あなたとの友情もね」


「だけど……」


「生まれたときから徹底的に教育を施ほどこされた工作員は、本能的に指令には逆らえないの。理性ではあなたとの友情が大切だ、仲間は売れない──そう思っていても、命令には逆らえないものなのよ」


「そんなこと言ったって……」


「幼少期の洗脳や精神支配マインドコントロールって、それぐらい強力なの。当然、親兄きよう弟だいが人ひと質じちにもなっているでしょうし」


「そうなのか……？」


　アレクの問いに、ヴラドは答えない。だが、その沈ちん黙もくは答えたにも等しかった。


「特に今回の場合、彼がアレク君の側にいることだけで、任務は果たせたわけだし……自分から誰かを傷つけるわけじゃないとなれば、特に命令には背そむきにくいでしょうね」


「……アレク、ごめんよ……」


「だけど、ヴラド君はわたしたちを助けるために仲間の工作員を攻こう撃げきした。以前も何度か、正体がばれるのを覚かく悟ごであなたのために真語魔法を使っていたわ。そしていま、あなたに詫わびて、その身を晒さらしさえしている……だから、あなたたちの友情は本物だと思うの」


　そうバルバラに言われ、ヴラドの両目は涙で潤うるんでいた。だがアレクの顔を見ることはできず、ただ目を伏ふせている。


「彼を許す許さないはあなたの勝手だけど、このことを報告するかどうかは、いまあなたが決めて。それ次し第だいで、わたしもどうするか決めるから」


　バルバラは真剣な面おも持もちで、少年を見る。


　だが、アレクの気持ちは初めから決まっていた。


「それこそ、許すも許さないもねぇよ」


「え……？」


「ヴラド、オレはな、オメーが肝かん心じんなときになにもせず、いつの間にか消えちまってたことに頭来てんだ。そりゃ答え次第じゃ、ブチ切れてたかもしれねぇけどよ」


「アレク……？」


「ある意味、おまえも犠ぎ牲せい者しやみてぇなもんだろ？　だったら、なんでおまえを憎にくむ理由がある？　おまえを殺したり、痛めつけたりしてリリアンナが帰ってくるなら考えなくもねぇけど、そうじゃねぇだろ」


「それは、そうだけど……」


「今日戻ってきたのは、ラッキーだったな。出発は明日あしたの早朝だ。まだ船には乗れるぜ」


「アレク……それじゃあ……」


「ただし！」


　ぐいっと再び耳を持ち上げ、顔を近づける。


「今度オレを放ほうって消えるようなマネしやがったら、絶対に許しゃしねぇからな」


「う、うんっ。わかったよ、アレク！」


「わかったんなら、さっさと賊ぞくを縛しばり上げるの手伝え。いいな」


「も、もちろんっ」


「それと……魔動制御球マギスフイア起動！　小型爆弾ノツカーボム設置！」


「え、え？」


　戸と惑まどうヴラドの前に、アレクの赤いマギスフィアが飛ぶ。そしてそいつはタビットの足あし飾かざりに接せつ触しよくすると、小さな爆弾を仕し掛かけた。


「ちょ、ちょっと……!?」


　パーンッ。


　軽快な音を立て、爆弾は爆発する。直後、魔ま法ほうの足飾りは粉々になって砕くだけ散っていた。


「オレの爆弾で、潜入工作員はブッ殺した。そんで、オレは宿無しタビットを拾ったってわけだ。これで問題ねぇだろ」


「あ、ありがとう……アレク……」


「もう勝手に逃にげんなよ」


　ぱっと手を放すと、ヴラドはそのまま地面にお尻しりから落ちた。痛みに悲鳴をあげるものの、すぐに立ち上がる。


「じゃあ、後始末してくるわ」


「頼たのみます」


　ウィンクするバルバラを見送り、アレクは屋や敷しきの中へと戻もどる。


　するとソファには、落ち着いた呼吸で眠ねむっている、ユーリカが寝ねかされている。


（ありがとな、ユーリカ……）


　彼女がいなければ、果たしてヴラドに対し冷静な対応ができたかどうか……正直アレクは自信がなかった。ほんの少し時間が前なら、間ま違ちがいなく怒いかりに任せた行動に出ていただろうと思う。


「アレク様……危あぶないです、アレク様……」


　少女は眠っていても、夢ゆめの中でアレクのために戦っているらしい。その健けな気げさに、少年は静かにソファへと歩み寄る。


「本当に、助かったよ……ありがとう、ユーリカ……」


　ぎゅっと、少女の小さな手を握にぎった。すると、眉み間けんに寄っていた小さな皺しわがなくなり、表情が穏おだやかなものになる。


「いよいよ、明日か……」


　少女の手を取ったまま、つぶやく。


　一日後には、みな空の上だ。決戦の地目指して、遠く北の大陸へ旅立つことになる。


（待ってろよ、リリアンナ……オレは、信じてるからな……）


　アレクは胸むねの中で、再度誓ちかう。


　その心は、以前にも増まして強きよう靭じんになっていた。




第三章『開戦、レーゼルドーン大陸』













　世界を生み出したのは、三本の魔ま剣けんであると伝承は語る。


　だが多くの伝承や伝説の中に、もう一本の魔剣の存在が姿すがたを見せていることも興きよう味み深ぶかい。


　第四の剣つるぎフォルトナ──その存在を示す根こん拠きよは、いまだ具体的な形では発見されていない。すべては口く伝でんや伝承として伝えられるばかりで、それも荒こう唐とう無む稽けいなものが多いため、歴史学者や研究者の間では眉まゆ唾つば物ものとも考えられているほどだ。


　そうしたフォルトナ伝承の中に、「蛮ばん王おうを倒たおした剣」というものが存在する。第四の剣フォルトナが、大きな歴史の転てん換かん点に現れるという伝説ゆえだろう。


　蛮王が神のごとき力を持っていたとすれば、それを打だ倒とうしたのが第四の剣であるというのは納なつ得とくのできる話だ。だが前述の通り、第四の剣フォルトナの存在は、伝説上のものである。フォルトナはその役目を終えるといずこかへ消え去るとも言われており、実在は確かめられていない。


　だが蛮王との戦いにおいて、フォルトナに匹ひつ敵てきする魔剣が用いられた可か能のう性せいは極きわめて高いだろう。あるいはそうした魔剣が、フォルトナ伝承を生んでいるのかもしれない。




──ある研究者の手記より
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　すべての荷物を積み終え、飛空船団は飛び立つのを待っていた。


　空は快晴、風は微び風ふう。出しゆつ陣じんには、最適の日和ひよりだった。


　あとは一番大きな荷物である、人間を積み込めば出しゆつ撃げき準備は完かん了りようだ。柔やわらかい朝日の中、ルキスラ帝てい国こく軍の兵士たちは整せい然ぜんと並ならび、順次割わり当てられた飛空船へと乗り込んでゆく。


　その中に、当然アレクたちの姿もあった。


　冒ぼう険けん者しやである彼らは、兵士のように規律正しく整然とした乗船というわけではなかったが、独自の高こう揚よう感かんはある。だからその動きも、自然ときびきびしたものになっていた。


「全員、揃そろっているな」


　一番にやってきていたダリウスが、アレクたちの姿を見て頷うなずく。


「ダリウスも鎧よろい新調したんだ。っていうか、剣けんも？　うわ、なんかスゲーな」


　アレクはダリウスの背中の大剣を見て、感かん嘆たんの声を洩もらす。


「あれ……？　その聖せい印いん、騎ザ士イ神アのですよね？　ダリウスさんって、ザイアの信者でしたっけ……？」


　ユーリカが目ざとくダリウスの胸むねに揺ゆれる聖印を見つけ、首を傾かしげた。その指し摘てきを受け、黒こく衣いの戦せん士しはすぐに鎧の下へとしまい込む。


「ちょっとちょっと、なに～？　誰だれかからプレゼントとかされたわけ？」


「うるさい。こいつはお守りみたいなもんだ」


　好こう奇き心しんに満ちたバルバラに詰つめ寄よられ、ダリウスはそれをぐいっと押おしのける。


「そんなことより、俺が留る守すの間に襲しゆう撃げきを受けたと聞いたが……」


「大だい丈じよう夫ぶだよ。バルバラとユーリカがオレのこと守ってくれたし、ヴラドが敵てきを片付けてくれたからな」


「ヴラド……？」


　ダリウスがその名を口にすると、アレクの背はい後ごに隠かくれるようにしていた小こ柄がらな人ひと影かげが姿を見せた。


　一見すると子供と見み紛まがう容よう姿しをしたその人物は、草原の妖精グラスランナー族のようだった。成人しても子供の姿のままという小人族だが、そんな仲間が加わるという話をダリウスは聞いていない。


「ヴラドだよ。魔法で変へん装そうしてるんだ」


「変装……？」


「ああ。ヴラドは、一応昨日きのう死んだことになってるんでね。船に乗ったら変装は解とくよ」


　アレクのその説明に、小人族に変装していたヴラドは改まった態たい度どで頭を下げる。


「どういうことだ？」


「ま、詳くわしいことはあとで話すよ」


　アレクは片目をつむり、苦く笑しようを浮うかべる。


「ユーリカも怪け我がをしたと聞いたが……もう大丈夫なのか？」


「はいっ。アレク様とヴラド様に癒いやしていただいたので、バッチリです！」


　ことさら元気な調子で、ユーリカは頭を下げた。人造人間ルーンフオークゆえか性しよう分ぶんなのか、確かに昨日死にかけたとは思えないほど元気な様子である。


「ま、出航しちゃえば空の上。暗殺者に襲おそわれる可能性もぐっと低くなるし、少しは楽できるかな。ダリウスもいるしね」


　バルバラもダリウスの鎧をぱんっと叩たたき、乗船するためにタラップへと向かう。


「……いよいよ、北の大陸へ乗り込むのか……」


　アレクは皇こう城じよう内にそびえるルキスラの空中戦せん艦かんを見上げ、大きく息を吸すい込む。


　以前なら、無む邪じや気きにこの巨きよ大だいな船に乗れることを喜び、はしゃぐこともできただろう。だがいまは、そんな気分になれない。


　けれど、心の中の高揚感は以前と変わってはない。いや、より強くなっているとも言えた。リリアンナに近づくための、大切な船。蛮ばん族ぞく軍と決着をつけるための、力強い船。


（頼むぜ……オレを、リリアンナの許もとへ届けてくれよ……）


　アレクは胸の中でつぶやき、タラップへと歩み出る。


「行こう、みんな。早くしねぇと、いい部屋なくなっちまうぜ」


　努めて明るく、アレクはみんなを振ふり返る。


　そんな少年の様子を見て、みんな笑えみを浮かべ、船へと乗り込んでいった。





「外もスゲェけど、中もスゲェなぁ……」


　割わり当てられた部屋へ荷物を置くと、アレクは艦かん内ない散策に出ていた。


　ルキスラの空中戦艦は、これまで造つくられてきたどんな海上船よりもさらに巨大な船だった。船ゆえ艦内構造が狭せまいのはやむを得ないが、それでもまるで小さな町のようだ。


「これだけデカい船を飛ばそうと思ったら、どんな魔ま動どう核かく積めばいいんだ……？」


　その疑問を解消すべく、アレクは魔動核が搭とう載さいされていそうな艦かん尾びへと向かっていた。同行しているのは、護衛役を買って出たユーリカだ。


「本当に、すごい船ですね……」


「実際にこの目で見てなかったら、飛ぶとは思えねぇよな……」


　ルキスラ滞たい在ざい中、アレクたちは何度か空中戦艦が試験飛行をしているのを目もく撃げきしている。そうでなければ、非現実的な大きさに思えた。


「でもこれだけ大きいと、安心感ありますね」


「だな」


　真ま面じ目めな顔で拳こぶしを握りしめるユーリカを見て、アレクも苦笑しつつ同意する。


　そんなとき、アレクは腰こしの魔剣が小刻みに震ふるえていることに気づいた。それが意味する事実に、急に血の気が引く。


「魔剣が、共鳴してる……!?」


「アレク様!?」


　驚おどろく二人の前に、ひとりの男が現れる。思わずどきりとして身構える二人だったが、相手はもっと驚いたように両手を挙げた。


「おいおい、どうしたんだ。艦内でやめんか、物ぶつ騒そうだのう」


「え……あ……」


　相手は、髭ひげ面づらでずんぐりした、ドワーフの技ぎ師しだった。アレクは慌あわてて、咄とつ嗟さに抜ぬいてしまった銃じゆうをホルスターに戻もどす。


「ピリピリするのはわかるが、ここから先は機関ブロックだ。物騒な魔ま法ほうは厳げん禁きんじゃぞい」


「ドルッケンさん……!?」


「いかにも。お主、皇こう帝てい陛下を救ったあの魔剣の少年じゃな」


　アレクは相手が、ルキスラの魔動機師マギテツク協会の会長であることに気づき、慌てて背せ筋すじを伸のばす。一応面めん識しきはあったが、あまりゆっくり話したことはなかった。


「さっきこの船について話していたようじゃが、どうだ、すごいじゃろ」


「はいっ、感動してますっ」


「そうかそうか、こいつはな、わしが魔動機文明時代の図面を参考に設計したものじゃ。苦労の大作じゃぞ。乗れたことを、光栄に思うがよい」


「も、もちろんですっ」


　大きく頭を下ろし、頭を上げると好奇心に輝かがやく目でドルッケンを見た。


「ドルッケンさんっ、質問してもいいですか!?」


「なんじゃ？」


「こ、これだけ大きな船を飛ばすのに、どんな魔動核を積んでるんでしょうか!?」


「魔動核か……この船の主動力である魔動核は、過去発はつ掘くつされた中でも最大規き模ぼのものを使用しておる。だが、それだけでこの規模の船が飛ぶものではないな」


「じゃあ、どうやって……？」


「それは秘密……と言いたいところじゃが、お主なら構わんわな」


「オレなら……？」


　首を傾げるアレクの前で、ドルッケンは大きく咳せき払ばらいする。


「……実はな。この船の魔動核には、特とく殊しゆな出力増ぞう幅ふく装置が取りつけられておる」


「出力増幅装置……？」


「〝蛮王の剣〟じゃよ」


「!?」


　それこそ思いもかけない言葉に、アレクは度ど肝ぎもを抜かれる。


「こ、この船……〝蛮王の剣〟の力で動くんですか!?」


「たまたま、陛下が収集した魔剣の中に含ふくまれておってな。普ふ通つうに剣として使えば呪のろわれて〝穢けがれ〟ちまうってんで、違ちがう使い方を陛下と一いつ生しよう懸けん命めい考えたんじゃ。で、どうやら魔力を増幅する能力を持ってるらしいことがわかって、この船の主動力増幅装置として〝蛮王の剣〟を組み込むことにしたというわけじゃ」


「な、なんつー無む茶ちやなことを……」


　どうりで魔剣が共鳴したわけだ──アレクは啞あ然ぜんとしつつも納なつ得とくする。


「人が使って呪われるよりはよかろう」


「は、はあ……」


「しかも魔剣の能力のおかげで、搭載した艦かん砲ほうへも大量のマナを供給できるようになっての。規き格かく外がいの砲門数と威い力りよくを発はつ揮きできることも判明したんじゃ。強いぞー、この船は」


「す、すごいっすねー……」


　感心するやら呆あきれるやら、である。ユーリカは、もう話についてきていない。


「だが結局、それを活いかすも殺すも扱あつかう人間次し第だいじゃ。頼たのむぞ、小こ僧ぞう。わしのかわいい子を沈しずめんよう、しっかり働けよ」


「は、はい……っ」


　それだけ告つげると、ドルッケンはすぐにどこかへ行ってしまった。出航準備もあって、忙いそがしいのだろう。


　そのわりには、多弁ではあったが。


「なんだか、とんでもない秘ひ密みつを聞いてしまいましたね……」


「オレが魔剣持ちだからだろうけど……自じ慢まんしたかったんだろうな……」


　軍事機密ゆえ、誰にも話せないのが寂さびしかったのだろう。同じ魔動機師として、なんとなくその感覚がわかるアレクである。


「──まもなく、本艦は離り陸りく準備に入る──各員、自室にて対衝しよう撃げき体勢で待機せよ。繰くり返す、まもなく──」


　そんな折、伝声管からアナウンスが聞こえてくる。どうやら、散さん策さくの時間は終わりのようだ。


「しょうがない、部屋に帰るか」


「はい」


　二人は急ぎ、自室へ戻る。


　いよいよ魔動核は活動を活発化させ、艦内のマナが激はげしく動き出す。


　アレクの魔剣もまた、振しん動どうを大きくしつつあった。





　　　　２




　次々と飛空船団は離陸、あるいは離り水すいし、空へと飛び立ってゆく。


　その勇ゆう壮そうな様さまを、ルキスラの住民たちはほとんど総出で見送っていた。


　対蛮族同どう盟めい軍の総そう大だい将しようであるルキスラ皇帝ユリウスは、空中戦艦に座ざ乗じようし、自みずから前線へ出ることを宣言。留る守す中は、ゲイリーが名みよう代だいを務めることになっている。主おも立だった騎き士しや兵士も共に旅立つことから、その船出はそうそうたる雰ふん囲い気きの中、行われた。


　旗き艦かんであるルキスラの空中戦艦を中心に、気き囊のうを背負う形の大型輸送船が随ずい伴はん。さらにローラ河から離水したフェンディル、ロシレッタの帆はん船せん型飛空船が続く。


　ルキスラから四隻せき、フェンディルから二隻、ロシレッタからも一隻が出しゆつ陣じん。計七隻の船団が編隊を組んで北へ向かう姿すがたは、在りし日の魔動機文明時代を彷ほう彿ふつとさせた。


　そして出航から二日。徒かちならば十日はかかるロシレッタの街まちを眼がん下かに収めるに至ると、さらに二隻の飛空船が船団に加わった。二隻とも、ロシレッタを拠きよ点てんとする豪ごう商しよう、ダン・シャイロウの船である。それに加え、港町であるロシレッタからは、十隻からなる海上船が白い帆ほを広げて出航していくのが見えた。


　飛空船団は、先せん陣じんだ。敵てき地ちを急きゆう襲しゆうし、橋きよう頭とう堡ほを確保。そこへ海上船団が輸送する本隊が合流、大兵力をもって進しん攻こうする、というのが大まかな今回の作戦の骨こつ子しだった。


　そしてロシレッタを離はなれれば、次はもう北の大陸レーゼルドーンまでは海の上だ。そのあとは、人ひと族ぞくにとって未知の領りよう域いき──蛮族の支配する地となる。


　これまでの航海は、驚くほどトラブルもなく、妨ぼう害がい工作や蛮族の襲しゆう撃げきもなかった。それを不気味と感じる者もいれば、作戦がうまくいっている証しよう拠こだと言う者もいる。
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　ともかく、この大作戦の立ち上がりは、極きわめて順調に、静かに進んでいた。





「……とうとう、海しか見えなくなったな……」


　アレクは割り当てられた船室の窓から外を見やり、つぶやく。


　ルキスラ出港から、四日目。ロシレッタで最後の補給を行ってから、まもなく一日が過ぎようとしていた。


　アレクの部屋は、決して広いとは言えない四人部屋だ。壁かべに埋うめ込こまれるように作られた二段ベッドが左右の壁にひとつずつ。船窓がひとつだけついていて、その前に小さなテーブルがあった。荷物を詰つめ込むクロークが二つあり、あとは殺風景なものだ。


　その部屋に、アレクはヴラド、ダリウス、ユーリカと一いつ緒しよに放ほうり込まれていた。最初は艦内を探検したり、他の冒ぼう険けん者しやや兵士らと交流したりしていたものの、四日目ともなればすることはなくなっていた。ルキスラの空中戦艦が前ぜん代だい未み聞もんの巨きよ大だい艦かんとは言え、船は船だ。見て回れる場所などそうあるものでもない。


　だから、アレクたちも退たい屈くつを持て余すことになる。変装を解といたヴラドは失地挽ばん回かいのために必死に魔ま術じゆつ書を読みふけり、ユーリカはルーンフォークらしい忍にん耐たい強づよさでじっとしていた。ダリウスは大たい剣けんを担かつぎ、甲かん板ぱんへ出ている。どうやら、素す振ぶりをしているらしい。


　そしてアレクは、しかたなくぼんやりと船窓から外を見ていた。


「北の大陸……か」


　船窓からは、角度の関係でまったく陸は見えなかった。ただ広い海と、そろそろ傾かたむいて黄昏たそがれ色に染そまり始めた空が見えるばかりだ。


「いまからあんまり気を張はり詰めてても、しょうがねぇよな……」


　アレクは軽くあくびをして、体を休めることにした。ユーリカがちょこんと座すわっている二段ベッドの、上の段へと上る。


（やっぱ、遠いもんだな……）


　空の旅でも、上陸まで丸五日かかる。最終目的地であるヴァルクレア城までは、さらに遠いだろう。陸路だけで向かえば、いったい何日かかるかわかったものではない。


（明日あしたには、レーゼルドーン大陸に着く……そうなったら、もうこんなのんびりした時間はないんだろうな……）


　それだけに少しでも体を休めようと、狭せまい寝しん台だいの中で可能な限り手足を伸ばした。呪のろいのせいで手放せない魔剣だけは、大事に抱かかえるようにして横になる。


　そうしているうちに、睡すい魔まはより強さを増まし、アレクを眠ねむりへと誘いざなう。


　そしてそれからいくらもしないうちに、少年は夢ゆめの中へと旅立っていった。





　雨が、降っていた。


　しとしとと、静かに降ふる雨。


（夢……？）


　アレクはそれが、夢なのだと気づいた。気づきはしたが、すぐにそのことを忘れる。


　妙みように、風景が現実味を帯びていたからだ。それはまるで、いつか見た景色けしきのように、はっきりと認にん識しきできる。だから、自分が夢を見ていることを忘れた。


　恐おそらく、山の中腹だと思う。


　風が強く、雨は斜ななめに降っていた。岩場の間にぽっかりとできた、隙すき間まのような広場。そこに、アレクは立っているのだ。


　そして目の前には、ひとりの女がいた。


　人間ではない。背中には大きな皮ひ膜まくの翼つばさがあり、頭にはねじれた優美な角が二本。


　ドレイクだ──すぐに、アレクは理解する。しかも、ただ前に立っているだけで圧あつ倒とうされそうなほどの存在感があった。内包している生命力や魔力、戦せん闘とう能力……あらゆるものが、前に立つ者に生命の危機を感じさせる存在。


　だが、アレクはそんな相手を前にしても、決して逃にげだそうとはしなかった。


　夢の中だから──そう考えれば簡かん単たんかもしれない。けれど、そうではなかった。


　アレクは、目の前の女を知っている。それどころか、愛いとしささえ感じるほどだ。


　確かに、目の前の女は美しかった。風になびく黒くろ髪かみも、闇やみ色いろの瞳ひとみも、透すき通とおるように白い肌はだも、なにもかも、目を惹ひかれずにはいられない。


　最小限に革かわ鎧よろいをまとい、腰こしには剣を帯びている。それも、明らかに強力な魔力を帯びた魔剣だ。本来なら無ぶ骨こつなはずのそれらでさえ、まるで彼女を引き立てるためのアクセサリーのように見える。


　暗黒の女め神がみ──神が地上に降臨したのだとすれば、まさしく目の前に立つ者こそがそうだった。


「レリクス……」


　そして暗黒の女神は、アレクのことをそう呼んだ。


（レリクス……？　誰だれだ……？）


　アレクは、そう問いたかった。だが、声は出ない。


「おまえの言う通り、確かにもう戦いは終わりだ……我われらは十分、生きていくための領りよう域いきを確保した。これ以上の破は壊かいと殺さつ戮りくは、必要ないのかもしれん」


「ああ……俺たちが共存するのは、無む理りかもしれない。けれど、無む益えきな争いをこれ以上続ける必要もないはずだ」


　女神の声に応こたえたのは、確かにアレクだった。けれどそれはアレクの意い志しによって発せられたものではなく、アレクの声でもない。


（オレは……オレじゃない……？）


　このとき初めて、アレクは自分が誰かの中にいるのだと気づいた。この夢の登場人物のひとりの中に、まるで観客のように入っているだけなのだ。


「北の大陸の、ほぼ全域は我らが手中に収めた……たくさん、たくさん人族を殺した……もう、いくらも生き残ってはいまい」


「……もう何千年、何万年と続いてきた宿命だ……だからしかたがない、とは言わない。だが、おまえが苦しむことでもないさ」


「だが……」


「もう、これ以上の悲しみは無意味だ。戦いを、終わらせよう」


「……そうだな」


　暗黒の女神は頷うなずき、腰の剣を一本外した。


「それは……」


「わたしが作った、もっとも強力な魔剣だ……どんな強力な魔剣であっても破壊できる、そういう力を込こめて作ってある……」


　そう言って、彼女は鞘さやから少しだけ、剣を抜ぬいてみせた。


　現れたのは、深しん紅くの刀身。そこからは強力な魔ま力りよくが発せられ、降りしきる雨さえ歪ゆがんで爆はぜる。


（あれは……ソードブレイカー!?）


　アレクは、間ま違ちがいなくその魔ま剣けんに見覚えがあった。


　それこそアレクが手にし、アレクを強力に呪いで縛しばる魔剣。〝蛮ばん王おうの剣つるぎ〟──魔剣ソードブレイカーだ。


「そんなものを……」


「わたしはこの戦いを終わらせるべく、バルバロスたちに号令をかける。だが……もしそれで戦いが止まらないのならば……この剣を使ってくれ」


　女神は静かに歩み寄り、魔剣を差し出す。


「これを……？」


「わたしももちろん……我らドレイク族から生み出された蛮王は、魔剣をその力の源みなもととしている……本来、この剣はおまえたち人族が強力な魔剣──それこそ、神に等しき力を振ふるえる剣を手にした際の対たい抗こう手段として生み出したものだ。だが、当然我らドレイク族にとっても致ち命めい的てきな力を持つ」


「しかし……」


「大だい丈じよう夫ぶだ。わたしはもう戦いにも殺戮にも飽あきた。殺すことにも破壊することにも疲つかれた……だから、もう戦いは終わりにする。戦いが終われば、その剣が使われることもない。そうすれば、なにも問題はあるまい？」


　ドレイクの女は、それまでの冷たい表情からは想像できないほど、あどけない笑えみを浮うかべた。そしてアレクの──レリクスの手を取り、魔剣を渡わたす。


「……その剣は、人間が使えば持ち手にも破は滅めつをもたらす……だが、その剣が使われるような未来は、きっと来ない……そうだろう、レリクス？」


　そう告つげるドレイクの肩かたを、レリクスは優やさしく抱いた。ほんの短い間だったが、二人は静かに身を寄せ合い、互たがいの鼓こ動どうを聞いた。


「……戦いのない未来を……二人で作ろう……」


「ああ……悲しみのない世界に、二人で……」


　二人はわずかにそれだけ語り合い、身を離はなす。


「次に会うときは、笑顔だといいな……」


「ああ。シェザール……おまえの笑顔は、最高に愛おしいからな……」
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　二人は精せい一いつ杯ぱいの笑みを浮かべ、そして、別れる。


　名残なごりを惜おしむように一度だけ振り返り、暗黒の女神は大きく翼を開いた。遠く離れた己おのれの陣じん営えいへ戻もどるべく、翼を打つ。


　手の中の魔剣は、じわりと熱を帯びていた。それはまるで、彼女そのもののように温かく、力に溢あふれ、心に染しみた。


（…………っ）


　魔剣を、強く握にぎりしめる。


　飛び去る彼女の背中を見つめつつ、しっかりと剣を握る。


　直後──けたたましい警けい報ほうが鳴り響ひびく。


　そしてそれは、アレクを眠りの淵ふちから引き戻すのに、十分な効力を発はつ揮きしていた。





　　　　３




「──空くう襲しゆう警報！　空襲警報！　上空より蛮ばん族ぞく軍の編隊接近！　総員配置につけ！」


　艦かん内ないに警報が鳴り響き、伝声管から怒ど鳴なり声ごえが飛び出してくる。


「アレク様！　敵てき襲しゆうです！」


　ずっと起きていたユーリカが、ベッドの下から顔を出した。アレクもすぐに飛び起き、頭を天てん井じようにぶつける。


「いて……っ」


「だ、大丈夫ですか!?」


「平気平気っ、いまので目が覚めた」


　夢のせいでひどく頭がぼんやりしていたが、痛みが緊きん張ちよう感かんと集中力を蘇よみがえらせてくれた。代わりに、夢で見たことの大半が脳のう裏りから吹ふっ飛ぶ。


「アレク！　幻げん獣じゆうだ！　蛮族軍は、幻獣を使ってる！」


　椅い子すに乗って船窓から外を見ていたヴラドが、叫さけぶように告げる。


「とにかく上に出るぞ！　敵が取りつくとしたら、甲かん板ぱんだろうからな！」


　アレクはベッドから飛び降り、鎧に袖そでを通した。その留め金を、ユーリカと協力して素早く留める。そしてすぐに、部屋を飛び出した。


　狭せまい廊ろう下かを駆かけ抜け、ほとんどはしごのような階段を駆け上がって甲板に飛び出す。


　従来の大型帆はん船せんを改かい造ぞうして造つくった飛空船と異ことなり、ルキスラの空中戦せん艦かんは魔ま動どう機き文明時代の飛空船の図面を参考に造った戦せん闘とう艦かんだ。船体は金きん属ぞく装そう甲こうで覆おおわれ、艦内での活動を主に考えていることから甲板のスペースは狭い。それでも、艦内に侵しん入にゆうするならばここが一番狙ねらわれることに違ちがいはなかった。


「アレク、来たか」


　甲板に出れば、ダリウスがいた。他ほかにも弩いしゆみを手にした兵士や冒ぼう険けん者しやが何人も敵の接近に備えて身構えている。その中には、バルバラの姿も見えた。


「アレク君も上がってきたのね。頼たのもしい気もするけど、落ちないでね」


「気をつけるよ」


　バルバラに答えつつ、風の強さに少し不安は残る。


「暗い……視界が悪いな……」


　しかも太陽はすでに沈しずみ、わずかに西の空を淡あわく染そめているだけだ。敵が空中にいるということもあって、距きよ離り感かんが非常に摑つかみにくい。


「だいぶ引きつけないと、勝負にならないぜ……」


　アレクは銃じゆうを取り出しつつ、悪態をつく。


　リリアンナがいない今、不用意に魔剣ソードブレイカーを使うことはできない。迂う闊かつに多用すれば、すぐに魂たましいは穢けがれきり、亡者アンデツドと化すだろう。頼たよりは、己おのれの腕うでと魔動機術だけだ。


「頼むぜ、ヴィクトール……」


　いまは亡なき戦友──鬼き哭こく山ざんの鬼き神しんヴィクトールの遺い品ひんである、手しゆ銃じゆう。アレクはその銃じゆう把はを握りしめ、飛来する敵を睨にらむ。


　蛮族軍の先兵は、ヴラドが指し摘てきした通り幻獣の群れだった。


　鷲わしの頭と翼つばさを持つ獅し子し、グリフォン。大きな皮ひ膜まくの翼を持つ亜あ竜りゆう、ワイバーン。そしてそうした空飛ぶ幻獣を率ひきいるように先頭を飛ぶのは──ドラゴンだ。


「さすがに、易やす々やすと海を渡らせてはくれないってことだね……」


　ヴラドも杖つえを手に、いつでも魔ま術じゆつで敵を攻こう撃げきできるよう身構える。


「甲板は風が強い。命いのち綱づなを忘れるな」


「おっと、そうだよな」


　ダリウスの指摘を受け、アレクは腰のベルトからワイヤーを引っ張ぱり出し、先についた金具で体を繫つないだ。飛空船に乗るとき、軍から支給されたものだ。ヴラドの分も、ユーリカが繫いでくれる。


『これより砲ほう撃げきを開始する！　甲板上の者は衝しよう撃げきに注意せよ！』


　船体の前方向にある射しや撃げき指し揮き所しよから、大きな声で警告が飛ぶ。兵士たちはもちろんアレクたちも、手近な手すりに摑まった。


『砲撃開始！』


　そう宣せん言げんがなされるや、船体の側面についていた砲から凄すさまじい爆ばく音おんと閃せん光こうが弾はじけた。


　魔力の残光を引き、次々と砲ほう弾だんが蛮族の幻獣部隊へ飛んでゆく。命中精度はとてもいいとは言えなかったが、一気に敵の編隊に乱れが生じた。砲弾は空中で弾け、まるで花火のように薄はく暮ぼの空を彩いろどる。


「す、すげぇ……っ」


　魔動機師の少年は、その凄まじい光景に思わず感かん嘆たんの声を洩もらした。


　空中戦艦が装そう備びする大砲は、基本的な理り屈くつと構造においてアレクが持つ銃と同じだ。筒つつに弾たまを込こめ、弾にマナを封ふうじ、その力で発射する──それだけだ。


　だが空中戦艦という巨きよ大だいな魔動機械に搭とう載さいされた大きな砲の威い力りよくは、手持ちの銃とは根本的に異なる。マナの充じゆう塡てんも基本的に魔動機械が行うため、砲手は狙いを定さだめて引き金を引くだけでいい。


　ただし、こうした魔動機文明時代の技術も、大半は失われたままだ。そのため、空を飛ぶ小さな目標に当てるには、高い練度とそれ以上の幸運が必要となる。だから、ほとんど当たらない。


「こけおどしだなぁ……」


「近づく気力を萎なえさせるだけで十分だよ」


　魔ま術じゆつ師しであるヴラドの言葉に、アレクは唇くちびるを尖とがらせながら反論する。実際、幻獣の中には恐きよう怖ふにおののき、逃にげ出した者もいる。


　だが、敵は戦いと殺さつ戮りくを好み、恐怖とは無む縁えんの蛮族軍である。乱らん舞ぶする魔力の爆ばく発はつの中を、数すう騎きが突とつ破ぱしてきていた。その幻獣の背中には、例外なく蛮族が乗って操作している。


「弓隊、各個に応戦！」


　対空要員の隊長が、攻撃を指示。次々に弓や弩から矢が放たれる。


　だが空中戦せん闘とうなど、いかに正規兵とはいえ実戦を経験していない。雨のように射いかけてみても、なかなか当たるものではなかった。


「真、第一階位の攻ヴエス・ヴアスト・ル・バン。瞬閃、熱線スルセア・ヒーテイス──光矢ヴオルギア！」


　そんな中、魔術の心得のある者たちが呪じゆ文もんを唱となえ、次々と攻こう撃げき魔ま法ほうを飛ばし始めた。こちらは見事に誘ゆう導どうされ、飛び交かう幻獣の体に命中する。


「来るぞ」


　だが蛮族軍もむやみに飛び込んできているわけではなかった。無数の幻獣で注意を引く間に、真上から急降下して甲板を狙ってきたのである。


「うおっ」


　ズンッと重々しい音と共に、巨きよ漢かんの蛮族が甲板に降おり立っていた。中には降りるというよりも激げき突とつし、その衝撃で船外へ転落していく者もいる。だが、そんなことはおかまいなしに蛮族たちは甲板への乗り込みを敢かん行こうしていた。


「トロールだ！」


「無む茶ちや苦く茶ちやしやがるな、こいつら……っ」


　大型のハンマーや斧おのを持った巨漢の蛮族──トロールたちが、次々と雄お叫たけびを上げて艦内への入り口へ向け動き出す。その大斧のひと振りで、何人もの兵士が薙なぎ倒たおされた。落ちたと思ったトロールも舷げん側そくからよじ登ってきたりと、甲板はすぐさま大混乱に陥おちいる。


「こうなると、動けないのは不利だな……」


　アレクや兵士たちは、みな腰こしのワイヤーで体を固定している。動けても、数歩の距きよ離りだ。そこへ、命知らずのトロールが突とつ進しんしてくれば、もはや回かい避ひのしようがない。


「アレク様、援えん護ごをお願いします！」


　その不利をいち早く悟さとったユーリカが、ワイヤーを外してトロールへと駆け出していた。当然のように、ダリウスもワイヤーを外してそれに続いている。


「だ、大丈夫なのかよ……!?」


　風が強く不安定な足場で、二人は命綱もなしに乱らん戦せんへと飛び込んでゆく。その様に嫌いやな汗あせをかきつつ、アレクは銃を構えた。


「るらあっ！」


　ダリウスの雄叫び。


　禍まが々まがしい漆しつ黒こくの刃やいばが唸うなりをあげ、トロールの胴どうを薙なぐ。圧あつ倒とう的てきなタフネスを誇ほこる蛮族の戦せん士しは、それを手にした斧で受けようとした。


　だが、ダリウスの剛ごう剣けんはその程度の守りなどものともしない。黒い瘴しよう気きをたなびかせ、剛剣ガイスターは斧の柄えをあっさりと断たち斬きった。その上、トロールの胴を簡かん単たんに両りよう断だんする。


「ガ……ッ!?」


　さしもの命知らずのトロールも、自分の身になにが起きたのか理解するのは困こん難なんだった。そのまま風に飛ばされるようにして、上半身が甲板から吹っ飛んでいく。それに遅おくれるようにして、下半身が転がっていった。


「と、とんでもねぇ……っ」


　以前にも増まして、鬼き気き迫せまるダリウスの斬撃。それを目まの当たりにして、アレクは驚おどろくと共に興奮を抑おさえられなかった。


　そしてそれは兵士たちも同じなのだろう。頭上からの奇き襲しゆうにうろたえていたのが、一気に態勢を立て直しつつある。逆にトロールは、動きが止まってしまっていた。


「ヌッガァァァッ！」


　それでも、トロールは蛮族の中の戦士族である。怯ひるんだり恐おそれたりなどせず、すぐに武ぶ器きを振ふり上げて雄叫びをあげた。


　が。しかし。


「やっ！」


　小こ柄がらなユーリカが足あし許もとに滑すべり込み、巨きよ体たいを支える足首の腱けんをナイフで切った。当然体を支えることができなくなったトロールは横よこ倒だおしに倒れ、そのまま甲板から転落していく。


「すげぇ……」


「なんとか凌しのげそうだね」


　アレクも掩えん護ご射しや撃げきを行い、ヴラドも魔ま法ほうを駆く使しして仲間たちを助ける。


「凌がないと、全員死んじゃうんだから。油断しないでね」


　バルバラも大柄なトロール相手に格かく闘とう戦を演えんじつつ、隙すきを見てポーチから飛ひ竜りゆうの彫ちよう像ぞうを取り出す。そしてそこに貼はられていた札を剝はがした。


「さあ、暴れてもらうわよ！」


　次の瞬しゆん間かん、彫像は見る見る巨大化し、細ほそ身みで前ぜん肢しのない竜──ワイバーンが姿すがたを現していた。本来は獰どう猛もうな幻獣だが、いまはバルバラの指示に従い、敵を撃げき退たいすべく飛び立つ。


「い、いろいろ隠かくし芸げいの多い人だね……」


「ああ、驚いた……」


　ワイバーンはバルバラの指示通りに動き、飛来する敵の鷲獅子グリフオンや鷹馬ヒポグリフなどを撃退してゆく。その間、バルバラ自身もトロール相手に肉にく弾だん戦を続けていた。


「敵に回さなくてよかったなぁ……」


「まったく……」


　アレクとヴラドは、思わずお互たがい頷うなずきあう。


　だがそのとき、凄まじい火か炎えんが甲板を襲おそった。ダリウスやユーリカは素す早ばやく動いて最小限熱波を浴びるだけですんだが、体を固定している弓兵たちは一気に炎ほのおに包まれる。


「な、なんだ!?」


　アレクは両手の銃を、炎が放たれた方向へと向けた。


　するといつの間にそこまで接近を許したのだろうか──そこにはドラゴンが一頭、空中戦艦と併へい走そうするように飛んでいた。


「こいつ……ッ」


　炎は、ドラゴンが吐はいた炎の息ブレスだ。そしてその背中には、やはり何者かが乗っている。


「あれは……!?」


　蛮ばん族ぞく軍のリーダーなのだろうか。ドラゴンを操あやつっているのは、豪ごう奢しやなローブを身にまとったドレイクの男だった。だがアレクは、ドレイクなど眼がん中ちゆうになかった。


　なぜなら──騎き手しゆであるドレイクの後ろに、ひとりの少女が跨またがっていたからだ。


「そんな……まさか……」


　黒い髪かみをなびかせ、美しい衣ころもをはためかせる少女──その額ひたいには長い角があり、まるでドレイクのように見える。


　だがアレクは、決して見み間ま違ちがえたりはしなかった。表情こそどこか虚うつろなものの、その少女は間違いなく──リリアンナだった。


「リリアンナ────ッ」


　大声で、その名を呼ぶ。だが同時に、再び空中戦せん艦かんの砲ほう座ざが一いつ斉せいに射撃を再開した。その轟ごう音おんに、アレクの声はかき消されてしまう。


「く……っ」


　至し近きん距きよ離りを飛んでいたドラゴンは、すぐさま騎首を巡めぐらせ、距離を取る。そこへ次々と砲弾が撃うち込まれるが、まったく追い切れていなかった。結局一発も命中することなく、ドラゴンは雲くも間まへと消えてゆく。


「アレク……？」


「いまの……リリアンナだった……角が生はえてたけど……くそっ、やっぱリリアンナだったんだよ！」


　手すりをガンッと殴なぐり、ドラゴンが飛び去った雲を睨にらむ。


　その頃ころにはトロールの決死隊もダリウスやユーリカの活かつ躍やくによりすべて倒され、甲かん板ぱんでの戦いは終結を見ていた。空中戦もバルバラのワイバーンや弓兵隊の活躍によって終結しており、敵の姿はすっかりとなくなっている。


「リリアンナ……やっぱ、生きてたんだな……」


　アンクレットの魔ま力りよくが、いま飛び去ったのがリリアンナだと伝えてくれる。


　だがついに太陽は完全に没ぼつし、空は夜の闇やみに包まれ、なにも見えなくなってしまう。


「待ってて、くれよ……」


　対蛮族同どう盟めい軍の空中船団は、多少の被ひ害がいを出しつつも、北へと向けて進軍を続ける。


　まだこの戦いは、激げき戦せんのほんの序章にすぎないことを、誰だれもが感じていた。





　　　　４




　蛮族軍の襲しゆう撃げきから、明けて翌日。


　太陽が中天にさしかかる少し前に、船団はついに北の大陸レーゼルドーンへと達していた。


　船団は予定通り、海辺にあるかつての港こう湾わん都市ブルームの廃はい墟きよ付近へと降りた。事前の偵てい察さつ情報ではこの廃墟をねぐらにしている蛮族は少数であり、兵団にとって脅きよう威いにならないと考えられていたからだ。


　加えて、海上を進む船団を迎むかえ入れるためにも、この廃墟を拠きよ点てんとして確保する必要があったのである。さらには、空くう挺てい作戦の実戦訓練も兼かねての計画だった。


　小型の高速飛ひ空くう艇ていを用い、一気に兵団を目標地点に展開、敵てきが連れん携けいを取る前に各個に撃げき破はするという空挺作戦は、ブルームの廃墟に到とう達たつした直後に実行された。結果として蛮族たちは抵てい抗こうらしい抵抗もできず、ルキスラの兵団を中心とする空挺部隊によって殲せん滅めつ。


　午後には悠ゆう々ゆうと、九隻せきの飛空船は廃墟郊こう外がいに着陸していた。





「──ひとまず、ここまでは予定通りだな」


　ルキスラの空中戦艦──その舷側に張られた大きな天てん幕まくに、対蛮族同盟軍の諸しよ将しようは集まっていた。


　その座長に座するのは、当然ルキスラ皇こう帝ていユリウスである。その両りよう脇わきにフェンディルのエルシャレード将軍を始め、各国の代表が並ならぶ。


　そこに、アレクとダリウスの姿もあった。〝蛮ばん王おうの剣つるぎ〟を持つ者として、またユリウスの腹ふく心しんとして、二人もこの会議に同席することを許されたのだ。


「さすがに蛮族軍の攻こう撃げきは意表を突ついていて、いささか驚かされましたがな！」


　相変わらずの口ぶりで、エルシャレード将軍は豪ごう快かいに笑う。


「各部隊の損そん傷しよう、被ひ害がい状じよう況きようは、以下のようになっております──」


　その横で、参さん謀ぼう官が淡たん々たんとした報告を述べていく。


　被害は、決して軽けい微びなものではなかった。外がい装そうすべてを装そう甲こうで被おおっている空中戦艦はともかく、通常の帆はん船せんを改造して造つくっているロシレッタの飛空船などは、トロールの決死隊に船内まで侵しん入にゆうされ、かなりの人的損害を出していた。ルキスラの気き囊のう型飛空船も、気囊に損傷を受け、浮ふ力りよくがかなり低下している。


「応急修理で、どの程度回復できる？」


「は。完全に、というわけには参まいりませんが、計画に支障がない程度には回復できますでしょう」


　技術武官が、すぐさま答える。


「海上船団は、予定通りなら遅おそくとも明日あしたの日にち没ぼつまでには到とう着ちやくする。それまでには完かん了りようさせよ」


「はっ。全力で作業いたします」


「ひとまずこのブルームの街まちに橋きよう頭とう堡ほを築き、今後の拠点とする。海上船団に乗ってやってくる兵団と併あわせて部隊を再編制し、進軍再開は一週間後だ」


「一週間後……ですか。すでにここは敵地。少し悠ゆう長ちよう過ぎはしませんか？」


　そう進言したのは、ロシレッタの戦士団長である。


「確かに、ここはすでに蛮族が支配する大陸だ。だが通常船団の上陸支し援えんは必ひつ須すであり、ここを拠点として確保しなければ補給も統制もまともにできたものではない。そして敵地だからこそ、万全の態勢で進軍しなければ危険なのだ」


　ユリウスはそう告げ、一度言葉を切る。


「通常船団の兵力が上陸し、部隊を編制した後は、陸上兵力の進軍速度に合わせて前進する。戦力の分散は、それだけ危険度が増ますからな」


　レーゼルドーン大陸到着後の具体的な作戦は、諸将も聞かされてはいなかった。情報漏ろう洩えいを警けい戒かいしてのことだが、誰もがひとまず頷く。


「また、ダーレスブルグ公国からは、マグダレーナ・イエイツ将軍を先頭に、橋を越こえて陸路から兵団を派は遣けんしてもらっている。そちらにも我わがルキスラの兵団を向かわせておいた。そっちが本隊と思ってくれるほど単たん純じゆんな相手でもないだろうが、無む視しはできんはずだ」


「どうせ船では定員オーバーで渡わたせぬ兵たちですからな。それで蛮族軍の動きが割われてくれればもうけものか！」


　エルシャレード将軍は、また豪快に笑う。


「──陛下、リグオン殿どのが到着なされました」


　そこへ、伝令兵がやってくる。ユリウスは静かに頷くと、すぐに「通せ」と指示を出した。伝令はすぐさま天幕の外へ駆かけ、ひとりの男を案内してくる。


「……失礼します」


　現れたのは、彫ほりの深い、角張った顔の中年だった。短く刈かり込まれた髭ひげと、炯けい々けいとした鋭するどい眼がん光こうが特とく徴ちよう的な男だ。


「リグオンと言えば……確か、北の大陸の調査に出て、行方ゆくえ不明になったはずの……」


　クーデリア侯こう爵しやく領りようの代表が、細い目をさらに細くしてそう口にする。


「勝手に殺されては困りますな、クーデリアの」


　そう告げる声は、低く重い。


「リグオン……？」


「……ルキスラ帝てい国こくを代表する大魔ま法ほう使つかいだ。五年ほど前にヴァルクレア城の調査に向かい、魔ま法ほうによる数度の交信のあと、連れん絡らくが途と絶だえたと伝えられていたが……どうやら得意の偽ぎ装そう工作だったらしいな」


　アレクの疑問に、ダリウスが小声で答える。


「それでは、報告を聞こうか」


「は」


　ユリウスの命めいに、リグオンは軽く頭を下げる。


「まずは、こちらをご覧いただきましょう」


　そう言って、リグオンは呪じゆ文もんを唱となえる。すると、人の頭ほどもある水すい晶しよう球が現れた。


「これが、現在のヴァルクレア城です」


「おお……」


　リグオンがひと撫なですると、大きな水晶球の中に禍まが々まがしい城の姿が浮うかび上がる。


「かなりの兵力が集結中であり、まさしく異い形ぎようどもの巣といった様相ですな。総兵力は、現在のところ概がい算さんで六、七万程度。しかしその大半はゴブリンやボガードといった妖よう魔まであり、加えて統とう率そつはあまり取れてないのが現状です」


「七万……っ」


　ヴァルクレア城の兵力は、十万とも噂うわさされていた。それに比べればずいぶんと少ないが、それでも対蛮族同盟軍の倍以上だ。


「そんな相手に、勝てるのですか……？　我が軍は地上兵力を併せても三万弱……城しろ攻ぜめは守勢の三倍の兵力が必要と言うが、敵が三倍いるのではあべこべだ」


　自由都市同盟の代表が、眉み間けんに皺しわを寄せながら口を開く。


「もちろん、その全戦力がヴァルクレア城内にひしめいているわけではありません。特に、一万を超こえるバジリスク配下の軍勢は、灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくにある拠点をいまだ出ていません」


「それでも敵は五万前後か……」


「加えて……いまだ蛮王復活は成されておらず、各部族の不満は溜たまり、いざこざは増ふえる一方。蛮族同士の殺し合いも日常茶さ飯はん事じであり、むしろ数は減っているぐらいです」


「蛮王の復活……？」


「そうです。ヴァルクレア城に集結する蛮族たちの目的は、三百年前に滅ほろんだはずの、蛮王の復活。その力をもって、今度こそ人ひと族ぞくを根絶やしにする気なのかもしれませんな」


　ざわつく諸将に対し、リグオンはあっさりと言ってのける。


「それで、その蛮王復活とやらはどれぐらい現実味があるのだ？」


「そうですな……このままならば、半年と待つことなく復活するでしょう。エルシャレード将軍」


「なん……だと？」


　さらに、場がざわつく。


　だが、ユリウスだけはまったく動じていない。


「──だからこそ、いまこの作戦を発動したのだ。そして我われらは、必ず勝たねばならん」


　ユリウスは、落ち着いた声で告げる。


「現在、ヴァルクレア城内では蛮王復活のための儀ぎ式しきが徐じよ々じよに進められています。本来ならば〝蛮王の剣〟と呼ばれる祭さい具ぐをすべて揃そろえる必要があるようだが、不ふ揃ぞろいなまま強ごう引いんに進めているようでね」


「その影えい響きようが、ここ数ヶ月続く地じ震しんなのか……？」


「まず間ま違ちがいなく、そういうことでしょうな」


　ロシレッタの代表に、リグオンはあっさりと頷うなずく。


「ならば、その〝蛮王の剣〟とやらが揃えば、一気に儀式が進むと……？」


　今度は、エルシャレード将軍が問う。


「もし揃えば、ですが。わたしの調査では、〝蛮王の剣〟は全部で十本。そのうち二本は破は壊かいされ、三本は我わが帝国が保有しています。幸いにして、すべてを揃えるのは不ふ可か能のうですな」


　リグオンの言葉に、安あん堵どの息がいくつか洩もれる。


「しかし、不足分は儀式に時間をかければ補える様子。放置はできますまい」


「──臣しん民みんを怯おびえさせ、我らの世界を脅おびやかす蛮ばん族ぞくの存在を、これ以上捨て置けん。ゆえに、今回の作戦には失敗や敗北は絶対に許されんということを、改めて諸将には認にん識しきしていただきたい」


「…………」


　ユリウスが告げる声が低く重いほどに、場は深しん刻こくな雰ふん囲い気きに包まれる。


「蛮族の襲撃は、いつあるかわからん。ゆえに宿営地にあっても油ゆ断だんせず、常に臨戦態勢を維い持じしてもらおう。それこそ、急に船団を移動させることになっても、対応できるぐらいにな」


「それは、もちろん……」


　ユリウスの言葉に、諸将はそれぞれ同意する。改めて、ここが敵地だと認識し直したのだろう。


（これだけの軍勢が揃ってるから楽勝……ってわけにはいかねぇんだな……）


　なんとなく感じてはいたが、アレクも改めて今回の出兵がいかにリスクの大きいものかを認識する。


「さて、それでは実際に、詳くわしい作戦の内容について指示させてもらおう──」


　重苦しい空気の中、皇帝ユリウスだけが普ふ段だんと変わらない態度で話を進めていく。


　誰だれもが、それを無言で聞く形で、作戦会議は進行していった。





　ひと通り作戦会議が終しゆう了りようし、解散が言い渡される。


　だが皆みなが席を立つ中、アレクとダリウスだけはリグオンによって呼び止められていた。


「さて、と」


　気がつけば、天幕の中には皇帝ユリウスとリグオン、それにアレクとダリウスの四人だけになっていた。


「待たせたな」


「さあ、こちらへ」


　ユリウスが苦く笑しようを浮かべ、リグオンが手て招まねきする。末席に座すわっていたアレクは、少し首を傾かしげながら皇帝の側そばの席へと移った。


「あの、なにか……？」


「おまえたちには、本当のことを伝えておこうと思ってな」


　にやりと笑う皇帝の表情に、アレクはますます首を捻ひねる。


「本当のことって……？」


「さっきの作戦会議の内容だがな。ほとんど噓うそだ」


「う、噓!?」


「この船団には内通者がいて、情報は筒つつ抜ぬけになっている。このままでは、蛮族どもの思うままだ」


「な、内通者って……」


　一いつ瞬しゆんヴラドのことが脳のう裏りに浮かび、アレクは少し動どう揺ようする。


「心配するな。もう目星は付いている……というか、疑う余地もないがな。いまは逆にそいつを泳がせて、噓の情報を敵へ送らせているところだ」


「誰が……その、内通者なんですか……？」


「まあ、すぐにわかる」


　ユリウスは特に気にかけた様子もなく、置かれたままの水晶球を覗のぞき込こむ。


「俺の考えている作戦は、いろいろあるわけだが……アレク、おまえには特別に頼たのみたいことがある」


「オレに……ですか？」


「明日あした、俺たちは鈍どん足そくの気き囊のう型飛空船を残し、空中戦せん艦かんを中心とした速度の出る飛空船で敵てき陣じん深くへ突とつ入にゆうする」


「え……？　でも、さっきの会議じゃ海上船団の合流を待ってからって……」


「それじゃあ、遅おそすぎる。蛮族もバカじゃない。防備を固めてしまうだろう」


　ユリウスは水晶球に指を滑すべらせる。すると、中の映像が変わった。レーゼルドーン大陸南部の地図が立体的に浮かび上がり、そこには船団の位置やヴァルクレア城の場所も目立つ色で描えがかれている。


「まず、敵本ほん拠きよ地ちの目の前にあるゾルディッシュ要よう塞さい。この要塞を空くう挺てい作戦で一気に落とす。ここに橋きよう頭とう堡ほを確立できれば、敵の喉のどもとに刃やいばを突つきつけたようなものだ」


「あ、ああ……」


「その間に、海上船によってレーゼルドーンに上陸した地上兵力を進軍させ、敵を攪かく乱らん、各個に撃げき破はする」


　ユリウスが指を動かすごとに、水晶球の中の地図に部隊の動きが描き出されていた。やがて地図上では、対蛮族同盟軍により、ヴァルクレア城は包囲されることになる。


「でも、敵の数は七万もいるんでしょ……？　どうやって城を落とすのさ？」


「正面から攻せめたのでは、数ヶ月は攻こう略りやくに時間がかかるだろうな」


「だったら、どうして──」


「だからこその、おまえだ」


「オ、オレ!?」


「ああ。なにせ、これらの作戦は全部……囮おとりだからな」


「囮……!?」


　意味がわからず、アレクはただ驚おどろくことしかできない。


「我々本隊がヴァルクレア城攻略を行っている間に、アレク。おまえたちは高速飛空艇を用いて直接城へと入り込め。当然敵は本隊を相手するのに精せい一いつ杯ぱいで、おまえたちの侵しん入にゆうにはなかなか気づかんだろう」


「その間に、背後から敵の大将を討うち取る……というわけだ」


　今度はリグオンが水晶球を操作し、次々と映像を呼び出してくる。


「敵の大将は、ラーデルハイドと呼ばれるドレイクだ。三百年前の〈大破局〉でも蛮族軍を率ひきいていた強力なドレイクであり、蛮王の右みぎ腕うでと呼ばれていた」


　水晶球に浮かび上がった男──その姿を見て、アレクはそいつがリリアンナと共にドラゴンに跨またがっていたドレイクだと気づく。


「これは噂に過ぎない情報だが、〝蛮王〟なる存在さえ、彼がその天才的な魔ま術じゆつの冴さえによって生み出した、人造の女め神がみだとも言われている」


「〝蛮王〟が、作られた存在だって言うのか……!?」


「あくまで噂だ。だが事実ではないにしても、ラーデルハイドがそれほどの実力と能力を持った存在だということはわかってもらえるかな」


　驚くアレクに、リグオンは落ち着いた調子で答える。


「このラーデルハイドと呼ばれる男は、圧あつ倒とう的てきなカリスマで蛮族軍を束たばねておる。三百年前の戦いでその力を大きく減じたと言われているが、統とう率そつ力りよくは健在らしい。なにせトロールの戦せん士し団はもとより、本来手を組むことなどないバジリスクまで、あの城には集つどっているぐらいだからな」


「ジェイドバジリスク……ギルグレイ」


　水すい晶しよう球が映し出した男──その姿は、忘れようもない。リリアンナを殺した、あの緑りよく髪はつの蛮族だ。


「そしてわたしがあの城を脱だつ出しゆつする際に、最後に捉とらえた映像が……これだ」


　そう言ってリグオンが呼び出した映像に、アレクは息を呑のむ。


「リリアンナ……」


「この少女は、つい最近になってヴァルクレア城へと連れてこられた。彼女を中心に、連中はなにか儀式を行っているようだ。恐おそらく蛮王復活の儀式に関係するなにかだとは思うのだが……」


　リグオンでさえ答えを導みちびき出せていないようだったが……アレクには思い当たることがあった。そしてそれが、いまや確信へと変わろうとしている。


（やっぱり……リリアンナが、蛮王なのか……？）


　アレクはその可能性について、口にすることはなかった。


　まだ確信がないというのも理由のひとつだが、もし彼女に〝蛮王かもしれない〟という疑ぎ惑わくが生じれば、この先どんな目に遭あうか想像するだに恐ろしい。


「聞けばこの少女……そなたらの仲間だったようだが」


「……はい。その通りです」


　アレクは絞しぼり出すように答える。


「恐らく……儀式の生いけ贄にえか、それに近いものとして利用されているんだと思います。彼女は騎き士し神しんザイアの神官で、遠えん征せい武ぶ官かんに選ばれるほどですから……」


「なるほど……な」


　アレクの説明を信じたのか信じていないのか、リグオンは感情をほとんど見せずに頷うなずく。


「蛮王が復活すれば、世界は再び巨きよ大だいな脅きよう威いに晒さらされることになる。なにせ当時の文ぶん献けんや記録によれば、蛮王の力は騎士神ザイアや月げつ神しんシーンなどに代表される、大神メジヤーゴツドに匹ひつ敵てきする力を持っていたことは明らかだからな」


「神と同等の力……って、マジかよ……」


　ごくりと、少年は唾つばを呑のむ。


　大神と呼ばれる神々は、長き眠ねむりについて久しく、いまや祈いのりに応こたえて魔ま法ほうという形で奇き跡せきを授さずけるのが精一杯なのだと言われている。その眠れる神々に匹敵する力を自在に振ふるえるとなれば、蛮王に勝まさる者など地上に存在しないだろう。


「──ダリウス、それにアレク。おまえたちに与あたえる任務はシンプルだ」


　しばし黙だまっていた皇帝が、ついに口を開く。


「このラーデルハイドという蛮族の将を討ち取れ。そうすれば、元々仲間を助け合うことなどしない蛮族だ。自然と瓦が解かいして烏う合ごうの衆しゆうとなる」


「はい……」


「加えて、儀ぎ式しきの阻そ止しだ。どのような手段でもいい。必ずやり遂とげろ」


　皇帝の命令に、ダリウスは無言で頷いた。アレクも続いて、大きく首しゆ肯こうする。


「言うなれば、おまえたちは決死隊だ。生きて帰れる保証はないぞ」


「……もとより、命が惜おしければこんなところまで来たりしないさ」


「若者らしい、いいセリフだな。だが、命を賭かけるのと命を粗そ末まつにするのとは意味が違ちがうということ……よく肝きもに銘めいじておけ」


「了りよう解かいです、陛へい下か」


　ユリウスの言葉に、アレクはわざとらしいほど背せ筋すじを伸のばしてから頭を下げた。そんなアレクを見て、皇帝も声を出して笑う。


「どうやらおまえたちは、殺しても死にそうにないな。戦果、期待しているぞ」


「必ず……やり遂とげます」


　しかし今度は冗じよう談だんめかしたりせず、アレクは真しん剣けんな眼まな差ざしでそう答える。


（リリアンナ……あと少しの辛しん抱ぼうだぜ……）


　水晶球の中、玉ぎよく座ざに座すわる少女の姿すがた。アレクはもう一度その姿をしっかりと見つめ、脳のう裏りに焼きつける。


「決死隊には、わたしも同行しましょう。陛下、よろしいですね？」


「ああ。当然そのつもりで考えた作戦だ。道案内は頼む」


「はい。お任せを」


　リグオンもユリウスに、深々と頭を下げた。それに倣ならうように、アレクとダリウスも席を立ち、大きく一礼する。


　そして今度こそ、本当に作戦会議は終しゆう了りようのときを迎むかえていた。





　　　　５




　太陽が、ゆっくりと沈しずんでゆく。


　もとより窓のほとんどないヴァルクレア城の玉座の間は、いよいよ漆しつ黒こくの闇やみに包まれつつあった。


　だが、蛮ばん族ぞくの大半は夜でも視力を失わない。長年暗くら闇やみの中を生きてきたためだと言われているが、真相は不明だ。


　そんな彼らだが、火を焚たく風習は人ひと族ぞくと同じようにある。それは明かりを灯ともすためではなく、暖を取るためだったり、単純に炎ほのおの揺ゆらめく様さまを楽しむためであったりだ。暗闇に潜ひそむ彼らにとっても、炎には格かく別べつな思い入れがあるらしい。


　ヴァルクレア城の玉座の間も、わずかな炎によって照らされている。そしてその玉座には、気だるげな様子でリリアンナが座っていた。


「ずいぶんと物もの憂うげな様子だな、蛮王シェザール様」


　そんなリリアンナへ、ひとりの男が声をかけてくる。


　さっきまでは、玉座の間は無人だったはず。なのにその男は、突とつ然ぜん目の前に現れていた。


　緑の髪かみに、眼がん帯たいをした美男子。


　ジェイドバジリスク──ギルグレイだった。


「何か用……？」


「こいつはつれない言われようだな。用がなければ、会いに来ちゃだめなのかよ？」


「そうね……あなたとは、あまり会いたくないから……」


「なんてこった。ずいぶんと嫌きらわれたもんだぜ」


　言葉の割わりに傷きずついた様子もなく、ギルグレイはにやにや笑いながら玉座へと歩み寄る。


「オレはあんたのこと、それなりに気に入ってんだけどなぁ」


「…………」


　敬意などかけらも感じさせない態度で、ギルグレイは玉座に手を突いた。そして少女の顔へと、自分の顔を近づける。


「なるほど……ラーデルハイドのやつが入れ込むのもわかる気がするぜ。別に外見がいいってだけじゃねぇ。こう、なんとも言えねぇ感じだが……ゾクゾクするね」


　緑髪のバジリスクは、リリアンナの黒くろ髪かみを手に取り、そのまま顎あごを摑つかんで顔を自分へ向けさせる。


「オレが生まれる百年ほど前、あんたは蛮族を束ねて人族と戦った……どうやってそんなことができたのかが疑問だったが……あんたを目まの当たりにすりゃ、そんな気分になってくるよ。オスとしての本能……みたいなもんか？」


　ギルグレイは、少し興奮した様子でリリアンナの瞳ひとみを見つめる。


「ラーデルハイドなんかと組むのはやめて、オレと一いつ緒しよに暴あばれてみねぇか？　あんなカタブツドレイクより、オレのほうが楽しませてやれるぜ……いろいろとな」


　強ごう引いんに少女へと覆おおい被かぶさっていく。片手は髪を撫なでながら、もう片方の手は少女の足へ。片足を、股またの間にねじ込む。


「──戯たわむれならそこまでにしておけ、ギルグレイ」


　だがそんなとき、低い声が玉座の間に響ひびいていた。さしものバジリスクもその声を無む視しすることはできず、舌打ちしながら振り返る。


「相変わらずトロールは無ぶ粋すいだな、ザグナガルタ」


「将しようを守るのが俺の責務だ。それ以上自由に振る舞まいたいならば、俺を倒たおしてからにするがいい」


　玉座の間に現れた巨きよ漢かんは、腰こしの剣けんに左手を置く。


　ザグナガルタ──ブラッドトロールと呼ばれる、トロール族の中でも特に優すぐれた体たい軀くと戦せん闘とう能力を有する一族の戦士。
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　その身長は人間の二倍以上。肌はだは岩のように硬かたく、分厚く太い肉体は、巨大な天てん然ねん岩いわのような重々しさを感じさせる。


　蛮族にも数多あまたの種族が存在するが、その中でもトロール族は独特の存在だった。


　破は壊かいと殺さつ戮りくを好み、残ざん忍にんで狡こう猾かつな蛮族の中、トロールは戦うことと、己おのれを鍛きたえることのみを喜びとしている変わり種だねだ。その戦いぶりは正々堂々としており、策さくを弄ろうすることを嫌い、常に容よう赦しやと手て加か減げんをしないことで知られる。


　そんなトロール族の中にあって、ザグナガルタは特に大おお柄がらで発達した肉体を誇ほこっていた。その表情にも蛮族特有の粗そ野やな雰ふん囲い気きは微み塵じんもなく、誇り高い武ぶ人じんであることを窺うかがわせる。


「……ヘッ。テメェもこの女に惚ほれてるクチかよ、ザグ。いつも岩みてぇに無表情だから気づかなかったぜ」


　ギルグレイは油断なくリリアンナから身を離はなし、完全武ぶ装そうのトロールと相あい対たいする。


「まあいいさ。いま、オレはおまえとやりあってまでって気分じゃねぇ。負ける気はねぇが、余計な怪け我がをすんのも趣しゆ味みじゃないんでね」


　緑りよく髪はつのバジリスクは、そう言って両手を広げた。


　互たがいに〝蛮王の剣つるぎ〟を持つ身だ。戦えば、無事ではすまない。


「──だが、欲ほしいものは、どんな手を使ってでも手に入れる……それが、オレのやり方でね」


　ギルグレイはリリアンナに小声で耳打ちし、トロールへ向けてにやりと笑う。


「今日のところは、おとなしく引き下がるとするか。だがザグ、彼女がオレに惚れた場合は、自由にさせてくれよ？」


「……万が一、そんなことがあればな」


「ふん。案外嫌いや味みな野や郎ろうだぜ」


　ギルグレイは最後に悪態をつくと、呪じゆ文もんを唱となえる。


　そして次の瞬しゆん間かんには、姿を消していた。





「……ありがとう、ザグナガルタ……」


　ふと、リリアンナの口をついて礼の言葉が出る。それに対し、巨漢のトロールは無む言ごんでひざまずき、敬意を表した。そんな無ぶ骨こつなトロールを、少女は嫌いではなかった。


「城の外を、見てきたのでしょう……？」


「はい、シェザール様」


「戦いは、どうなっているの……？」


　リリアンナはぼんやりとした調子で、ザグナガルタに問う。


「人族の飛空船団は、大陸に上陸したようです。情報によれば、海上船の到とう着ちやくを待ってから出しゆつ陣じんするとのこと。たとえすべての陣を破やぶったとしても、この城を守るゾルディッシュ要よう塞さいに到とう達たつするには、最短で五日はかかるでしょう」


「そう……」


　ザグナガルタの言葉に、リリアンナは短く応こたえる。


　彼女はこの城に集つどっている蛮族の群れを見た。仲間内でさえ殺し合いが日常茶さ飯はん事じなその光景も見た。ラーデルハイドに連れられ、ドラゴンに跨またがって人族の船団を攻こう撃げきするのにも参加した。


　人族の軍勢は、間ま違ちがいなくこの城を目指して進軍してくる。その間に、何百、何千、あるいは何万という命が失われることになるだろう。


　以前のリリアンナならば、深い悲しみと怒いかりを感じたはずだ。だがいま、どこか遠い世界の出来事のように思われて、ほとんど感情が動かない。


（なんだろう、この感じ……）


　リリアンナは、自分の額ひたいに手を当てる。そこには、太く長い角が一本と、細く短めの角が一本生はえていた。


　二本目は、ラーデルハイドに魔ま剣けんを渡わたされてから生えたものだ。リリアンナは額から手を放し、玉ぎよく座ざに立てかけてある魔剣〝奈落の記憶メモリーオブジアビス〟を撫でる。


　この魔剣に触ふれてから、リリアンナは急きゆう激げきに自分が変わっていくことを感じていた。記憶も、価か値ち観かんも、人間性も、なにもかも、変わっていく。弱い者が死んでいくことに悲しみを覚えることはなく、自みずからなにかを行おうという気力も湧わいてこない。


（まるで、人形みたい……）


　自分で、そう思う。


　しかし、この人形はとてつもない力を内包している──リリアンナは、自分の中に潜む恐おそろしいまでの力の存在にも気づいていた。それもまた、魔剣に触れることで目覚めたものだ。額の角は、抑おさえられなかった力が溢あふれ出た証あかしでもある。


「……今日は、儀ぎ式しきはしないの？」


「は。ラーデルハイド様は現在、ゾルディッシュ要塞で迎げい撃げき部隊の編制を行っておられます。儀式は、そのあと行われるものかと……」


「ふぅん……」


　自分で尋たずねておきながら、ザグナガルタの答えを聞いても、特になにも感情は動かなかった。


　ラーデルハイドは、リリアンナの真の記憶を呼び覚まそうと、毎日儀式を繰くり返している。いまある〝蛮王の剣〟の力を結集し、リリアンナに力を取り戻もどさせようとしているのだ。


　確かに、その影えい響きようでリリアンナは力に目覚め、肉体にも変へん容ようが起こり始めている。それはすなわち、魂たましいに〝穢けがれ〟が生じ、その影響が肉体にも出始めている証しよう拠こだ。


　着実に、人間であった自分からは遠ざかっている──その自覚も、ある。だがそれを嫌けん悪おすることもなく、逆に喜びもない。


　ただ、抜ぬけ殻がらのような感覚。自分が自分として存在している、その自覚さえ曖あい昧まいだ。まるですべてが夢ゆめの中の出来事のようで、現実感がない。


（もう……なにもかもわからない……）


　リリアンナは膝ひざを抱かかえ、足首のアンクレットに触れた。


　以前からの持ち物で、いまでも身につけているのはこのアンクレットだけだ。理由はもう思い出せないが、これだけは手放したくない──その主しゆ張ちようを、ラーデルハイドが受け入れてくれたのだ。城の守りは万ばん全ぜんだからと、許してくれた。


　いまのリリアンナには、もうこのアンクレットの意味もよくわからない。ただ、ときどき触さわりたくなる。そうすることが、唯ゆい一いつ自分を保つ方法のような気がして。


「……人族の軍勢は、この城まで攻せめてくると思う……？」


　少女は再び顔を上げ、巨漢のトロールに声をかける。


「恐らく、それは難むずかしいでしょう。ラーデルハイド様が束たばねる軍団は、五万を超こえます。人族の軍は、海上船団と合流しても三万前後。その程度の軍勢では、ゾルディッシュ要塞にたどり着けたとしても、落とせはしません」


　蛮ばん族ぞくには、非戦闘員という概がい念ねんがない。蛮族はみな戦うために生まれ、生きている。男も女も、大人も子供も関係なく、戦闘力を持たない者は、死ぬだけだ。だから蛮族の大半は、早熟で寿じゆ命みようも短い。


「それに……」


「それに？」


「たとえ誰だれがこの城に乗り込んでこようとも、絶対にあなたは俺が守ります。この命に代えても、必ず」


　ザグナガルタは、深々と頭を下げる。


　トロールの特とく異い性せいは、その戦いに臨のぞむ姿し勢せいだけではない。一度主あるじと決めた相手に尽つくす絶対の忠誠もまた、蛮族の中では独特だった。


「わたしを、守る……？」


「はい。必ず」


　揺ゆるぎない、迷いのかけらさえ差し挟はさむ余地のない答え。


　その答えを聞いて、なぜか、リリアンナの両目から涙なみだがこぼれた。自分でも理解できない。けれど、涙が出てくる。


（アレク……）


　その名を、思い出す。そして足に施ほどこされたアンクレットに指を這はわせ、目を閉とじた。


（もう、わからない……なにも、わからない……）


　涙は、止まらない。


　涙の意味も理解できないまま、リリアンナはただ声もなく泣き、忠臣のトロールは黙もくしてなにも語らない。


　けれどいまは、その沈ちん黙もくが、なぜかありがたかった。
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　海上船団がブルームに到着した、翌日未明。


　対蛮族同どう盟めい軍の諸将は、急きゆう遽きよ再さい招しよう集しゆうされていた。


　まだ薄うす暗ぐらい中、緊きん急きゆうの呼び出しだけに、みな怪け訝げんな表情をしていたり、緊急事態と考えて険けわしい表情の者もいる。


　だが彼らを待ち構える皇こう帝ていユリウスの顔には、どこかいたずらを成功させた少年のような表情が浮うかんでいた。


「おはよう諸君。昨夜ゆうべはよく眠ねむれたかな？」


　全員がどうにか遅おくれることなく席についたのを見み渡わたし、ユリウスはそう告つげる。


「ユリウス殿どの。わざわざこんな早朝に我われらを緊急招集したということは、なにか非常事態でも発生したのですかな？」


　そう発言したのは、エルシャレード将軍だ。気き骨こつある武人らしく、緊急の招集であっても完全武装で馳はせ参さんじている。


「いや、これは非常事態招集ではない。予定された作戦行動だ」


「作戦ですと……？」


　さわっと、場が揺れる。


「我わが対蛮族同盟空軍は、このあと即そく時じに北へ向けて出しゆつ撃げきする。いつでも飛び立てるよう準備しておくことは、みなも同意していたことだ。可か能のうだろう？」


「それはもちろん、すぐにでも船団は飛ばせてみせますが……理由は説明していただけるのでしょうな？」


　エルシャレード将軍の言葉に、ユリウスは自信たっぷりに頷うなずく。


「蛮族軍もバカではない。ここで時間を費ついやせば、防ぼう御ぎよ態勢を整ととのえ、この地へ攻撃軍を派は遣けんしてくるだろう。そうなれば、数に劣おとる我らが攻こう勢せいに転ずることは難しい」


「ですが、先日の作戦会議では、出陣は一週間後と……」


「左さ様よう。そのようにコロコロと作戦方針を変えられたのでは、軍団は動かせませぬ。わたしは昨夜の作戦通り、海上船団の合流を待って進軍を開始するのが妥だ当とうと進言します」


　戸と惑まどうエルシャレード将軍の言葉を継つぐように、クーデリア侯こう爵しやく領りようの代表が発言する。他ほかの諸将も、急な作戦変へん更こうに戸惑っているせいか、その意見に同調する気配があった。


「あの作戦会議は、すべて偽ぎ装そうだ。飛空船団による強きよう襲しゆう作戦の実行時期を敵てきに錯さく誤ごさせるための作戦なのでな」


「偽装!?　ユリウス陛下、それはあまりに我らを軽かろんじた行いではありませんか!?」


　普ふ段だん冷静なクーデリア侯爵領の代表が、珍めずらしく声を荒あららげた。その一言で、明らかに場の雰ふん囲い気きは険悪になる。


「敵を欺あざむくために味方にも秘ひ密みつを持つことは、少なからず作戦上は必要でしょう。しかし我ら志こころざしを同じくする同志を騙だまし討うちするかのごとき采さい配はい、同盟の団結を損そこなう危き険けんな行いと断だんじざるを得ません。即そつ刻こく、撤てつ回かいされたほうがよろしいかと」


「……確かに。このように急な作戦変更は混こん乱らんを生み、信しん頼らい関係を損なう原因となる。普ふ通つうに考えれば、最悪の愚ぐ策さくだ。それゆえ、このようなことはこの遠えん征せいにおいて二度と行うつもりはない」


「だから、今回は認めろとおっしゃられますか？　ですがそのようなことで、今後陛下への信頼を皆みなが持ち続けることが可能とお考えか？」


「ふふ……勘かん違ちがいしてもらっては困る」


「勘違い……？」


　ユリウスの笑えみに、クーデリア侯爵領の代表は細い目をさらに細める。


「真の作戦を秘ひ匿とくし、間かん者じやの目を欺く必要がなくなるから、二度としないと言っているのだ。言っていることの意味……わかるか？」


「ま、まさかこの中に蛮族と内通している者がいるとでも……!?　いけませんぞ、陛下！　この上同志を疑うようなことがあれば、同盟は間ま違ちがいなく瓦が解かい──」


　ヒュン。


　一いち陣じんの風と共に、クーデリア侯爵領代表の言葉が途と切ぎれた。


　直後──その首がごろりとテーブルの上に落ちる。


「な……っ!?」


　場にいた者全員が、椅い子すを蹴けるようにして立ち上がる。


　なぜなら首を刎はねたのは、ルキスラ皇帝ユリウス、その人だったからだ。


「静まれ！　静まらんか！」


　だが騒そう然ぜんとなる天幕の中を収めたのは、エルシャレード将軍の銅ど鑼らのような声だった。


「しかし、エルシャレード将軍っ、このようなこと──」


「諸しよ侯こう、落ち着いてその者の屍しかばねを確かめられよ」


　そう言って、将軍は鞘さやに入ったままの剣けんで落ちた首を転がす。


　するとその顔は、細目の代表のものではなく──角を持つ鬼おにのような形ぎよう相そうのものに変わっていた。


「食オ人ー鬼ガ!?」


「い、いつから入れ替かわっていたのだ……!?」


　天幕の中は、一気に騒然となる。だがユリウスは落ち着いた態度を変えることなく、剣を鞘に収めて椅子に座すわり直した。


「以前から疑いはあったのだが、確信が持てなくてな。作戦会議のあとの動きをリグオンに水すい晶しよう球で追わせていた。使い魔まを使って、蛮族どもと連れん絡らくを取っていたようだ」


「それで、偽にせの作戦を……？」


「そういうことだ、エルシャレード将軍。これで蛮族軍は、我らが一週間ここに留とどまってから動くという情報を前ぜん提ていに行動することになる」


　にやりと笑うユリウスに対し、エルシャレード将軍もその大きな顔に大きな笑みを浮かべた。


「ならば、これは急いで出しゆつ陣じんせねばなりませんな」


「ああ。間者の死にも、いずれ気づかれるだろう。その前に、我らは敵てきに致ち命めい的てきな一いち撃げきを加える」


「ふふふ……であれば、先せん陣じんは我がフェンディル王国空軍にお任せくだされ。必ずや、敵てき陣じんに強力なくさびを打ち込んでご覧にいれますぞ！」


　喜色満面、エルシャレード将軍は拳こぶしを振ふり上げる。


　対蛮族同盟軍が誇ほこる飛行船団が動き出したのは、それからまもなくのこと。


　まばゆい朝日の中の出陣であった。
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　ルキスラ皇帝ユリウスが率ひきいる飛空船団の動きは、まさに神速だった。


　同じ飛空船の中でも、足の遅おそい気き囊のう型飛空船は戦列から外し、空中戦せん艦かんを中心とした高速航行の可能な船のみで進軍。


　正午を回る頃ころには、敵の防ぼう御ぎよ陣じん地ちを飛び越こし、ヴァルクレア城を望のぞむ山さん岳がく部へと到とう達たつしていた。


　前日に届けられた偽にせ情報を信じていた蛮族軍は大混乱に陥おちいり、挙げ句上空からの砲ほう撃げきで蛮族軍の宿営地は大打だ撃げきを被こうむった。さらにそのまま敵拠きよ点てんであるゾルディッシュ要よう塞さいへ到達。猛もう烈れつな砲ほう火かを一方的に撃うち降ふらす。


　対空戦せん闘とうではあれほど役立たずぶりを露ろ呈ていした艦かん砲ぽうも、こと地上の目もく標ひようへ頭上から砲ほう弾だんを降らせるには十分以上の威い力りよくを発はつ揮きしていた。特に爆ばく音おんと火柱は臆おく病びようなゴブリンやコボルドといった下級蛮族を怯おびえさせ、混乱させる。それゆえ、蛮族軍のほとんどの部隊が戦わずして壊かい走そう。結果として、蛮族軍全体に回復不能なほどの打撃を与あたえることとなった。


　戦いは、まずは対蛮族同盟軍の圧あつ倒とう的てき優勢で始まっていた。





「すげーな……」


　高速飛ひ空くう艇ていの船窓から飛空船団の攻こう撃げきを見やり、アレクは生なま唾つばを呑のむ。


　ヴァルクレア城へ向かう谷間に造つくられた敵要塞は、見るからに難なん攻こう不ふ落らくだった。地上から攻撃したならば、数ヶ月かかっても落とせなかっただろう。


　しかし上空からの攻撃となれば、別だ。無防備な頭上からの砲撃にあちこちから火の手が上がり、それでもなお飛空船団は砲撃の手を休めはしない。


　特にルキスラの空中戦艦の火力は尋じん常じようではなかった。無む慈じ悲ひと言っても過言ではないほどの、魔ま力りよくを帯びた砲弾の雨。その下にいるのが自分でなくて本当によかったと、心の底から思う。


「要塞の形が変わってきてるぜ……」


「陥かん落らくするのは、時間の問題だね……」


　ヴラドも隣となりの窓からその光景を見やり、つぶやく。要塞周辺に宿営地を形成していた部隊も、蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ出しているのが見えた。ヴァルクレア城方面から増ぞう援えん部隊がやってくるのも見えるが、その鼻先にも砲撃が加えられ、動きは鈍にぶい。


「小型飛空艇が出ました！」


「陸戦隊を下ろすんだな……いよいよ詰つみか」


　やはり窓から見ていたユーリカの指し摘てき通り、空中戦艦からアレクたちが乗っているのと同じ小型飛空艇が複ふく数すう飛び出す。その一隻せきごとに、百人からの完全武装した兵士が満まん載さいされているのだ。それも、帝てい国こく屈くつ指しの精せい鋭えいたちだ。ヴラドの言う通り、もはや陥落は時間の問題だろう。


「幻げん獣じゆうの部隊が飛空船迎げい撃げきに出たな……ここまでは想定した通りだ」


　飛空艇に同乗していたリグオンが、水晶球を覗のぞき込みながら告げる。


　飛空船団の圧倒的な攻撃は、もちろん要よう塞さい陥かん落らくが目的だ。だがもうひとつ、蛮ばん族ぞく軍の目を集めるという目的も有していた。


　それは、アレクたちを乗せた小型飛空艇の存在を、敵から隠かくすため。


　この作戦のために特別に造つくられた飛空艇には、船体を透とう明めい化する魔ま法ほうの処置がなされている。だから飛んでいることに気づくことは、非常に困こん難なんだ。だが念には念を入れて、ヴァルクレア城へ直接乗り込む彼らから目を逸そらすべく船団の攻撃は続いていた。


「まもなく、ヴァルクレア城だ……覚かく悟ごを決めろよ、若いの」


　リグオンの指摘に、アレクは反対側へ目をやる。


　するとそこに浮かび上がったのは、まるで闇やみそのものを固めて造ったかのような、漆しつ黒こくの城。蛮族の邪じや気きによって歪ゆがめられ、穢けがされたかのような、禍まが々まがしい姿すがたの城だった。


（あそこに、リリアンナがいる……）


　今もなお、アンクレットは彼女の居場所をアレクへ伝えてくれる。着実に、近づいている。


「攻撃が続いている間に城内に入らないといけないし……飛ばすわよ！」


　飛空艇の操縦を担たん当とうするバルバラが、振り返ってそう告げる。


　アレクを始め、選せん抜ばつされた精鋭が十名。彼らは全員座ざ席せきに座すわり直し、ベルトで体を固定した。それを確かく認にんしてか偶ぐう然ぜんか、飛空艇はぐんっと加速する。


　もう船窓からは全体が見えないほど、ヴァルクレア城に近づいていた。




第四章『ヴァルクレア城、攻こう略りやく』













　三百年前の〈大破局〉において、まず初めに世界を襲おそったのは巨きよ大だい地じ震しんだった。


　この壊かい滅めつ的な破は壊かいを引き起こしたのは、蛮ばん王おうの力によると伝承は伝えている。だが果たして、神に匹ひつ敵てきする存在だとしても、それほどまでの力を振るえるものであろうか。


　近年、魔ま動どう機き文明アル・メナスの遺い跡せきから発はつ掘くつされてきた文ぶん献けんによれば、進歩しすぎた魔動機技術によって、世界を滅ほろぼすほどの装置が生み出されていたという。そうした数々の究極兵器の存在によって、世界の均きん衡こうと安定は保たれていたというのだ。


　にわかには信じがたい話ではあるが、アル・メナスの技術力は現在我われ々われが想像するものを遥はるかに超こえていたとも考えられている。だとすれば、そんな究極兵器たる魔法装置が存在したとしても驚おどろくには値あたいしないのかもしれない。


　そしてそうした使うに使えない危き険けんな装置を、密ひそかに地底にて勢力を拡大し続けていた蛮族が強ごう奪だつしたとすれば──〈大破局〉のごとき惨さん事じが起きたのも頷うなずける。


　結局アル・メナスは、己おのれの生み出した力によって、滅び去ったとも言えるだろう。




──ある研究者の手記より
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　ゾルディッシュ要塞陥落の報に、ヴァルクレア城は騒然とした雰囲気に包まれていた。


　到達まで五日以上はかかるだろうと予想されていた人ひと族ぞくの軍勢が、飛空船団のみで進軍し、一日で要塞を落としてしまったのだから、当然といえば当然である。


　さらに海上船団から上陸してきた軍勢が追うように進軍を開始、そちらに反応した南部の蛮族軍には大きな混乱が見られ、全体の統制は崩くずれていた。


　もとより、蛮族は協調性に乏とぼしく、大集団で動くのに適てきしていない。その影えい響きようもあって、軍を離り脱だつする者も続出。気づけば、数の有利はかなり減退していた。


　だがそれでも、まだ数の上では蛮族軍が圧あつ倒とうしている状じよう況きように変わりはない。


　戦いの趨すう勢せいは、まだ揺ゆれる天てん秤びんのように不確かだった。





　蛮族軍を束たばねるドレイクの王、ラーデルハイドは儀ぎ式しきの間にいた。


　ヴァルクレア城の内ない郭かくの、かなり上階に位置する大きな部屋だ。


　部屋の壁かべや床ゆかすべてが、黒大理石で造つくられた漆黒の空間。その床には複ふく雑ざつな魔ま方ほう陣じんが刻まれ、中央にはやはり黒大理石の台だい座ざがある。


「シェザール……我わが君……」


　ラーデルハイドはその台座の傍かたわらに立ち、つぶやく。


　台座の上には、魔ま剣けんと共に、ひとりの少女が横たえられていた。最小限の衣ころもだけをまとい、いまは静かに眠ねむっている少女。


　──リリアンナだった。


「すでに幾いく本ほんかの剣つるぎは失われ、かつてのあなたを完全に蘇よみがえらせることは不ふ可か能のうです……ですが、かつてのあなたに限りなく近づけることは不可能ではありません……いや、むしろ余計な記き憶おくや想おもいを切り離はなし、以前以上の存在になれる可能性もあります……」


　そっと、優やさしく少女の頰ほおに触ふれる。


「あなたは本当に、恐おそろしい破壊の女め神がみであり、容よう赦しやなき死の女王でした……大地を砕くだき、嵐あらしを呼び、津つ波なみを引き起こしても眉まゆひとつ動かさない、完かん璧ぺきなる我らの王でした……そんなあなたにわたしは敬服し、尊敬し、すべてを捧ささげると誓ちかった……あなたこそが、真の王と信じたからです」


　頰から額ひたい、そして角へと指を這わす。だが、少女は動かない。


「なのに……なのに、あなたは我らを裏切った。あの人間の戦せん士しに惑まどわされ、あなたは我らバルバロスの誇りを失った……愛などという下らないものに幻げん惑わくされ、戦いの心を失い、我らは悲願達成を目前にして崩ほう壊かいする他ほかはなかった」


　怒いかりと悲しみをわずかに滲にじませ、ラーデルハイドは目を伏ふせる。


「……あなたもまた、シェザール様を愛していらしたのですね」


　そう告つげたのは、ラーデルハイドの背後に控ひかえていた若きドレイク──エーラスレーダだった。


「愛、だと……？　このわたしに、愛などという下らぬ感情はない！　わたしにあるのは、絶対的な力への尊敬と崇すう拝はいだけだ！」


　ドレイクの王は振ふり返り、怒いかりのままに吠ほえる。だが並なみの蛮族ならばすぐさまひれ伏すようなラーデルハイドの怒ど鳴なり声ごえを受けても、若きドレイクの表情は変わらなかった。


「愛……か。ふふ。そうかもしれぬ。わたしは知らず知らずのうちに、そうした感情を抱いだいてしまったのかもしれん」


　そんなエーラスレーダの様子に、ドレイクの王は自じ嘲ちよう気味に笑う。


「ならば、忌いま々いましき人間の戦士レリクスへの怒りの感情は……人族どもの言う〝嫉しつ妬と〟というものか？　なるほど、我が力が衰おとろえたのも頷ける」


「ラーデルハイド様……」


「よかろう。我が想いを愛と言うならば言え。我が怒りを嫉妬と笑うならば笑え。だがわたしの望み、わたしの喜びは変わらん。我が君を蘇らせ、我らバルバロスが再び世界の覇は権けんを握にぎること……そのためだけに、わたしは生きてきた。我が君のためだけに……」


　そう告げ、少女を見下ろすラーデルハイドの眼まな差ざしは、驚くほどに優しい。その姿すがただけ見れば、とても残ざん忍にんで凶きよう暴ぼうな蛮族の長おさとは誰だれも思うまい。


「おまえにも、望みはあるのか？　エーラスレーダ」


「わたしの望み……ですか」


　ドレイクの王の真まっ直すぐな瞳ひとみに、エーラスレーダはしばし押おし黙だまる。


「わたしの望みは……潰ついえました。死と再生を司つかさどる魔剣を手にしたところで、わたしが愛した者は蘇りません……壊こわれた絆きずなも、元に戻もどすことはできないでしょう」


　腰こしに吊つるした、魔剣。その柄つかを摑つかみ、若きドレイクはわずかに奥おく歯ばを嚙かむ。


　生命を司る魔剣、〝死と再生デスアンドリバース〟。その力をもってしても、彼が犯おかした過あやまち──失われた最愛の人の魂たましいは返ってはこなかった。すでに天へと昇のぼった魂を引き戻すことができないことを、エーラスレーダは理解している。それでも、魔剣の力に縋すがりたかった。


　そして、願いは叶かなわなかった……。


「──ドレイクとして不完全に生まれ、人間として育てられたがゆえの苦く悩のうか……だがいまのわたしならば、おまえの想い、多少は理解してやれる」


「ラーデルハイド様……」


「なぜおまえを救い、我が陣じん営えいに加えたか、自分でも疑問に思うことはあったが……いま改めて理解したよ。わたしは、おまえの瞳に自分の姿を見たのかもしれん」


　ドレイクの王はエーラスレーダに歩み寄り、その頰に手を添そえる。


「望みがないというのであれば、我が望みにおまえの望みを重ねよ。我が喜びをおまえの喜びとするのだ。絶対の忠誠を誓え。わたしと、我が君へ……な」


「はい……我が偉い大だいなる王、ラーデルハイド様……」


　若きドレイクはひざまずき、忠誠の証あかしとして頭こうべを垂れた。その姿にラーデルハイドは満足げに頷き、再び蛮王の転生体である少女へ振り返る。


「まもなくだ……我が大たい願がん、あと少しで成じよう就じゆする。あの男との記憶、愛などという下らない感情……そうしたおよそバルバロスに必要のないものを取り除き、いまこそ完全なるバルバロスの王として、我が君は蘇る……」


　愛いとおしい者を慈いつくしむ眼差し……だがラーデルハイドはすぐさま表情を険けわしくすると、若きドレイクを振り返る。


「儀式を始めるぞ、エーラスレーダ」


「は……」


　主あるじの言葉に、エーラスレーダは腰から魔剣を外し、捧げるようにして持つ。


　前ルキスラ皇こう帝ていカリストが持っていた蛮王の剣──〝死と再生デスアンドリバース〟。


　一度は真まっ二ぷたつに折られたが、その名の通り〝再生〟の力を持つこの魔剣は、すでに元通りの状態に戻っている。


　そしてその力は、本来の持ち主である〝蛮王〟の復活に用いられるものなのだ。


「我が君……再び人ひと族ぞくどもは、この地へ押し寄せています。いまこそ完全なる復活を遂とげ、やつらに鉄てつ槌ついを下すべき時なのです」


　ラーデルハイドは腕うでにある黒いブレスレットに手をかざす。すると、そこからひと振ふりの魔剣が現れた。それもまた、〝蛮王の剣〟なのだろう。刃やいばは水すい晶しようのように透すき通とおっており、驚くほど強い魔ま力りよくを放はなっている。


「エーラスレーダ、剣を」


「……どうぞ」


　歳とし経へたドレイクは、自みずからが取り出した魔剣を少女の体に重ねて置き、エーラスレーダから〝死と再生デスアンドリバース〟を受け取った。そして鞘さやを払はらうと、その漆しつ黒こくの刀身を掲かかげて精神を集中してゆく。


「飛び散ったあなたの魂……そのひとつを再びあなたへ戻します、我が君……」


　魔剣に秘ひめられた再生の力を用い、蛮王シェザールの肉体と魂を完全に復活させるため、ラーデルハイドは己の魂を削けずり、魔剣の力を極限まで引き出そうとしていた。エーラスレーダもまた、それを手助けするように手をかざし、共に精神を集中させる。


「あなたが目覚めれば、万の軍勢も一いつ瞬しゆんで滅ぼせましょう……どのような敵てきも、恐れるには値あたいしません……我が声にお応こたえください……っ」


「う、う…………っ」


　魔剣が輝かがやきを増まし、それに応じてリリアンナが呻うめきを洩もらす。


　儀式の間の床を埋うめ尽つくす魔方陣もまた反応して光を放ち、少女の体へと流れ込んでゆく。そのたびごとにリリアンナの体はぴくん、ぴくんっと反応した。全身から汗あせが玉のように浮うかび上がり、顔が上気して息が荒あらくなる。


「魔剣〝空烈の刃エアレイザー〟よ……我が君の肉体へと戻り、さらなる力となれ……」


　ラーデルハイドはそう告げるや、魔剣に右手をかざす。


　少女の上に重ねられた魔剣が、強い光を放ち始めていた。やがて剣の形を失い、光の粒りゆう子しとなってリリアンナが持つ魔剣へと吸い込まれてゆく。


　それに伴ともない、短かった片方の角が、ゆっくりと伸のび始めた。大きく、少女の体が跳はねる。


「あ、ああ……っ、うぅ……っ」


　苦く悶もんの声。荒い吐と息いき。


　それに応えるように、ラーデルハイドも全身全ぜん霊れいを込こめて魔剣の力を制せい御ぎよする。エーラスレーダも、体内のマナを絞しぼり出すようにしてそれを支える。


「真なる目覚めを……我が君……っ」


　かざした魔剣は、最高潮を迎むかえるように一ひと際きわ強い光を放つ。


　それを受け、少女の全身が大きくのけぞった。


　だが次の瞬しゆん間かん、ラーデルハイドは負荷に耐たえきれず、魔剣をその手から落としてしまう。


「う……く……まだ……まだ、足りないのか……」


　乾かわいた音を立てて魔剣は床に転がり、力を使い果たしたドレイクは膝ひざをついた。大きく、荒い息を吐はく。


「ラーデルハイド様……っ」


　同じく荒い息を吐きながら、若きドレイクがその体を支える。


「あなたの体も、万ばん全ぜんではないのです。あまり無む理りをなされると──」


「よいのだ、エーラスレーダ。本来ならば、三百年前の戦いで我が身は滅ほろんでいたはずだ。だがおめおめと生き延びた以上、我が君のために残るすべての命を捧げるのは本ほん望もう」


　ラーデルハイドは激はげしく咳せき込み、その口からは鮮せん血けつがこぼれる。


「我が命、そう長くはない……なればこそ、一刻も無む駄だにはできんのだ」


　血を拭ぬぐうドレイクの王を、エーラスレーダはただ支えることしかできない。


「……やはり、残る剣、すべてを集めねばならんようだな……」


「はい……しかし、ザグナガルタは問題ないとして、あのギルグレイが魔ま剣けんを献けん上じようするでしょうか……」


「……我が君の力が増せば、逆らうことはできんよ。そのためにも、我が君には力を取り戻していただかねばならん……」


「はい……」


　ラーデルハイドは呼吸を整ととのえ、立ち上がる。エーラスレーダも魔剣を拾い上げると、それを鞘に戻した。


「いま少し、お待ちください……我が君」


　乱れた少女の髪かみを指で梳すき、ドレイクの王は一礼する。


「……人族どもを葬ほうむり、魔剣を取り戻す。そして必ず、目覚めさせてみせましょう……」


　そして不ふ埒らちなる人族どもに鉄槌を下すべく、ラーデルハイドは儀ぎ式しきの間をあとにした。
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「──なんだよ、ずいぶん悲ひ惨さんな状じよう況きようになってるじゃねぇか」


　玉ぎよく座ざの間まに戻ったラーデルハイドへ一番に声をかけてきたのは、ギルグレイだった。


「本ほん格かく的な戦せん闘とうはまだ先だって言うからよ、オレの軍が到とう着ちやくするのは早くても二日後ぐらいだぜ？」


「……少しでも急がせろ」


　少し嘆たん息そく混じりに、ラーデルハイドはそう告げる。


　玉座の間で二人のドレイクが来るのを待っていたのは、ギルグレイとザグナガルタだった。ゾルディッシュ要よう塞さい奪だつ還かんのための、作戦を練る必要があるからだ。


「一応、急ぐように伝令は出しといたよ。なんせ敵の地上軍がゾルディッシュ要塞の先せん遣けん部隊と合流しちまうと、この状況を覆くつがえすのは難しそうだしな」


　どこまでも人を食ったような態度で、ギルグレイが告げる。


「だけどそれより、例の〝魔ま法ほう装置〟を使ったほうが早はえぇんじゃねぇの？　あの程度の軍隊、一発で吹ふっ飛ばせるだろうによ」


「……あれを使うには、我が君に大きな負担を強しいることになる。まだ覚かく醒せいも不完全な段階で起動すれば、望んだ効果が得られぬだけでなく、我が君の命さえ危険にさらすことになるのだ。易やす々やすとは扱あつかえん」


「なんだ、まだ完全復活してねぇのかよ、あんたの〝我が君〟は」


　小こ馬ば鹿かにしたような言いように、ドレイクの王は目を細める。


「おおっとと。そうだよな、そう簡かん単たんにはいかねぇよな。はははは」


「ギルグレイ」


　緑りよく髪はつのバジリスクの言葉を遮さえぎるように、ザグナガルタがその名を呼んだ。


「ラーデルハイド様は、三百年間この城を守り続けた我らが王だ。愚ぐ弄ろうするような口のききかたは、それぐらいにしておけ」


　がちゃり、と腰の大たい剣けんが鳴る。


　ザグナガルタが持てば、一見すると普ふ通つうの剣のようだ。だが、その刃は渡わたりは優に人間の身長を超こえている。


　しかもその剣もまた、〝蛮王の剣〟だった。秘ひめたる魔力の膨ぼう大だいさは、鞘から抜ぬき放はなつまでもなく感じ取れる。


「ザグナガルタ、よい」


　ラーデルハイドが、巨きよ漢かんの戦士を制する。


「ならば、ラーデルハイド様。我がトロール戦士団に出しゆつ撃げきの命を。たかだか二千やそこらの先せん遣けん隊たい、何ほどのものでもありませぬ。必ずや人族どもを蹴け散ちらし、シェザール様を害しようとする輩やからを皆みな殺ごろしにしてみせましょう」


　ザグナガルタは剣から手を放し、ひざまずく。


「……よかろう。ならばおまえに五千の兵を預あずける」


「は」


「ギルグレイ、おまえも共に出しゆつ陣じんせよ。人族の中にも、〝魔剣〟を持つ者がいる。油断はするな」


「人族相手に〝魔剣持ち〟二人とは念の入った話だな。例の〝魔剣砕きソードブレイカー〟のガキ、大した相手じゃなかったけどよ」


「油断するな……そう言ったはずだ」


「へいへい。怖こわい顔すんなって」


　あくまで軽い調子で、ギルグレイは両手を広げる。


「んじゃあ、さっそく行ってくるか。おい、ザグ。行くぜ。人族どもを思う存分ぶっ殺したら、少しはスカッとするんじゃねぇの？」


　ギルグレイはトロールの背中を気安くぽんっと叩たたき、玉座の間から出て行く。やや不満げではあったが、ザグナガルタもそれに続いて玉座の間を去った。


「……勝てますか、ラーデルハイド様？」


　エーラスレーダの問いに、ラーデルハイドは即そく答とうしない。


「負けることなど、あり得はしない……だが、打てる手は打っておく必要があるだろう」


　ドレイクの王は、覚かく悟ごを決めるようにつぶやく。


「……〝大地を揺さぶるものアースシエイカー〟を起動する」


「!?　ですが、そのためにはシェザール様の力を使わなければ──」


「最小規き模ぼなら、大きな影えい響きようはない。確かく実じつな勝利のためだ……不ふ本ほん意いだが、準じゆん備びを進めておいたほうがよいだろう」


「わかりました……」


「おまえは儀式の間にて、我が君をお守りせよ。まもなく目覚められるはずだ。そうなれば、我が許もとへお連れするのだ」


「……はい、ラーデルハイド様」


　エーラスレーダは、ドレイクの王へ頭を下げる。


　それを見届けると、ラーデルハイドもまた、玉座の間をあとにする。


　向かうは、ヴァルクレア城最上階。


　魔法装置〝大地を揺さぶるものアースシエイカー〟が置かれた場所だった。
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　ゾルディッシュ要塞を巡めぐる攻こう防ぼうは、深夜になっても激はげしさを増ますばかりだった。


　蛮ばん族ぞくのほとんどが夜行性のため、夜のほうが本領を発はつ揮きできるという理由もある。だがひとたび落ちた要塞を奪だつ還かんするのは、非常に困こん難なんだった。特に人族の軍勢は上空から侵しん入にゆうし、城門を破は壊かいしなかったため、地上からの攻こう撃げきでは本来の難なん攻こう不ふ落らくぶりを発揮していたのである。


　幻げん獣じゆうによる空からの攻撃も繰くり返されたが、ルキスラが誇ほこる空中戦せん艦かんの火力が空の守りとなり、要塞内へ攻撃するには至っていない。蛮族軍はその持てる兵力の大半を動員し、奪還のための攻撃を繰り返す。ついにはトロールの戦士団まで出陣するに至り、ヴァルクレア城の守りはずいぶんと手て薄うすになっていた。


　その隙すきをついて、透とう明めい化する魔ま力りよくが与あたえられた高速飛空挺がすぐ近くに降り立ったことに気づいた者は、いない。


　皇こう帝ていユリウスが派は遣けんした決死隊は、易々とヴァルクレア城内への侵入を果たしていた。





「こうも読み通りだと、怖いぐらいだな」


　城内を歩きながら、アレクは小声でつぶやく。


　城の外も中も、警備は極きわめて手薄だった。もちろん魔ま術じゆつ師しリグオンが事前に潜せん入にゆう調査し、抜け道を見つけていてくれたことも大きいが、それにしてもすんなりと侵入できていた。


　決死隊は、総勢十八人。アレクたち四人にバルバラとリグオンを加え、さらに十二人のルキスラ軍精せい鋭えいが同行している。


「陽動は成功ってことね」


　バルバラとユーリカが先頭に立ち、見張りや罠わながないか警けい戒かいしながら進む。


　ヴァルクレア城は、元来魔ま動どう機き文明時代に人族が造った城だと言われている。しかし蛮族に奪うばわれてから三百年以上の月日によって、禍まが々まがしい装そう飾しよくがそこかしこに施ほどこされていた。生産性がないと言われる蛮族だが、芸術に関しては独特の文化を持っているのだろう。蔦つたが絡からまったようなレリーフや目を模もした彫ほり物もの、棘とげのようなものが多く見られる。


「リリアンナの居場所は、変わらずか？」


　ダリウスが血の滴したたる大剣を担かつぎながら、確かく認にんしてくる。


　うまく潜入できたとはいえ、見張りがいないわけではない。ここまで、何人もの蛮族を倒たおしている。だが敵の本ほん拠きよ地ちと考えるならば、手薄すぎるほどだ。


「微び妙みように動いていたけど、基本的には変わらない……このまま行けば、大だい丈じよう夫ぶ」


　アレクはリリアンナに渡わたしたアンクレットの位置を確認しつつ、上を見上げる。


　リリアンナの気配は、ヴァルクレア城の上階から感じていた。アレクたちはそれをひとつの指針に、先を進む。


「そこから隠かくし通路に入れる。この城の主あるじの居室まで、あとはそのまま進むだけだ」


　リグオンはそう告げると、壁かべに近づいた。一見すると装飾が施された壁だが、杖つえの先で数回叩くと、重い音を立てて石の壁がゆっくりと開いてゆく。


「このあたりは、ルキスラの皇城と一いつ緒しよだね……」


　ヴラドが中を覗のぞき、つぶやく。


　中は、狭せまく細い階段だ。ずっと上まで、続いている。


「だけど……よくこれだけ敵の本拠地を調べることができたもんだね」


　アレクはリグオンのすぐ後ろに続きながら、話しかける。


「細心の注意を払はらい、魔ま術じゆつで正体を隠して五年がかりだ。大したことではないよ」


「それにしたって、蛮族の中で五年も暮くらせば頭がヘンにならないか？」


「ふん。魔術師など、みなどこか頭がおかしいものだ。慣れればどうということはない」


「そういうものかなぁ……」


　感心したような呆あきれたような気分で、アレクはヴラドを見た。タビットの魔術師も、軽く肩かたをすくめている。


「それに、この城には〈大破局〉を起こす原因のひとつとなった魔法装置が置かれている。人族の一員としての使命感と、魔術師としての好こう奇き心しんの両方が、わたしをこの城に惹ひきつけたとも言える。そして今日、我われらはその装置の許もとへと向かうのだ」


「ちゃんと壊こわすのよ、リグオン？」


「わ、わかっておる」


　バルバラの突つっ込こみに、リグオンは露ろ骨こつに残念そうな顔をした。だがすぐに表情を改め、目的地へ向かう。


「この階段を上りきれば、内ない郭かくの最上階に出る。そこに、この城の大たい将しよう、ラーデルハイドがいるはずだ」


「そいつが、この城のボス……」


「そうだ。かつて〝蛮王〟の片かた腕うでと呼ばれた男。ドレイク族の中でも名門中の名門らしく、その位は〝侯爵マーキス〟級らしい。もっとも三百年前の戦いでその力のほとんどを失い、戦闘能力の大半を喪そう失しつしているという話だ」


「だとしたら、まだ勝てる可能性はあるよな？」


「戦闘力だけで言えば、な。だがラーデルハイドは賢かしこい。加えて、蛮族のエリートであるドレイクとしてのカリスマ性だけはいまも健在だ。大半の蛮族が彼の前では無意識のうちにひざまずき、服従を誓ちかってしまうという。いまなお、その周辺には強力な蛮族の配下がいるはずだ」


「やれるのかな、オレたちで……」


「そのための、陽動作戦だ。ユリウス皇帝自みずから前線に立ち、敵てきの注目を集めている。正直、兵力的にはいつ全ぜん滅めつしてもおかしくない規き模ぼでな」


「それは……」


「だからこそ、きみは勝たねばならない。魔ま剣けんソードブレイカーの持ち手として、〝蛮王の剣つるぎ〟を砕くだき、敵将ラーデルハイドを討うたねばならんのだ」


「そう……だな」


　アレクは責任の重さに身み震ぶるいしながらも、魔剣の柄つかを強く握にぎる。


「──心配するな。俺たちがいる」


　そう言って少年の肩に手を置いたのは、ダリウスだった。


「そういうこと。逆に言うと、きみは魔剣を確実に扱あつかうことだけ考えてればいいの。楽なもんでしょ？」


　バルバラも、笑え顔がおでウィンクする。


「わたしも、お手伝いしますからっ」


「僕も、汚お名めい返上のために全力でサポートするよ」


　ユーリカとヴラドも、アレクに向かって力強く頷うなずく。


「そしてリリアンナを、必ず助けよう」


「ああ……そうだな」


　アレクもヴラドに向かって頷き、改めて気を引き締しめる。


　リリアンナの気配は、もうすぐそこまで迫せまっていた。
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　その頃ころ、エーラスレーダは儀ぎ式しきの間まにやってきていた。


　魔ま方ほう陣じんの中央。蛮族の王──その転生体である少女は、静かにそこに横たわっている。だがゆっくりと歩み寄れば、彼女が目を覚ましていることに気づいた。


「ラーデルハイド……？」


　気配に気づき、少女が身を起こす。


「……ラーデルハイド様は、敵を倒すべく別の儀式に向かっています」


「エーラスレーダ？」


「はい……シェザール様」


　少女に歩み寄ると、エーラスレーダは一礼した。


「今日も、儀式は完かん了りようしなかったのね……」


「はい。やはり、三百年前のお力すべてを取り戻もどすのは簡かん単たんではないようです」


「……どうしても、昔の力を取り戻さなければいけないの……？」


「…………」


　その問いに、エーラはしばし沈ちん黙もくする。


「我らバルバロスの王として、絶対的な力は必要です。バルバロスは、力ない者には従いません。なぜなら、強さこそがバルバロスにとっての唯ゆい一いつ至上の価値だからです」


「じゃあ、あなたも……？」


「僕ぼくは、ドレイクです。蛮族を指し揮きし、統とう治ちすることを本能的に行うことができる能力があります。そしてもちろん、易やす々やすと人ひと族ぞくには負けない力と能力も」


「……あなたは、確か人族の中で育ったのですよね……？」


「はい。十七年以上、僕は自分が人族だと信じて生きてきました。本来なら魔剣と共に卵から孵かえる我らドレイク族ですが……僕は魔剣を持っていませんでしたし、そのせいか魂たましいの〝穢けがれ〟も少なかったのでしょう」


　少し皮肉とも悲しみとも取れる笑みを浮うかべ、自分の手を見下ろす。


「ですが、〝蛮王の剣つるぎ〟を見つけたことで、僕は自分がドレイクだと気づいた……ドレイクが、どういう存在なのかを理解したのです。そして、そのときから僕は人族ではいられなくなった……」


「だから、この地へ……？」


「……はい。僕はもう、そのまま人族の中で暮くらすことはできなくなっていました。殺さつ戮りく衝しよう動どうを抑おさえるのは難むずかしく、〝蛮王の剣〟の誘ゆう惑わくに耐たえるのは極めて困こん難なんでしたから……」


「つまり、かつてのわたしの凶きよう暴ぼうさが、あなたを人族ではいられなくしたのね……」


「はは。〝蛮王の剣〟がシェザール様の魂のかけらだとするならば、そうなりますね」


　リリアンナの言葉に、エーラは苦く笑しようを浮かべる。


「過あやまちを犯おかした僕は、数々の追っ手に追われることになりました……そして身を守るためとはいえ、僕はたくさんの人を殺あやめすぎました。疲つかれ果て、生きることに限界を感じていた僕を拾ってくれたのが……ラーデルハイド様です」


「彼が、あなたを……？」


「そうです。ラーデルハイド様は、僕を同どう志しとして受け入れてくれた……そして同じ〝蛮王の剣〟を持つ者として、あなたを蘇よみがえらせることの意味を理解したんです」


「人族の世界には、もう戻れないから……だから、蛮族の仲間になったのではないの？」


　その問いに、エーラはしばし沈黙する。


「……否定は、できないでしょうね。僕は、人族の中で長く育ちすぎた……人は、ひとりでは生きていけない弱い生き物だ。蛮族とは違ちがい、誰だれかに寄より添そっていないと生きてはいけません。だから僕も仲間を求め、ラーデルハイド様にすがっただけかもしれない……」


「人族の世界へ戻りたいと……思う？」


「さあ……それはどうでしょう。いかにドレイクといえど、過ぎた時間を巻まき戻すことはできません。戻りたいと望み、戻ったところで……受け入れてはもらえないでしょうね」


　そう告つげるエーラの表情には、諦あきらめにも似にた寂せき寥りよう感があった。


「僕はもう、戻れない領りよう域いきまで来てしまいました。そしていまさら、僕はラーデルハイド様を裏うら切ぎれない。もう、裏切りは重ねられない……」


「だから、かつての友や仲間も……殺すのですか？」


　少女の言葉に、エーラの鼓こ動どうが大きく鳴る。皮肉でも、侮ぶ蔑べつでもない。リリアンナの言葉は、純じゆん粋すいな問いかけだ。だがそれだけに、その言葉はエーラの胸むねを貫つらぬく。


「ラーデルハイド様が望むなら……殺します」


　つぶやき、唇くちびるを嚙かむ。


「……けれど、僕の本当の望みは……かつての友の手で、死ぬことかもしれませんね」


　そして、エーラは笑えみを浮かべた。


　それはひどく寂さみしげで、悲しみに満ちた笑みだった。


「…………？」


　そんなとき、リリアンナがぴくりと体を震ふるわせた。そして、虚こ空くうの一点を見つめる。


「どうしました？」


「誰かが……近づいてくる……」


「誰か……？」


「この感覚……覚えがある……確か……アレク…………？」


　少女は膝ひざを抱かかえ、慈いつくしむように足首につけられたアンクレットを撫なでる。


「互たがいの位置がわかるように……？　まさか、あの少年がこの城にいると……？」


　エーラは、少女が身につけているアンクレットの魔ま力りよくを知っていた。彼女の居場所を見失わないため、アレクたちが取りつけたものだろう。


　もちろん、取り外すことも考えた。だがこれを外そうとすると、彼女は半はん狂きよう乱らんになって拒こばんだため、ラーデルハイドも諦めたのだ。少女の居場所を知ったところで、どうせこの城に侵しん入にゆうするのは不可能──そう考えたためでもある。


「あの少年も、アンクレットをつけているのだな……そして、この城に入り込んでいる」


　飛空船団の無む謀ぼうとも言える要よう塞さい攻こう略りやくは、このための陽動だったのか──エーラは、すぐにその考えに至る。そして、すべてのことに納なつ得とくした。


「シェザール様……その者は、すぐ近くに来ているのですね？」


「……はい。もう、すぐそこに……」


　少し興こう奮ふんしたように、少女は告げる。


「そうですか……ならば、出で迎むかえねばなりませんね」


　エーラは少女の視線が向かう先へ、足を向ける。


「シェザール様は、ここでお待ちください。僕が、迎えに参ります」


「はい、エーラスレーダ……」


　笑顔で頭を下げる銀ぎん髪ぱつのドレイクに、少女は表情もなく応こたえる。


（ラーデルハイド様のため……蛮王を守る……）


　胸の内でつぶやき、小さく首を振ふる。


（どうやら、ここが決着の場らしいね……ダリウス）


　エーラは剣に手を置くと、儀式の間を出るべく歩き出す。


　その表情は、いつになく険けわしいものだった。
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「北門が破られたぞ！」


　ひときわ大きな雄お叫たけびにかき消されそうになりながら、伝令が叫さけぶ。


　その声に、ゾルディッシュ要よう塞さいを必死に守っていた対蛮ばん族ぞく同どう盟めい軍ぐん先せん遣けん隊たいの兵士たちは、みな緊きん張ちようの色を濃こくした。


「上空よりドラゴン！　対空警けい戒かい！」


「トロールだ！　トロールの群れが押おし寄せてくる！」


　警戒の声は、すぐに悲鳴に変わった。


　空中戦せん艦かんの砲ほう火かをかいくぐり、巨きよ大だいなドラゴンが要塞内に炎ほのおを吐はきながら飛び降りてくる。その混乱に呼応するように、北門を突とつ破ぱしたトロールの兵団が、ザグナガルタを先頭に狭せまい通路を前進してきていた。その勢いを止められる兵など、いるはずがない。


「殺せ！　ひとり残らず皆みな殺ごろしだ！」


　ザグナガルタの号令に、トロールたちは雄叫びで応える。


　だが彼らの足も、突とつ然ぜん止まっていた。


「──やれやれ。そろそろ限界とは思っていたが、〝魔剣持ち〟が出しゆつ陣じんしてきたのならばしかたあるまい」


　戦火に照らされた通路に、ひとりの男が立っている。


　トロールの勇者ザグナガルタも、その姿すがたを無む視しすることはできなかった。


「その剣……ということは、貴き様さまが人族の王か」


「いかにも。我わが名はルキスラ皇こう帝ていユリウス・クラウゼ。直じき々じきに相手をしてやるのだから、光栄に思うがいい」


　背せ丈たけが倍以上もある怪かい物ぶつを前に、皇帝ユリウスは臆おくすることもなく堂々と言い放った。挑ちよう発はつとも取れるその言葉を聞いて、ザグナガルタは剣を真まっ直すぐ掲かかげる。


「相手にとって不足なし。我が名はザグナガルタ。ブラッドトロールのザグナガルタだ。強者との戦いは我が喜び。存分にやり合おうぞ」


「ふん……どうやら、一ひと筋すじ縄なわではいかないようだな」


　ユリウスは余よ裕ゆうの態度を崩くずすことなく、魔ま剣けん〝制圧者オーバーロード〟を構える。


「我が魔剣〝魂の破壊者ソウルマツシヤー〟は、容よう赦しやない死を撒まき散らす。覚かく悟ごするがいい」


「こいつはご丁てい寧ねいにどうも」


「ぬぅんっ！」


　唸うなりと共に、ザグナガルタの剛ごう剣けんが走る。


「下がれ！」


　ユリウスは配下の兵に向かって咄とつ嗟さに叫ぶが、トロールの大剣は驚おどろくべき広こう範はん囲いを一気に薙なぎ払はらう。


「ぎゃ……っ」


「がは……っ」


　逃にげ遅おくれた兵士が斬ざん撃げきに呑のまれ、吹ふき飛とばされた。刃やいばが触ふれたものは壁かべもなにもかもが粉ふん砕さいされ、ザグナガルタを中心に、きれいに円形の破は壊かい痕こんができあがる。


「なんという破壊力……」


　ユリウスは、辛かろうじてその攻こう撃げきをかいくぐっていた。だが斬撃を食くらった兵士は例外なく、即そく死ししている。


「そして威い力りよくだけでなく……名前の通り魂を破壊するというわけか……」


「その通り」


　ザグナガルタは、再び悠ゆう然ぜんと大剣を構える。


「そして、次は外さぬ」


　トロールがわずかに念を込こめると、魔剣の輝かがやきがさらに増ます。自みずからの魔力を、刃へ乗せているのだ。その威力を、ユリウスは知っている。


「魔力撃の構え……それも、そうとう強力なようだな」


「──思う存分、食らってみてくれ。皇帝陛へい下か」


「!?」


　ユリウスは思いがけず頭上からかけられた声に、注意を逸そらされた。その体を、電でん撃げきの網あみが包み込む。


「おまえは──」


「ぬぅんッ」


　魔ま法ほうの網に絡からめられたユリウスは、満足に動けない。そこへ、魔力が乗ったザグナガルタの上じよう段だん斬ぎりが振り下ろされる。


　大地さえ両断しそうな唸り。動きを封ふうじられたユリウスが、その攻撃を避さけるのは不可能だった。


　ガ、ドンッ！


　猛もう烈れつな音が響ひびき、魔力の輝きと共に砂すな埃ぼこりが舞まう。


　だがザグナガルタの剣けんは、ユリウスを両断してはいなかった。


「ぬ……っ？」


「……ふふ……ぬはははははは！　この程度の斬撃、どれほどのものでもないわ！」


　大きな笑い声。自信に満ちた叫び。


　トロールの剛剣は、その声の主が持つ輝く盾たてによって受け止められていた。刃はそのまま盾の上を滑すべり、石いし畳だたみを叩たたく。


「エルシャレード将しよう軍ぐんか」


「面おも白しろそうな敵が来たと聞いたのでな。交ざりに参った！」


　大おお柄がらなフェンディルの将軍は、改めて身構え、大声で笑う。


「ドラゴンも来ていたようだが、そちらは大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「もちろんドラゴンも難なん物ぶつですが、我われらが配下なら時じ間かん稼かせぎぐらいはしてくれましょう。それよりいまは、〝蛮王の剣〟を持つ敵のほうが重要！」


　明らかに好こう奇き心しんと闘とう争そう心に目を輝かせ、エルシャレード将軍は蛮族たちを睨にらむ。


「けっ。また暑苦しいのが増ふえたもんだな」


　魔法で空を飛んでいた眼がん帯たいの男──ギルグレイは、トロールのすぐ近くに着地する。そして彼もまた、魔剣を引き抜ぬいた。


「敵は二人とも、〝蛮王の剣〟を持つ上位蛮族だ。エルシャレード将軍、そなたではいささか分ぶが悪いぞ」


　二人の〝魔剣持ち〟を前に、ユリウスが苦々しい口ぶりで告げる。だが、エルシャレード将軍はまったく意に介かいす様子もなく、にぃっと笑う。


「ユリウス殿どの。確かにわしは〝蛮王の剣〟に匹ひつ敵てきする武器は持っておらぬ。だがマナタイト合金によって造つくられた我が〝偉大なる鎧インペリアル〟と〝栄光の盾グロリアス〟──そして鍛きたえ上げた我が肉体は、易やす々やすとは落ちませぬぞ！」


　将軍はまるで不動の山のように、敵の前に立つ。


「わしは敵の攻撃を受け申そう。ユリウス殿、そなたは攻撃に専念なされよ。それで問題はない」


「確かに」


　ユリウスはくすりと笑い、納なつ得とくしたように頷うなずく。そして腕うでをひと振りすることで、電撃の網も引きちぎった。


「おいおいおいおい、なんだよこいつら。本当に人間か？」


「ますます、相手にとって不足はない」


　呆あきれるギルグレイとは対照的に、ザグナガルタは満足げだ。


「どうやら俺も、出し惜おしみする場面ではないようだな。せっかく蛮族の将軍級が二人も出てきてくれたのだ。無事に帰すわけにはいくまい」


「ほざけ──」


　ユリウスの言葉に、ギルグレイが悪態を返そうとする。だがその途と中ちゆうで、言葉は途と切ぎれていた。


「!?」


「我が戦せん闘とう領域に、迂う闊かつに踏ふみ込んだのが運うんの尽つきだったな」


　皇帝ユリウスの魔剣〝制圧者オーバーロード〟の魔力は、周辺空間の時間を遅おそくする。そのことに気づいたときには、もうギルグレイの体を刃が捉とらえていた。


「ぐあ……ッ」


「ん……!?」


　眼帯の男の体が、両断される。だがその奇き妙みような手応えに、ユリウスは素す早ばやく身を引いていた。時間の流れが元に戻もどり、一いつ瞬しゆん先まで立っていた場所を、ギルグレイの斬撃が走る。


「これは……」


「チッ。いい勘かんしてやがるな」


　両断したはずの男の姿すがたは消え、思いもかけない場所に現れる。


「……残像か」


「その通り。オレの魔剣〝亡霊の欺きフアントムフエイク〟は、決して正体を摑つかませねぇ。だからどうやったって、オレに攻撃は当たらねぇよ」


「……どいつもこいつも、〝蛮王の剣〟というやつは厄やつ介かい極きわまるな」


「テメェが言うんじゃねぇ」


　互たがいに魔剣を構え、対たい峙じする。双そう方ほうの魔剣が強力すぎることから、迂闊に飛び込めなくなっているのだ。


「……だがますます、ここで倒たおしておきたくなった」


「うむ。城に帰すわけにはいかんな」


　ユリウスとエルシャレードが、じりっと間合いを詰つめる。二人をまとめて叩き斬きろうと、ザグナガルタが剛剣を担かつぐように構えた。そしてギルグレイが、にやりと笑う。


「そういや、ソードブレイカー持ってるあのガキの姿が見えねぇな」


「……機会を狙ねらって、身を潜ひそめているからな」


「案外ごまかしが下手だぜ、皇帝陛下。なるほどな、なんとなくピンと来たぜ」


「どうした、ギルグレイ」


　緑りよく髪はつのバジリスクの言葉に、トロールが疑問の声をかける。


「ここは任せたぜ、ザグナガルタ。足止めぐらいなら、オメーだけでも十分だろ」


「どういう意味だ……？」


「さすがこれだけの軍勢を束たばねた皇こう帝ていさんだ。いろいろやってくれるもんだな」


「…………」


　ギルグレイの言葉に、ユリウスは答えない。


「オレたち〝魔剣持ち〟にとって、あの小こ僧ぞうは致ち命めい的てきな存在だからな。なるほど、狙いは一気に本丸か。確かにいま、城の防備はスカスカだ。全軍を仕切ってるラーデルハイドがやられて蛮王の体も奪だつ還かんされちゃあ、オレたちに勝ち目はねぇ」


「別働隊か……」


　ザグナガルタも、不ふ愉ゆ快かいそうに眉み間けんに皺しわを寄せる。


「あの小僧は、オレがちょいとぶっ殺してくるからよ、ここは頼たのむぜ」


「……承知」


　いささか不本意といった様子ではあるが、巨きよ漢かんのトロールも頷く。


「じゃあな、偉大な皇帝さんよ。もし生きてたら、あとでオレが殺してやるよ」


　そう告つげるや、呪じゆ文もんを唱となえ始める。


「逃がさん！」


　ユリウスはギルグレイの意い図とを理解し、呪文を阻そ止しすべく前に出る。だがそこへ、ザグナガルタの剛剣が走った。


「ナイスだぜ、ザグちゃん」


　にたりと笑い、ギルグレイの姿が消える。


「瞬間移動テレポート!?」


　トロールの剛剣を、エルシャレード将軍は盾と鎧で耐たえ、ユリウスは軽い身のこなしで避ける。


「逃がしたか……」


　だが反はん撃げきに出る前に、緑髪のバジリスクの姿は戦場から消えている。


「……ちゃんと約束を果たせよ、ダリウス」


　そして自みずからも生き残りを賭かけて戦うべく、ユリウスは巨漢のトロールと対峙した。
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　一方、アレクたちはついに隠かくし通路を抜け、ヴァルクレア城の上階に達していた。


　リグオンの案内に従い、さらに最上階を目指す。目的は、リリアンナの奪還と敵将ラーデルハイドの撃げき破は。


「待ってろよ、リリアンナ……っ」


　広い回かい廊ろうに出て、アレクは小さくつぶやく。滑なめらかな石いし造づくりの廊下には、アレクや決死隊の兵士たちの足音が反はん響きようし、うるさく感じるほどだ。


「アレク君……ここまで来たから、伝えるのだが……」


「なに……？」


　いつも核かく心しんから喋しやべる気質のリグオンが珍めずらしく遠回しな切り出し方をしたので、アレクは眉まゆ根ねを寄せる。


「もしリリアンナさんと再会できたとしても……驚おどろかないようにする必要がある」


「……どういう意味だ？」


　リグオンの言葉に、アレクはもちろんヴラドやユーリカも表情を険けわしくする。


「彼女が一度死んだのは……知っているんだね？」


「ああ……」


「……わたしが最後に見たとき、彼女は生きていた。だが死者の魂たましいを無む理り矢や理り体に引き戻せば、〝穢けがれ〟を帯びてしまい、肉体にも変化が出る」


「それは、身をもって知っているよ……」


　アレクはつぶやき、ダリウスも頷く。


「だが彼女の身に起きつつある変化は、蘇そ生せいによる副作用だけではない」


「じゃあなにが……」


「蛮ばん族ぞくたちは、彼女が蛮王の転生体だと言っておる。そして蛮王として覚かく醒せいさせるべく、日々儀ぎ式しきを繰くり返しているのだ。その結果、彼女はすでに人間からは遠ざかっている。あるいは、元に戻っているとも言えるが……」


「リリアンナが、蛮王の転生体……!?」


　その意見に、ヴラドが目を丸くする。


「そんな……なんだって、リリアンナがそんなことに……」


「わたしもこの事態になるまで知らなかったことだ。だが城内に潜せん伏ぷくしていたとき、噂うわさには聞いていた……三百年前に倒された蛮王は、自らの魂をいくつにも砕くだき、その核かくとなる部分は転生し続けるよう準じゆん備びしていたと」


「その結果……三百年経たったいまは、人間になったってこと？」


　ヴラドの問いに、リグオンは頷く。


「転生を繰り返す間に、魂が浄じよう化かされていったのだろう。だが蛮王復活を望む蛮族……特にこの城の王であるラーデルハイドは、彼女の魂を再び穢れさせ、完全な蛮王の復活を狙っている……そのために、蛮王の魂が封ふうじられた魔ま剣けんを集めているのだ」


「魔剣を集めれば、かつての蛮王としてリリアンナは蘇よみがえるっていうのかよ……？」


「推測でしかないが、恐おそらくな……」


「ちくしょうっ」


　アレクはたまらず吐はき捨すてる。


　確かに、リグオンの話は推測にすぎない。しかし、アレクは海の上の空中戦で、リリアンナの姿すがたを見ていた。そして夢ゆめの中で、魔剣ソードブレイカーにまつわる記き憶おくにも触ふれた。


　だから、リグオンの推測を否定できなかった。それどころか、確信してしまった。


「急がないと、リリアンナがリリアンナでなくなる……」


　その恐きよう怖ふに、自然と足が速くなる。


　魔法のアンクレットを通して、アレクにはリリアンナのおおよその場所がわかる。そしてそれは、もうかなり近い。回廊を抜ぬけ、階段を上り、広間──玉ぎよく座ざの間まに出る。


　だがそこで、彼らの足は止まっていた。


　なぜなら、広間の奥おくへ続く扉とびらの前にひとりの男が立ち、背後からは無数の足あし音おとが迫せまっていたからだ。


「エーラスレーダ……」


　男の姿に、ダリウスが呻うめくようにつぶやく。


　扉の前に立つのは、若きドレイク。


　冠かんむりのような角を持ち、銀色の髪をなびかせた美男子──エーラスレーダだった。


「──やっぱり、きみたちだったんだね」


　エーラは少し悲しげな笑みを浮うかべ、ゆっくりと近づいてくる。その腰こしには、見覚えのある魔剣がひと振り。


「どけ、エーラ……」


「無理だよ、ダリウス。いまきみたちが話していた通り、僕たちは蛮王を復活させるための儀式を行っている。そのために、攻せめ手であるきみたちのお仲間の軍隊を壊かい滅めつさせようとしているところだ。それを、邪じや魔まさせるわけにはいかない」


「リリアンナを……怪かい物ぶつに変えようってのか？」


「怪物というのは聞こえは悪いが……おおむねそういうことだね、アレク君。彼女はすでに、もうきみの知っている少女ではない。蛮王シェザール……この世でもっとも気高く、偉い大だいで、危き険けんな暗黒の女め神がみへと変わりつつあるんだ……」


　そうやってエーラが話している間にも、背後からの足音は大きくなってくる。


「そして、きみたちはみんなここで死ぬ。ここまで侵しん入にゆうされたこと自体驚いたけど、もう兵たちも殺さつ到とうしてくる頃ころだ。せいぜいきみたちに選べるのは……僕ぼくに殺されるか、蛮族の群れに飲み込まれて死ぬかの二つだけしかない」


「くそ……っ」


　アレクは腰の魔剣に手をかけ、歯は嚙がみする。だがそんな少年の肩かたを、リグオンがぽんっと叩たたいた。


「──アレク君。後ろの雑ぞう兵ひようは我われら正規兵に任せておきたまえ。なあに、雑ざ魚こ蛮族ぐらい、わたしと精せい兵へい十二名で十分蹴け散ちらせよう」


「リグオンさん……!?」


「あのドレイクとは、因いん縁ねん浅からぬ様子。役割分ぶん担たんが必要ならば、この分け方が一番じゃないのかな？」


「それは……」


「行け、少年。心配するな。我らは我らの仕事を果たすのみだ。むしろ子供の世話をせんでいいぶん、楽かもしれんな」


「……頼む」


「ダリウス!?」


　逡しゆん巡じゆんするアレクに代わり、ダリウスが頭を下げた。それを受け、リグオンは十二人の兵士を連れて来た道を引き返す。


「任せておけ、小僧」


「待ってるぞ」


「彼女、助けられるといいな」


「早くしねぇと、オレら先に帰るからな」


　リグオンを先頭に、兵士たちは口々に別れを告げて出ていった。エーラもそれを、止め立てはしない。


「……お膳ぜん立だては、整ととのったようだな」


　若きドレイクは、表情を変えることなく歩み寄る。


「ああ。今度こそ、決着をつけてやろう……エーラ」


　ダリウスもまた、漆しつ黒こくの大たい剣けんを構える。


「アレク、おまえたちは先に行け。こいつとは、俺が──」


「いいや、ダリウス。そうじゃない」


　ぎゅっと、少年は唇くちびるを嚙む。


「オレたちは、仲間だろ……ダリウス。だから、オレたちもエーラと戦う。その代わり、さっさと終わらせて、リリアンナを助けるの……手伝ってくれないか？」


「アレク……」


　ダリウスは少年の真しん剣けんな眼まな差ざしに、それ以上なにも言うことはできなかった。そして共に戦おうという意い志しは、ヴラドやユーリカも同じだ。


「一対一でやりたいとか、カッコつけるなってことよ」


　そしてバルバラも、ダリウスと並ならぶようにして立つ。


「わたしだって、昔一いつ緒しよにエーラとは冒ぼう険けんした仲だもの。仲間はずれはないでしょ」


「バルバラ……」


「そういうことだよ、ダリウス。それに、相手はドレイクだ。これぐらい人数がいたって、卑ひ怯きようってことはねぇさ」


　アレクは銃じゆうを抜き、構える。


「そうだな……ありがとう、アレク」


「礼を言うのは、終わってからにしようぜ」


　小さく笑みを浮かべるダリウスに、アレクも不ふ敵てきな笑みを浮かべる。


「──どうやら準備はいいようだな。ならば、こちらも本気でいかせてもらうよ」


　そして対たい峙じするエーラスレーダもまた、戦いに備えて身構える。


「前置きはなしだ。初めから全力でいくから……そのつもりでね」


　若きドレイクは、魔剣を引き抜き、自分の正面にかざす。


「我わが魔竜人ドレイクの血よ……剣つるぎの秘ひめたる魔ま力りよくよ……我が身を猛たけき竜りゆうとせよ！」


　ゴウッと、エーラを中心に風が唸うなる。


　魔剣が輝かがやき、光の粒りゆう子しとなって霧む散さん──だがすぐに若きドレイクの体を覆おおってゆく。


　そして次の瞬しゆん間かん、その全身が巨きよ大だい化し、変へん化げする。


「これが……ドレイクの正体……」


　アレクはしばし茫ぼう然ぜんと、その姿を見上げる。


　そこに現れたのは──ドラゴン。


　銀色の鱗うろこを持つ、美しく巨大な魔ま獣じゆうそのものだった。





「行くぞ！」


　ダリウスが駆かけ出す。


　先手を取ったのは、アレクたちだった。


「遠えん慮りよなく飛ばしていくからね！」


　ヴラドが呪じゆ文もんを唱え、空中に魔法文字を描えがき出す。


「真、第六階位の攻ヴエス・ジスト・ル・バン！　火炎、灼熱、爆裂フオレム・ハイヒルト・バズカ──火球フオーデルカ！」


　杖つえの先から炎ほのおの矢がほとばしり、それがエーラスレーダの体に直ちよく撃げきするなり大爆ばく発はつを起こす。爆炎は激はげしく魔獣の体を焼き、激げき痛つうに身をよじる。だが、大したダメージは与あたえていない。


「魔動制御球マギスフイア起動！　魔法武器創造クリエイト・ウエポン！　バルバラさん、受け取って！」


「助かる！　いっけぇぇぇぇぇぇっ！」


　アレクの魔動制御球が飛び、金きん属ぞくのナックルになってバルバラの両手に装着される。そしてダリウスを追い抜きざま、ドレイクの胴どう体たいへと両の拳こぶしを叩き込んだ。さらにその横から、二本の短たん剣けんを構えたユーリカが走る。


「やあああっ！」


　魔力を帯びたユーリカの刃やいばが、残ざん光こうを伴ともなってドレイクの体を斬きり裂さいた。その後ろから黒い旋せん風ぷうが跳ちよう躍やくする。


「エーラ！　今度こそ本当の決着だッ！」


　ダリウスの皮ひ膚ふが瞬時に青白く変化し、頭の角が拡大化する。さらには呼吸によってマナを取り込み、体内のマナを活性化。筋きん力りよく、瞬しゆん発ぱつ性、視力、耐たい久きゆう力りよくを向上させる。


「るああああああッ！」


　漆黒の刃を持つ、魔法の大剣。〝亡者の剣ガイスター〟と名付けられたその剣は、〝蛮王の剣〟ほどではないものの、凄すさまじい破は壊かい力を秘ひめた魔剣だ。


　その剛剣が、ダリウスの圧あつ倒とう的てきな膂りよ力りよくをもって振ふり下ろされる。


「ダリウス……ッ」


　ド……ガッ！


　猛もう烈れつな重量感ある激げき突とつ音が響ひびき、質量と慣性、筋きん力りよくと魔力が生み出す一いち撃げきが叩き込まれる。銀色の鱗が爆はぜ、鮮せん血けつが大量に溢あふれた。禍まが々まがしい漆黒の刃はその血を吸すい上げ、歓かん喜きの瘴しよう気きを渦うず巻まかせる。


「すげぇ……ッ」


　ダリウスの斬撃は、巨きよ人じんでも一刀両断しそうなほどの威い力りよくだった。見上げるような巨大ドラゴンに変へん貌ぼうしたエーラも、大量の鮮血を溢れさせながら絶ぜつ叫きようする。


　だが、それでも──エーラスレーダは怯ひるまなかった。


「さすがだよ、ダリウス……だけど、今度はこっちの番だ！」


　ドレイクは大きく息を吸い、体内のマナを活性化させる。それだけでエーラの鱗は再生、強化され、傷きずは癒いえ、筋肉が増強される。


　そして喉のどが大きくごぼりと膨ふくれあがり、直後、輝くマナの息ブレスが吐はき出された。


「ぐ……っ」


「きゃ……っ」


　エーラのブレスは凄まじい威力でダリウスたちを打つ。撒まき散らされる範はん囲いが広すぎて、もはや避さけることもできず、耐たえるしかなかった。さらにそこへ、大きく力強い左右の翼つばさが打ち下ろされる。


「む……っ」


　かつての友としての意地をかけてか、エーラはダリウスだけを集中的に狙ねらう。その翼の打だ撃げきをダリウスは必死にかいくぐり、剣をかざして受け止める。


「ダリウス、大だい丈じよう夫ぶ!?」


「俺のことは気にするな！　手を休めず、攻こう撃げきを続けろ！」


　そう叫さけびながら、ダリウスは左手を突つき出した。マナが爆発ブラストし、激しい衝しよう撃げきがドレイクの体内まで浸しん透とうする。苦く痛つうに呻うめき声ごえを洩もらしたところへ、さらに漆黒の大剣による斬撃が走る。


「操、第二階位の付ザス・ゼガ・フ・ルド。魔力、抗力マナ・ヴアヴアリ──抗魔マジリタ！」


「回復弾ヒーリング・バレツト装そう塡てん！　ダリウス！」


　ヴラドの支し援えん魔ま法ほうが仲間たちの精神を鼓こ舞ぶし、アレクの回復弾がダリウスの傷を瞬時に癒いやす。


「翼、落とすわよ！」


「はい！」


　バルバラが相手の体を蹴けって跳躍し、エーラの翼によじ登った。そのまま凄まじい勢いで両方の拳を振り下ろす。そこへ、さらにユーリカの連続斬が躍おどる。


「……無む駄だだッ！」


「きゃふ……っ」


　ズタズタになった翼を振るい、エーラはバルバラとユーリカを吹ふき飛ばした。さらに呪文を唱となえ、酸の雲アシツド・クラウドを撒き散らす。


「ぐ……ッ」


「この程度では、僕ぼくは倒たおせないぞ！　ダリウス！」


　銀色の竜は大きく首を延のばし、ダリウスを嚙んだ。肩かた口ぐちに食くらいつかれ、鎧よろいを貫つらぬいた牙きばが鮮血に濡ぬれる。だがダリウスも痛みなど感じていないかのように大剣を振るい、長い首に深々と刃を叩たたき込んだ。痛みに口が開いたところへ、マナの衝撃を容よう赦しやなく撃ち込む。


「があああああッ」


「俺とて、倒れはせんッ！」


　壮そう絶ぜつなまでの、竜ドレイクと魔人ナイトメアのぶつかり合い。漆黒の大剣が唸り、牙が肉を裂き、輝くブレスが仲間を焼き、互たがいの魔法が体力を削けずる。


　その凄せい惨さんな消しよう耗もう戦は、一見すると互ご角かくのように思えた。どちらも与えるダメージは大きく、傷ついても魔法やマナを用いて回復する。


「なんだ…………？」


　だが後方から銃で支援していたアレクは、あるとき違い和わ感かんに気づく。


　魔法を用いているにしても、エーラスレーダの回復速度が速すぎる。それは傷が癒えるというよりも、再生──まさしく、不死身の肉体に見えた。


「ヴラド、なんかおかしくないか……？」


「……僕も、そんな気がしてたところだよ……」


　ダリウスたちがどれほど凄まじい斬撃を加えようとも、どれほど魔法で傷を与えようとも、エーラスレーダは倒れる気配がない。勢いが衰おとろえる様子がない。


「まさか……」


「ああ。〝蛮王の剣〟の力だ……」


　アレクは、エーラスレーダが持っていた魔ま剣けんの素す性じようを思い出していた。


　その名は、〝死と再生デスアンドリバース〟。幽ゆう体たいを操あやつり、不死を与える魔剣。


「魔剣の力が、あのドレイクの体を再生してる……つまり、不死身ってことか」


「ヴラド……一いつ瞬しゆんでいい、魔法であの怪かい物ぶつの動きを止められねーかな……」


「……ソードブレイカーを、使うの!?　リリアンナもいないのに!?」


「必要なときに使わないで、なんのための力だよ」


　ダリウスの支援を続けつつ、アレクは真剣な眼まな差ざしで告げる。


「……そうだね。このままじゃ、僕たちのマナが枯こ渇かつした瞬間負けが決まっちゃう。それからじゃ、どうにもならないもんね……」


「そういうこった」


　二人は頷うなずきあい、覚かく悟ごを決める。


「魔剣を使う以上、一発勝負だね……」


「頼たのむぜ。動きさえ止めてくれりゃ、ピンポイントで魔剣を射い貫ぬける……体内に取り込んでようがなんだろうが、外しゃしねぇ」


「……任せて」


　ヴラドは頷き、呪文を唱えるための集中に入る。


「ダリウス、どうにかエーラの腹はら、かっさばいてくれ！」


「!?　……了りよう解かいだ」


　アレクの叫びに一瞬驚おどろかされたダリウスだったが、すぐに意い図とを理解する。そしてバルバラとユーリカも、彼らの意図を悟さとった。


「まずは、この鬱うつ陶とうしい翼を……折る！」


　何度戦せん闘とう不能になるようなダメージを与えても蘇よみがえる翼に、バルバラは再度取りついた。そのまま両りよう脚あしと片かた腕うでで関節を逆に極きめ、残る片腕で連打を叩き込む。


「グガアアアッ」


「えいっ」


　痛みに叫びをあげ、ドレイクは翼を振り回す。だがその根本を、ユーリカのナイフが鋭するどく斬り裂いた。その斬撃は筋肉と筋すじを切断し、翼はぐたりと力を失う。


「ナイスユーリカちゃん！　……ふんっ」


　ばき……り。抵てい抗こうを弱めた翼の関節へ、バルバラのとどめが叩き込まれる。すぐに筋肉も筋も関節も再生を始めていたが、しばらくは動かない。


「まだ……まだァ！」


　鎌かま首くびをもたげ、エーラスレーダは大きく息を吸い込む。だがその腹へ潜もぐり込んだダリウスは、下段から全身を回転させるようにして漆しつ黒こくの大たい剣けんを振り抜いていた。


「……ぜあッ！」


「が……ッ!?」


　腹の分厚い鱗が裂け、鮮血と共に飛び散る。


　そしてそこへ、ヴラドの魔法が飛んでいた。


「真、第二階位の幻ヴエス・ゼガ・ラ・ガス。ささやき、誘いウイスプ・デルプ……さウさイやスきプ、誘いデルプ……さウさイやスきプ、誘いデルプ……さウさイやスきプ、誘いデルプ──眠りストリール！」


「なんだ……と……!?」


　強靭なドレイクの精神を、タビットの強力な魔ま力りよくが打ち破る。


　猛烈な睡すい魔まが、エーラスレーダの意識を朦もう朧ろうとさせた。視界が歪ゆがみ、全身から力が抜けてゆく。


「こんなもので……僕が眠るとでも……ッ」


　体内に取り込んだ魔剣〝死と再生デスアンドリバース〟は、肉体を強力に無む敵てき化する。だが精神への防ぼう御ぎよに関しては、完全ではなかった。


　それでも、エーラスレーダは眠りに落ちることなく、踏ふみとどまろうと歯を食いしばる。


　だがその一瞬──ほんのわずかな時間、動きが止まるだけで、アレクには十分だった。


「これでも……くらえぇぇぇぇぇッ！」


　アレクは魔剣ソードブレイカーを抜き放はなち、その切っ先を一点に向けて突き出す。


　収しゆう斂れんされた魔剣の魔力は針のように鋭く、かつ正確にドレイクの中心点を貫く。そこは、ダリウスがかっさばいたエーラスレーダの体のど真ん中。


　そしてその奥おくに、結けつ晶しよう化してドレイクを活性化している魔剣が存在することを、アレクは見み抜ぬいていた。


「ヌ……ガ……アアアアアアアアッ!?」


　パキィィィィィィィンッ！


　ガラスの砕くだけるような、乾かわいた音。


　その直後、激しい輝かがやきを放ち、エーラスレーダの全身から光が放散される。


「これで……終わりだ！」


　そしてそこへ、ダリウスの斬撃が叩き込まれる。


「が……あ……っ」


　エーラスレーダは、最後まで戦う意志を貫くかのように、大きく息を吸った。だがそれをブレスとして吐き出すことはできず──ゆっくりと石いし畳だたみの床ゆかに倒れる。


　そしてそれが、エーラスレーダがドレイクとして戦った、最後の瞬しゆん間かんとなった。





　　　　７




　倒れたドレイクの体が、光を放って小さくなってゆく。


　やがて光は弱まり、そこには傷きずつき動くことも叶かなわないエーラスレーダが、倒れていた。


「エーラ……」


「……ダリウス、さすがだね……まさか本気で戦って、負けるとは思わなかったよ……」


　若きドレイクは苦く笑しようしながら告つげるが、すぐに激はげしく咳せき込む。


　片羽は折れ、腹部からは激しく出血している。このままでは、いかに強靭な生命力を持つドレイクといえど、命はないだろう。


「さあ、ダリウス……とどめを刺さしてくれ……きみには、僕ぼくを殺すだけの理由と、資し格かくがある……」


　エーラは荒あらい息を吐はきながら、かつての友を見上げた。もはや抵抗する力はなく、死を待つばかりの体。それでも最後の意志を振ふり絞しぼり、若きドレイクはダリウスをしっかりと見つめる。


「…………っ」


　ダリウスは無む言ごんのまま魔剣を振り上げ、切っ先をエーラへと向ける。


「ちょっ、ダリウス!?」


　アレクは止めようと、一歩前に出る。だが魔剣を使った反動で、体はうまく動かなかった。足はもつれ、その場に転んでしまう。


　そしてその間にも、ダリウスの魔剣は振り下ろされていた。


「ダリウス！」


　ザガンッ！


　誰だれもがその名を呼ぶ中、漆黒の大剣は石畳に突つき立つ。


　だがそれはエーラの肉体を貫いたがゆえではなく──傷ついたドレイクのすぐ脇わきに、突き立っただけだった。


「──殺す気なら、最後の一いち撃げきで首を刎はねている」


　そして無む手てになったダリウスは、腰こしのポーチから魔法の薬くすり瓶びんを一本取り出していた。そしてその中身を、傷ついたかつての友へ振りかける。


「ダリウ……ス？」


　強い回復の力を与あたえられた覚かく醒せいの薬を浴び、エーラの体は見る見る活力を取り戻もどしてゆく。決して万ばん全ぜんの体力ではないものの、体を動かす程度ならば、十分だった。


「どうして……」


「俺が、おまえを殺すために追っていたと思っていたのか……？」


「あ、ああ……」


「異母妹イシリアを殺したおまえを、俺が憎にくんでいると思ったのか……？」


「だって、それは当然だろう……？」


「だから俺を迎むかえ撃うち、殺そうとしたのか……？」


「それは……だって、僕は蛮ばん族ぞくだから……」


「バカかおまえは!?」


「え……!?」


　ぐいっと、ダリウスはエーラの角つのを摑つかむ。


「蛮族だったら殺さなけりゃならんのか!?　蛮族だから、俺を殺すのか!?」


「いや、それは……」


「確かにおまえは、イリシアを殺した！　俺の妹を殺した！　そのあともさんざん悪事を働き、これだけの大事を引き起こした！　そりゃあ許されんことだ！　許せるわけねぇよな!?　だがなぜ許されねぇかわかってんのか!?」


「なぜって……だって、僕は許されないことを、したから──」
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「違ちがう！　おまえは許しを請こうてないし、許されるための贖しよく罪ざいもしてねぇからだ！」


　ダンッ！


　ダリウスはエーラの体を床に投げ、もう一度両手で引っ張り上げる。


「妹が死に……なんでおまえまで俺は失わなけりゃならん!?　なぜ俺はあんなにまで無力感を味わわねばならなかったんだ!?　おかしいだろう!?　俺はもう、誰も失いたくなんぞないんだ！」


「ダリウス……」


「俺はおまえを許す！　誰が許さなくても、俺が許す！　おまえを許すために、俺はここまでやってきた！　この大おお馬ば鹿か野や郎ろう！　俺が許さなくて、誰がおまえなんぞを許すと思ってるんだ！」


　ダリウスは両手でエーラの顔を摑んだまま、大きく揺ゆさぶった。そして感情に任せるまま、大声で叫さけんだ。


「……帰ってこい、相棒。おまえに蛮族のマネなんぞ、似に合あわねぇよ」


「ダリ……ウス……っ」


　完全に蛮族と化した、愛情や友情などというものを捨すてたと思っていたエーラの両目に、涙なみだが浮うかんだ。その体を、ダリウスはしっかりと抱だきしめる。


「すまない……僕は……僕は、本当に……なんて愚おろかだったんだろう……」


「……これから、贖罪していけ。決して許されることはないかもしれん……だが、俺はいつだって、おまえの相棒だからな……」


「ああ……ああ……ダリウス……ありがとう……本当に……」


　エーラスレーダはまるで子供のように、ダリウスの腕うでの中で泣いた。それを、ダリウスもただ無言で抱きしめる。


　だが、彼らに残された時間が少ないことも、ダリウスは理解していた。だから、もう一度強くエーラを抱いてから、顔を起こす。


「アレク……行こう」


「……うん。リリアンナは、この先にいる」


　エーラが守っていた扉とびら。その先が、ここヴァルクレア城の中ちゆう枢すうともいうべき場所なのは、全員が理解していた。そして背後からは、まだリグオンたちが戦う音が、聞こえてくる。


「……リリアンナさんは、この先の儀ぎ式しきの間だ。僕が、案内しよう……」


　傷だらけのエーラが、ダリウスの手を借りながら立ち上がる。


「……頼たのむ」


　そしてその申し出を、アレクは素す直なおに受け入れた。





　玉きよく座ざの間の扉を抜ぬけ、その奥おくの階段を上れば、もう儀式の間だった。


　大きな両開きの扉の前に立ち、エーラは両手を突く。


「この中に、リリアンナさんはいる……」


　エーラはアレクたちの継けい戦せん能力を削そがないためにも、最小限の治ち癒ゆ魔ま法ほうしか受け入れなかった。その体で、大きな両開きの扉を開くのは骨だ。


「確かに……すぐ近くにいる……」


　アレクも手て伝つだうべく、扉に近寄った。その額ひたいには、角が生はえ始めている。


「大だい丈じよう夫ぶか、アレク？」


　共に扉を押おすべく歩み寄ったダリウスが、気き遣づかうように声をかける。だが、少年は笑え顔がおで首を振った。


「問題ねぇよ、ダリウス。魔ま剣けんの力も最小限で放ったし、〝穢けがれ〟の影えい響きようはこんなもんさ。それに、もうちょっとでリリアンナと会えるんだ。なんとかしてもらえるさ」


「……そうだな」


　笑顔の少年に頷うなずき返し、ダリウスはアレクと一いつ緒しよに扉を押した。両開きの扉は重々しい音を立て、ゆっくりと開いてゆく。


　中はエーラの言った通り、黒大理石の床に巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じんが描えがかれた部屋だった。その中央には台座があり、そこにひとりの少女がいる。


　だがその側そばに、予期せぬ人ひと影かげがあった。


「──よぉ、エーラスレーダ。その様子だと、こっぴどく負けたらしいな」


　そう告げたのは、眼がん帯たいをした緑りよく髪はつの男。


　ジェイドバジリスク──ギルグレイだった。


「ギルグレイ……なぜ貴き様さまがここにいる!?」


「ハハハ。ゾルディッシュ要よう塞さいにその小こ僧ぞうがいなかったもんだからよ、こりゃ別働隊がいるなと思ったら大正解ってわけだ。挙あげ句く、エーラスレーダ。テメェは負けた上に、再び人族へ寝ね返がえったってわけか？　なんともコウモリみてぇな野や郎ろうだぜ。反へ吐どが出る」


「く……っ」


　歯は嚙がみするエーラに代わり、ダリウスが前に出る。さらには、アレクもだ。


「リリアンナを放せ」


　少年は銃じゆうを構え、ぴたりとギルグレイへ狙ねらいを定さだめる。だが、緑髪のバジリスクは動じた様子さえ見せない。


「いまさら取り戻したって無む駄だだぜ、坊ぼう主ず。この女はな、もう人間だったときの記き憶おくも自じ我がも残っちゃいねぇ。おまえらが来るまでの間、ちょいと儀式を進行させておいたからな。いまじゃ人形みたいなもんだ」


　そう言って、ギルグレイはリリアンナを抱き寄よせる。胸むねを摑み、うなじに舌を這はわせても、少女はなにひとつ抵てい抗こうしなかった。まるで人形のように、虚うつろな瞳ひとみで空くうを見つめるだけだ。


「この通り、こいつはもう生きてる人形だ。おまえが魔剣を折りまくってくれたせいで、感情や人じん格かくの部分は戻りそうにもねぇんだと。残ざん念ねんだったな」


「く……っ」


　小こ馬ば鹿かにしたようなギルグレイの態度に、アレクは怒いかりを抑おさえるだけで必死だった。そんな少年の様子を見て、緑髪のバジリスクはますます楽しそうに笑う。


「……アレ……ク……」


　だがそのとき、少女はか細く弱々しい声で、その名を呼んでいた。


　そして無表情な顔──その双そう眸ぼうから、すぅっと涙がこぼれる。


「リリアンナ!?」


「こいつは驚おどろいた！　まだ自我が残ってるのかよ！　ハハハ！　面おも白しれぇなぁ！」


　ギルグレイは少女の唇くちびるに指を突っ込こみ、自分の方を向かせた。そして少女の涙を見つめると、それは小さな翡翠ひすいの粒つぶとなってぱらぱらと落ちてゆく。


「リリアンナを放せ！」


　ダンッ！


　我が慢まんできずに、アレクは引き金を引いていた。少年の放った弾だん丸がんはギルグレイの顔のすぐ側を通過し、緑色の髪を数本ちぎる。


　だがギルグレイの顔に浮かぶのは、勝かち誇ほこった笑みだけだ。


「この女が欲ほしいか、小僧？」


「オレは放せって言ったんだ！　次は当てるぞ！」


「こけおどしはそれぐらいにしとけよ。オレがその気なら、いますぐおまえを翡翠の像に変えてやることもできるんだぜ？」


「やれるもんならやってみろ！」


「ハハハハハ。威い勢せいはいいな。だが虚きよ勢せいはやめといたほうが身のためだぞ？」


　ギルグレイはそう告げると、右目の眼がん帯たいを輝かがやかせた。その瞬しゆん間かん「うっ」という悲鳴がアレクの背後から聞こえる。


「ヴラド!?」


「あ、足が……っ」


「ハハハハ！　ウサギの像は女ウケが悪くねぇからな！　少し待ってやるから、いいポーズ決めとけよ！」


「このゲス野郎ッ」


　足から翡翠化が始まった友の姿すがたに、アレクは激げき昂こうして引き金を引いていた。だがギルグレイはそれを、まるでリリアンナとダンスを踊おどっているような動きであっさりとかわす。


「無駄だ無駄だ。この女は、オレがもらうことにするか。いつもいつも蛮族バルバロスの王がドレイクってのも、変化がなくてつまらねぇだろ？」


「るあああああッ！」


　楽しげに笑う緑髪のバジリスクへ、ダリウスが走る。


　だがそれさえ予測していたかのように、ギルグレイはにやっと笑う。


「そしてオレは、正々堂々とか力で上回って勝つとか、そういうことに興きよう味みねぇんだよな。圧あつ倒とう的てき有利な状じよう況きようで、一方的に殴なぐって勝つってのが……やっぱ一番スカッとするだろ？」


　ふざけた笑みを浮かべたままのギルグレイを、ダリウスの剛ごう剣けんが驚くべき正確さで突つく。間ま違ちがいなく顔がん面めんを貫つらぬいたと誰だれもが思ったその瞬間──緑髪のバジリスクはその姿を消していた。


「残像だよ。オレの能力、忘れたのかい？」


　いたずらを成功させた子供のような顔で笑い、ギルグレイは空中に魔ま法ほう文字を描く。


「じゃあな、マヌケども。残り短い人生、せいぜい悲ひ劇げきにむせび泣くがいいぜ」


　バジリスクの高笑いが、儀式の間に響ひびき渡わたる。だが次の瞬間、その姿はリリアンナもろとも消えていた。


「……くそおおおおおおおッ」


　アレクは悔くやしさに絶ぜつ叫きようする。


　だが、諦あきらめも、絶望もしない。


「まだだ……まだ近くにいる」


「……アンクレットのこと、失念してくれてるのかな……？」


　両りよう足あしが翡翠化し、まともに歩くことも叶かなわないヴラドが、アレクにそう尋たずねる。


「ヴラド、おまえ大丈夫なのか……？」


「翡翠化した場所とそうじゃない部分のつなぎ目が死ぬほど痛いけど……魔法を使うのに不都合はないよ。だから、悪いけど連れていってくれないかな」


「だけど、次あいつの視線を受けたら……」


「大丈夫だよ。翡翠の像になったって、死ぬわけじゃない。戦いが終わったら、元に戻もどしてくれればいいだけだよ」


「ヴラド……」


　気き丈じような友人の言葉に、アレクは小さく頷く。


「……アレク君、リリアンナさんの気配は、この上にあるんじゃないかな……？」


　エーラスレーダの問い。彼の予想は、アレクに伝わる気配とも、符ふ合ごうしていた。


「どうして、上だと思ったんだ……？」


「この上には、この城の主あるじ、ラーデルハイドにだけ入室が許された部屋がある……そしてそこには、再び〈大破局〉並なみの地じ震しんを起こせるだけの力を秘ひめた魔法装置が、置かれているんだ……」


「なんだって……!?」


　エーラの言葉に、全員の表情が険けわしくなる。


「そしてその魔法装置を完全に起動させ、使用するには蛮王シェザールの……リリアンナさんの体内に内包されている力が必要だ。ギルグレイは、恐おそらくその魔法装置の独どく占せんを狙っているんだろう……」


「そんなもの使われたら……」


　バルバラが、ゾルディッシュ要塞がある方角へ視線を向ける。


「もちろん、遠えん征せい軍は全ぜん滅めつ。その影響は、世界全体に及およぶかもしれない」


「……なんとしても、止めるしかないな」


　ダリウスが、そう告げる。


　そしてその言葉に、異論がある者は誰ひとりいない。


「絶対に、あのキザ野郎をブッ倒たおす……そして、リリアンナを必ず取り戻してやる！」


　アレクは宣せん言げんし、奥へ向かう扉へ視線を向けた。


　ギルグレイのように、魔法で転移するというわけにはいかない。


　だがリリアンナの気配は──決して手が届かないほど、遠くではなかった。




第五章『それぞれの勝利』













　ヴァルクレア城──それは、魔ま動どう機き文明アル・メナス時代に造つくられた堅けん牢ろうな要よう塞さいである。


　どういった目的で、どのような勢力が造つくったのか。〈大破局〉が始まって早々に蛮ばん族ぞく軍によって制圧されて以来、正しい情報は失われてしまった。数少ない伝承によれば、この巨きよ大だいな城を建造した国家は、その広大な国土すべてが〈大破局〉の際に破は壊かいされ、熱砂の砂さ漠ばくとなってしまったと伝えられている。


　だがそれほどの壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受けても、この城だけは消しよう滅めつしなかった。むしろ、この城だけは無む傷きずだったようだ。その後この地が蛮族の拠きよ点てんとなり、いまなお邪じや悪あくなる悪あつ鬼きの巣そう窟くつとして人々の間に知られているのは有名な話である。


　いまなお、この城には蛮王の亡なき骸がらが安置されているとも、蛮王復活の儀ぎ式しきが続けられているとも伝えられている。ルキスラ皇こう帝ていユリウスの遠えん征せいにより、新たな事実が判明すれば、我われらの研究も大きく進むというものだが……分ぶの悪い戦いくさだというのが識しき者しやの間での意見だ。


　いずれ冒ぼう険けん者しやの中には、ヴァルクレア城へ挑いどむ者も現れるかもしれない。そのときには、我らも共に遠征に加わるべく、象ぞう牙げの塔とうから出ていく必要があるだろう。


　真実を、知るために。




──ある研究者の手記より
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　その魔法装置は、ヴァルクレア城のもっとも高い位置に設置されていた。


　山中に建設されたこの城の背後には、竜りゆう槍そう山脈の峻しゆん険けんな山々が並ならび、ヴァルクレア城の一部もこの斜しや面めんを利用して造つくられている。


　そしていま、城主であり蛮族軍の総そう大だい将しようであるラーデルハイドがいる場所も、そうした山の中腹に建てられた一角だった。


　そこは急きゆう峻しゆんな山の峰みねに位置し、ヴァルクレア城の最上階から一本の回かい廊ろうを渡ることでのみ入ることができる。しかも窓ひとつない密みつ封ぷうされた構造ゆえ、空からの侵しん入にゆうも不ふ可か能のうだった。


　頑がん丈じようで巨きよ大だいな石造りの建造物だったが、その中には巨大な祭さい壇だんがしつらえられた広間がひとつあるのみだ。祭壇には円形に組まれた石せき碑ひが並び、それぞれに複ふく雑ざつな古代魔法文明語の文字が刻まれていた。


　床ゆかにも複数の円が組み合わされた複雑な魔ま方ほう陣じんが構成され、様々な色の光がきらめく。それら強力なマナの流れは壁かべや天てん井じようにも細かい線となって広がり、広間を複雑な輝きで照らしている。


　大だい規き模ぼ攻こう撃げき用よう魔法装置〝大地を揺さぶるものアースシエイカー〟──この離はなれそのものが、巨大な魔法装置だった。


　三百年前、世界の軸じくを歪ゆがめ、大陸を割わり、海を溢あふれさせた究極の破壊兵器のひとつ。魔動機文明アル・メナスを滅ほろぼした、蛮族軍の切り札ふだである。


　ラーデルハイドは、この広間すべてが見み渡わたせる入り口の近くに立ち、儀式に必要な呪じゆ文もんをゆっくりと唱となえ続けていた。彼が持つ〝蛮王の剣つるぎ〟は環かん状じよう石せき碑ひの中央に突き立てられ、呪文に合わせて振しん動どうと明めい滅めつを繰くり返している。


　さらにラーデルハイドが呪文を力強く練った。すると床に描えがかれた魔方陣に強い光が宿り、環状に並べられた石碑へ向けて光は進んでゆく。


「…………っ」


　大規模な振動が、石造りの部屋を揺する。


　いや、それは部屋だけではなかった。ヴァルクレア城──さらには竜槍山脈、そしてゾルディッシュ要よう塞さいを含ふくむレーゼルドーン大陸南部を大きく揺さぶってゆく。


　環状石碑の中央に立つ魔ま剣けんが大きな唸うなりをあげ、魔法装置の力を増ぞう幅ふくさせる。〝蛮王の剣〟のうちの一本である以上、内包されている力は膨ぼう大だいなものだ。数百年を生きるドレイクの王たるラーデルハイドの能力も併あわさり、凄すさまじい力を放はなっている。


　──だが。


　魔方陣の光は、完全に環状石碑に届く前に止まってしまった。ラーデルハイドは荒あらい息を吐はき、呪文を中断する。それと共に、揺れも収まっていた。


「……やはり、わたしの力だけではこれが限界か……」


　大規模な地震と地ち殻かく変動を引き起こす、大規模攻撃用魔法装置〝大地を揺さぶるものアースシエイカー〟。その力を完全に発はつ揮きするためには、尋じん常じようならざるマナと、それを制せい御ぎよする能力が要求される。ラーデルハイドをしてなお、そのどちらも足りなかった。


「──やっぱり蛮王閣かつ下かのお力を、お借りしたほうがよろしいんじゃないですかね。ラーデルハイド卿きよう」


　部屋に響く、小こ馬ば鹿かにしたような声。


　それを聞いて、ラーデルハイドは険しい表情で振ふり返る。


「ギルグレイ……どういうつもりだ？」


　ドレイクの王は、油断ない目つきで声の主──ジェイドバジリスク、ギルグレイを見る。


「あんたの手助けに来たんだよ。わかるだろ？」


　そう告つげる男の手には、意思を失っているとしか思えない、虚うつろな瞳ひとみの少女がいた。


「貴き様さま……」


「あんたがモタモタとのんびりやってるからさ、オレが少し蛮王閣下の覚かく醒せいを進めておいたぜ。これなら十分、〝大地を揺さぶるものアースシエイカー〟を完全起動できるんじゃねーの？」


「やめろ、ギルグレイ。余計なことはするな」


「余計なこと？　だけどあんたがここに引きこもってる間に、人ひと族ぞくどもがこの城に侵入してんだぜ？　あんまり悠ゆう長ちようなことは言ってられねぇと思うがな」


「なに……？」


「あんたが信しん頼らいを寄せてたエーラスレーダも負けたぜ。しかも、また敵に寝ね返がえりやがった。だから言ったんだ。裏切り者は信用できねぇってな」


「エーラスレーダが……」


「わかったかい？　もうあとがねーんだよ。こうなった以上は、そいつを使って全部吹ふっ飛ばすしかねぇ。〝大地を揺さぶるものアースシエイカー〟が一基あれば、大陸の半分は砕くだけるんだろ？　オレたちは飛ぶなりすりゃ平気だが、人族どもは全滅だ。オレたちの勝ちは揺るがねぇ」


「……我わが軍も、大半が全滅するがな」


「軍の再建なんぞ、あんたがいりゃあすぐできるだろうに」


　あくまで軽い調子で、ギルグレイは言い放つ。


「……初めからこれが狙ねらいか、ギルグレイ」


「どういう意味だ？」


「おまえの軍勢は、まだ戦場から遠くで待機したままだ。この地の人族どもを葬ほうむるために〝大地を揺さぶるものアースシエイカー〟を起動したとしても、被ひ害がいは最小限ですむだろう。だが、わたしの手勢はほとんど残らん。ザグナガルタの軍もな」


「ははは。そいつは考えすぎだぜ、ラーデルハイド。まさかここまで人族のやつらがやるなんて、誰だれが予測してたよ？」


　その言葉の後、しばし二人は視線をぶつけ合ったまま動かない。


「……どういった理由にせよ、いま我が君に無む理りをしていただくわけにはいかん。〝大地を揺さぶるものアースシエイカー〟の使用は、〝蛮王〟をもってしても容易ではない。不完全な覚かく醒せい状じよう態たいで儀式を行えば、我が君も命を落としかねないのだ」


「ふん。だがこの城が落ちりゃ、どっちにしろ同じだろうが。あんたも蛮王シェザール閣下も殺され、装置は破壊される。そうなっちゃ、なにも残らねぇ」


「……人族の侵入者などに、倒されるわたしではない。貴様と、そしてザグナガルタを呼よび戻もどせば、人族ごとき取るに足るまい？」


「あーあー、そうね。そりゃそうだね。だがなんで、オレがオメーのためにそこまで骨折ってやらなきゃなんねーんだよ？」


「ギルグレイ……!?」


　急に表情を苛いら立だたせ、緑りよく髪はつのバジリスクは少女の体を投げ捨てる。


「下らねぇおしゃべりはもう飽あき飽きだ。テメェのグズグズした態度もムカつくんだよ。オレはな、チマチマした戦略とか戦せん術じゆつとか、そんなもんが見てーんじゃねぇ。〈大破局〉ばりの世界がひっくり返るような破は滅めつが見てーんだよ！」


「我が手に戻れ、〝魔術の王ウイザードルーラー〟！」


　ラーデルハイドは儀式を中断し、自みずからが所しよ有ゆう権けんを持つ〝蛮王の剣つるぎ〟をその手に呼び戻す。


　だがギルグレイの動きは、それを上回っていた。


「が……ッ!?」


「儀式にかまけすぎて、ちょいとばかり無む防ぼう備びに体を晒さらしすぎたんじゃねぇの？　ラーデルハイドさんよ」


「ぐ……ぅっ」


　ギルグレイの魔剣〝亡霊の欺きフアントムフエイク〟が、ドレイクの胸むねを貫つらぬいていた。儀式のために消しよう耗もうし、魔剣を手放していたラーデルハイドにとって、それは致ち命めい的てきな一いち撃げき。


「き、さま……ッ」


「ははは。反逆と裏切りは、オレたちバルバロスにとって当然の行いだろう？　隙すきを見せたら殺やられる……あんたもバルバロスなら、卑ひ怯きようとか言うなよ？」


「があああッ！」


　ラーデルハイドは最後の力を振り絞しぼり、魔剣を振るう。だが、確かく実じつに首を薙ないだはずの刃やいばからはまったく手て応ごたえはなく、少し遅おくれてギルグレイの姿すがたが消える。


「残像だよ。オレの魔剣の能力さえ、忘れちまうとはな。あんたやっぱ、もう終わりだよ」


「が、は……ッ」


　背後から、再び魔剣が突つき入れられる。


「さっさと、死ね！」


　ギルグレイは突き立てた剣を、そのまま横に振り抜ぬく。


　ドレイクの王はそれでも振り返り、剣を持ち上げようとする。


　だが、そこまでだった。


「我が……君……お許しを……」


　魔剣が手から滑すべり、床に落ちる。それを追うようにして、ラーデルハイドもまた、自らの血ち溜だまりの中へと沈しずんでいた。


「ったく、手間取らせやがってよ」


　ギルグレイは魔剣を鞘さやに収め、少女に歩み寄ってその腕うでを摑つかむ。


　これほどの状じよう況きようにあっても、少女の目に感情の色はなく──ただ虚ろに虚こ空くうを映すのみだった。
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　散発的な地じ震しんが、ヴァルクレア城を揺さぶる。


　石造りの階段を必死に上るアレクたちは、そのたびごとに足を止めざるを得なかった。


「いまの、揺れ方がちょっと激はげしくなかったか……？」


「そうね……」


　アレクの言葉に、バルバラが答える。


「もう、儀ぎ式しきが始まってるってことかな……」


　両りよう脚あしが翡翠ひすいになってしまったヴラドが、ユーリカの腕の中でつぶやく。


「急がないと……」


「ああ。危き険けんだな」
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　そう告つげるダリウスの表情にも、焦あせりが浮うかぶ。


　揺れが収まるのを待ち、アレクたちはさらに階段を駆かけた。しばらくすると、ちょっとした広間に出る。窓もなにもないが、さらに奥おくへと続く回かい廊ろうがあった。


「……ここから先は、もう一本道だ。申し訳ないけど……僕ぼくはこれ以上進めない」


　ダリウスに肩かたを借りてここまでやってきたエーラが、荒い息を吐きながら身を離す。


「だけど……」


「僕の中に流れる蛮ばん族ぞくの血を、あまり軽く考えないほうがいいよ……咄とつ嗟さのとき、僕が敵に回ると面めん倒どうだろう……？　それに、いまの僕では足手まといにすぎないし、僕を癒いやすためにマナを消費するべきとも思わない」


　エーラは壁かべにもたれ、呼吸を整ととのえようと大きく息を吸すう。


「それに、僕はラーデルハイド様にも恩おんを感じてる……ギルグレイだけならともかく、彼とは戦えない……」


「そう……だな。うん。じゃあ、エーラはここで待っててくれ」


「ありがとう、アレク……」


　エーラは目を伏ふせ、小さく笑えみを浮かべる。


　だがその直後、再び大きな地震がヴァルクレア城を襲おそった。


「な……!?」


　まるで地の底から突き上げるような衝しよう撃げきに、みな立っていることも叶かなわない。


「こいつは……いままでの比じゃねぇぞ……ッ!?」


　アレクたちは身を寄せあい、体を支えあう。ダリウスもエーラを摑み、その身をかばった。


「いけない、天てん井じようが崩くずれる……！」


　バルバラの叫さけび通り、壁や天井に大きなひびが走っていた。そのまま天井を支えていたアーチ構造の石材が崩れ、崩ほう落らくし始める。


「く……真、第九階位の動ヴエス・ノヴイエ・ア・ザル！　剛力、豪腕、遠隔フオルツア・スイーラ・モートウス──念動エアヴアイト！」


　ヴラドが呪じゆ文もんを唱となえ、魔ま法ほう文字を描えがいた動きのまま、杖つえを突き出す。


　凄すさまじい震しん動どうの中、城の最上階は特に大きく揺ゆさぶられていた。ついに壁は砕け、天井を構成する石材が降り注ぐ。


　だがアレクたちの頭上にある石材だけは、不ふ思し議ぎなことに落ちてはこなかった。ヴラドが必死に突き出した杖が不ふ可か視しの柱となっているかのように、天井を支え続けている。


「念動テレキネシスか……」


　ダリウスだけが、それが高度な真しん語ご魔法による力なのだと理解する。それからもしばらく地震は続き、壮そう絶ぜつな崩ほう壊かい音と石材が倒とう壊かいしていく轟ごう音おんが響ひびき続けた。


　時間にして、ほんのわずかな間だっただろう。だがアレクたちには、まるで永遠のように感じられていた。しかししばらくして揺れは収まり、崩落も止まる。


「……みんな、急いで離はなれて……」


「お、おうっ」


　杖をかざしたままのヴラドが苦しそうに告つげる。その体をユーリカが担かつぎ、全員慌あわてて崩落した瓦が礫れきをよじ登った。直後、ヴラドがぐったりと力ちから尽つきるのと同時に、それまで不自然な形で残っていた天井の石材がすべて、崩れ落ちる。


「ヴラド、助かったぜ……」


「まあ、これぐらいはやらないとね……」


　マナを大量に放出したタビットの少年は、苦しそうに荒あらい息を吐はく。


　そしてアレクは状況を確かめようと周囲を見回し、ぎょっとなった。


「な、なんだこれ……!?」


　ヴァルクレア城の最上階周辺は、かなり破損していた。そのせいで、外がよく見み渡わたせるようになっている。


「マジかよ……」


　月明かりの下した、遠くに、炎えん上じようするゾルディッシュ要よう塞さいが見えた。その城じよう壁へきはずいぶんと崩されたらしく、形がいびつに見える。それどころか、いくつもの地じ割われらしい段差が要塞を砕き、周辺の地形を変えてしまっていた。


「あれじゃ……人ひと族ぞくも蛮族も無事じゃすまない……」


　ダリウスに支えられたエーラが、茫ぼう然ぜんとつぶやく。


「陛へい下か……」


　バルバラの顔からも、血の気が引いていた。空中に浮かんでいる飛空船は当然健在だが、彼女は皇こう帝ていユリウスが地上に降りて戦うことを知っているのだ。とても無事とは思えない。


「無む茶ちや苦く茶ちやしやがる……っ」


　アレクは歯は嚙がみし、魔法装置があるという部屋へ繫つながる回廊を見た。そして、絶望的な気持ちに襲われる。


　地震の影えい響きようで、回廊が崩落していたのだ。


「そんな……」


　山の峰みねに、目的地である城の一角が見える。さすがに最重要区画だけあって崩れ落ちてはいないが、そこへ渡わたるための回廊は、真ん中部分が完全に消しよう滅めつしていた。


「これじゃ、渡れない……」


　ユーリカも、茫然とした声を洩もらす。


　回廊は思いの外ほか長く、もはやロープを渡してどうにかなる距きよ離りではなかった。空飛ぶ翼つばさを持たない彼らには、もはや絶望的な距離だ。


「目の前だってのに……っ」


　アレクはあらゆる手段を考えて、手がないことに唇くちびるを嚙む。


　だがそんな少年の肩を、バルバラがぽんっと叩たたいた。


「いいえ、まだ手はあるわ。まさか、役に立つとは思わなかったけど」


　そう言って、バルバラは鞄かばんから札ふだで封ふう印いんされている飛竜ワイバーンの像を取り出す。


「それ……」


「わたしのかわいいワイバーンよ。戦う相手が過か激げきすぎてしまい込んでたけど、あっちまで人を運んで飛ぶぐらいなら楽勝だし」


　バルバラはウィンクすると、札を剝はがした。すると飛竜の像はすぐさま、巨きよ大だいな本物のワイバーンへと変へん化げする。


　前ぜん肢しを持たず、細ほそ身みなその姿すがたは親しん戚せき筋すじに当たるドラゴンに比べれば華きや奢しやな印象を受ける。だが後肢で馬さえ鷲わし摑づかみにしそうなその巨きよ軀くは、アレクたちを運ぶのに十分だろう。


「バルバラさん……あんた、すげぇな……」


「備えあれば、憂うれいなしってね」


　バルバラは凶きよう暴ぼうな面相をしたワイバーンの首筋を優やさしく撫なでてやる。すると、背中に乗りやすいようにとばかりに飛竜は首を下げ、翼を低く広げた。


「行こう。次の地震が、さっきのものより小さな規き模ぼとは思えんからな」


　ダリウスがエーラを瓦礫の上に座すわらせ、告げる。


　異論は、もちろん誰だれにもなかった。
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　回廊の残ざん骸がいを飛び越こえ、アレクたちはついに目的の部屋へと踏ふみ込む。


　特別頑がん丈じように造つくられた、がらんと広い空間。


　窓ひとつない密みつ閉ぺいされた部屋だったが……暗くはなかった。


　複ふく雑ざつな魔ま方ほう陣じんは光を放ち、環かん状じよう石せき碑ひを中心にマナが輝かがやきながら渦うずを巻まいている。


「リリアンナ！」


　アレクはダリウスと肩を並ならべて部屋に飛び込むなり、叫ぶ。


「はははは。驚おどろいたな、おまえら無事だったのかよ」


　その声に応こたえるように、部屋の中心にいた男が振ふり返った。


　ギルグレイ──緑りよく髪はつのバジリスク。その顔には、相変わらず人を食ったような笑みが浮かんでいる。


「ゾルディッシュ要塞をぶっ壊こわすついでに、この城もほどよく揺すってやったんだが、まあ運がよけりゃ潰つぶされずに済すむわな」


　本気で愉ゆ快かいそうに、ギルグレイはくっくと喉のどを鳴らして笑う。


「リリアンナはどこだ!?」


　アレクは銃じゆうを構え、叫ぶ。


　部屋の中に、リリアンナらしき姿はなかった。床ゆかには大量の血で描かれた模様があり、環状石碑の前にはひとりのドレイクが杭くいで打たれて贄にえとされている。だが、アレクが追ってきた少女の姿は、どこにもない。


「リリアンナ……？　ああ、蛮王シェザール様のことか。ははは。それなら目の前にいるじゃねぇか」


「なに……？」


　ギルグレイは、楽しそうに笑い、親指で背後を指す。


　マナが渦巻く、環状石碑。その中心には、なにかがいた。


　初め、アレクはそれがなにかわからなかった。恐おそらく、仲間たちの中でも理解できるものはいなかっただろう。


　巨大奇き怪かいな、前ぜん衛えい芸げい術じゆつ家かが創つくった像のようなモノ。歪ゆがみ、黒光りし、ところどころ爬は虫ちゆう類るいを思わせる手や足が生はえ、皮ひ膜まく状の翼のようなものも見える。


　そしてその一番高い場所にある姿を見て──アレクは絶ぜつ叫きようしていた。


「あ、ああ……ああああああああああああああああああああああああああああああッ」


　少年のその叫びを聞き、ギルグレイは愉快そうに笑う。だが他の全員が、息を呑のみ、沈ちん黙もくし、あるいは嫌けん悪お感かんからくる吐き気けを堪こらえるのに必死だった。


「そうだよ！　その巨大な肉の塊かたまりが、おまえの愛いとしいお姫ひめ様さまだよ、小こ僧ぞう！　ははは！　ははははははは！」


「そんな、そんな……」


　奇怪なモノの最上部──そこには、醜みにくく歪んだ人の顔があった。だが、アレクはその顔を見み間ま違ちがえはしない。どれほど穢けがされ、歪められていても、アレクはそれが誰かすぐさま理解した。わかるからこそ、絶叫し、絶望した。


「リリアンナ…………」


　肉の塊から突つき出た、歪み、節くれだった足。そこには、皮ひ膚ふに食い込むようにして、アンクレットがあった。その魔ま力りよくが、確かに目の前の存在がリリアンナだと伝えていた。


「ちょいとばかり自己流で覚かく醒せいさせようとしたら、こんな姿になっちまった。せっかくの美人が台無しになっちまったが、まあこれはこれで美を感じなくもねぇよな！」


　笑うギルグレイの背後で、もはや原形を留とどめない姿となったリリアンナは、マナを放出し続ける。そこには、意思も自我もなにも感じられない。


「ラーデルハイドも、最初からこうしてりゃよかったものを。なあ？　ヘンに元の姿にこだわるから、オレに足をすくわれる結果になるんだよ」


　床に杭で打ち付けられているドレイクの亡なき骸がらを足あし蹴げにし、ギルグレイは肩かたをすくめる。


「さあ、じゃあもう一発景気よくいってみるか。今度はギャラリーも多いしな。悪くないぜ、こいつからマナ引き出すときの泣き声はよ！　ははは！　ははははははは！」


「この……クソ外げ道どうッ」


　アレクは両手の銃の引き金を引いた。だが魔力を込こめた弾だん丸がんは、環状石碑が増ぞう幅ふくするマナの渦に呑のまれるようにして歪み、ギルグレイへは届かない。


「ははははは！　そこでじっとして見守ってな！　この魔方陣は結界も兼かねてるんだ。易やす々やすとは近づけねぇぜ！」


「ぬ……ッ」


　ダリウスも緑髪のバジリスクへ突とつ進しんしようとして、その足が思うように動かないことに驚かされる。それは、バルバラやユーリカにしても同じだった。


「さあ、次は人族の住んでる領域まで揺さぶってみようか！　海の水も溢あふれるぐらい、盛せい大だいなやつをな！」


　ギルグレイが手を振り上げると、再び震動がヴァルクレア城を襲おそう。


　だが揺れが本ほん格かく的になるより早く、天てん井じようの一部が崩落していた。


「なに……!?」


　それは、ギルグレイにも予想外だったのだろう。驚き、天井を見上げる。


「あれは……!?」


　砕くだけた天井から、巨大なドラゴンが頭を出す。そいつはいきなりギルグレイに向けて炎ほのおを放はなった。だが結界に弾はじかれ、緑髪のバジリスクまでは届かない。


「ぬああああああああああああッ！」


　しかしその炎に後あと押おしされるようにして、ひとりの巨きよ漢かんが結界へと飛び降りていた。すでに全身傷きずだらけだったが、結界の圧力でさらにその体がひしゃげていく。それでも、そいつは構わず剣けんを突き立て、結界を突とつ破ぱしていた。


「貴き様さま、ザグナガルタ──!?」


　ギルグレイは、咄とつ嗟さに呪じゆ文もんを唱となえて吹雪ブリザードを巻まき起こす。その凄すさまじい氷のつぶてを受けて、すでに傷きずついていたドラゴンは力なく動きを止めた。だがそこから飛び降りてきたトロールは、辛かろうじて耐たえきる。


「ぬがぁッ！」


　結界の中に着地するなり、巨漢──ザグナガルタは、魔ま剣けん〝魂の破壊者ソウルマツシヤー〟を振り抜ぬいていた。凄まじい破壊の嵐あらしが、巨体のトロールを中心に巻き起こる。


「馬ば鹿かな……っ」


　ギルグレイは、当然残像を残し、瞬しゆん時じに別の場所に転移する。だがそこもまだ、ザグナガルタが魔剣によって引き起こした破壊の渦の範はん囲い内だった。


「が……ッ」


　トロールの魔剣による斬撃を受け、さしものバジリスクも吹ふっ飛ばされる。それと同時に、ザグナガルタは床に張り付けられていたドレイクの亡骸を摑つかんだ。


「テメェ、結界を……ッ」


　ギルグレイは、怒いかりを込こめてトロールへ邪じや眼がんの視線を浴びせる。すぐさま傷ついたザグナガルタの体が翡翠ひすい化してゆくが、それが全身に及およぶには時間が必要だった。


「──バルバロスといえど、裏切りは断固として許さん……それが、我われらトロール族の信条だ」


　強ごう引いんに、床からラーデルハイドの体を引き剝がす。


　その瞬しゆん間かん、ギルグレイを守っていた結界は、消滅していた。





　　　　４




「人間の小僧！　いまこの隙すきに、シェザール様をお救いせよ！」


　翡翠化していくトロールが、最後の力を振り絞しぼって絶叫する。


「我わが神、戦神ダルクレムの加か護ごと祝しゆく福ふくを！」


「この、クソ野や郎ろう！」


　ギルグレイは怒いかりに任せ、もう一度ザグナガルタを睨にらみつけた。直後、誇ほこり高きトロールの戦せん士しは完全に翡翠の像と化し、邪眼の力が及ばなかった魔剣だけが床に落ちる。


「お、おいっ!?　シェザールって、リリアンナのことだよな!?　助けろって……なにか方法があるのかよ!?」


「ケッ。下らねぇ邪じや魔ましやがって。めんどくせぇ」


　ギルグレイはトロールが落とした魔剣を拾い、それをリリアンナだった肉につ塊かいへ向けて投げる。


「ギギッ、ギギャアアアアアァァァァァ」


「テ、テメェッ!?」


　魔剣は肉塊に突き立ち、歪んだリリアンナの口から絶叫が吐はき出される。それはもはや人間の発する声ではなかった。


「なんてことしやがる……ッ」


「はははは！　これでまた、おまえの愛いとしの姫ひめ君ぎみは強化されるんだ！　喜んだらどうだ!?　自分の魂のかけらである魔剣を吸収して、さらに高こう濃のう度どのマナを放出してくれるってわけだ。魔ま法ほう装置を動かすには、最高の動力源げんだよ！」


「この腐くされ外道が……ッ」


「ハハッ。卑ひ怯きよう、外道はオレらバルバロスにとって褒ほめ言こと葉ばよ！　だがあんまりガキに連呼されてもムカツクんでな……そろそろテメェも翡翠の像になりやがれ！」


　ギルグレイは眼帯を引きちぎり、緑に輝く瞳ひとみでアレクを睨んだ。だがその呪のろいの視線が少年に焦しよう点てんを合わすよりも早く、黒い旋せん風ぷうがその間に入っていた。


「──相手を間ま違ちがえるなよ、トカゲ野郎。おまえの相手は、この俺だ」


　アレクへの視線を遮さえぎり、魔剣を構えて立つ男──魔法戦士ダリウス・ガノッサ。


　その体は翡翠化することもなく、漆しつ黒こくの大剣を担かついで、悠ゆう然ぜんと身構えていた。


「トカゲ野郎だと……？　誰に向かって言ってやがんだ、ああ？」


　明らかに怒りの表情を浮うかべ、ギルグレイは怒ど鳴なる。


「おまえの正体は醜いトカゲだろう？　その腐った性しよう根ねに相応ふさわしい姿、とっとと現したらどうだ？」


　バジリスクの本性は、巨きよ大だいなトカゲのような魔ま獣じゆうだ。そして彼らは、その醜い姿を嫌けん悪おしている。


「下らねぇ挑ちよう発はつだが……ムカツクなぁ、やっぱりよォ！」


　ギルグレイは石いし畳だたみを蹴けり、魔剣を握にぎりしめてダリウスへと襲いかかる。その斬撃はダリウスの技量をもってしても易々とよけられるものではない。だが不思議な抵てい抗こうが生まれ、ギルグレイの刃やいばは紙かみ一ひと重えで逸それていた。


「いまのは……戦神ダルクレムの祝福ブレス!?　ザグめ、最後の最後で余計なことしやがって……ッ」


「ちょっと注意が散さん漫まんなんじゃない、トカゲさん！」


　そこへ、バルバラが鋭するどく跳とび蹴げりを放った。ギルグレイは残像を残してそれを回かい避ひするが、バルバラの格かく闘とう術じゆつは達人級だ。着地するやすぐさま体重移動し、転移した先へと拳こぶしによる連撃を叩たたき込む。


「ぐお……ッ」


「やああっ！」


　さらに、ユーリカが影かげのように忍しのび寄より、背後から二本のナイフで突いた。ギルグレイは辛うじて一いち撃げき目を身をよじって避さけ、もう一撃を再び転移して逃にげる。


「……ウゼェんだよ、テメェら！」


　ギルグレイは邪眼でダリウスを睨む。だが、戦士の強靭な抵抗力は、その呪いの視線にも耐えきった。斬きりつけられたバルバラは巧たくみにその斬撃をかいくぐってカウンターの一撃を食くらわし、ユーリカはギルグレイの猛もう烈れつな雷撃呪文サンダー・ボルトに耐える。


「アレク、いまのうちにリリアンナを！」


　ヴラドの叫さけび。


　しかし、アレクにはどうすればリリアンナが救えるか、わからなかった。


　アレクが持つ魔剣ソードブレイカーにできることは、他の魔剣を破壊すること。歪ゆがめられ、奇き怪かいな姿すがたにされてしまったリリアンナを救うことができるとは到とう底てい思えない。


（どうすれば、オレは……ッ）


　だがアレクは、決して諦あきらめなかった。


　仲間たちが必死に戦っている。敵てきであるはずのトロールさえ、リリアンナを救うために身を投げ出してくれた。そんな中、自分ひとり諦めるなどありえない。


（リリアンナ……っ）


　見るも無む惨ざんな姿にされてしまった、リリアンナ──アレクは再び、その姿を凝ぎよう視しする。


　それは、少年にとって辛つらいことだった。だがそれでも、活路を求めてアレクは必死に思考を巡めぐらす。


（なにか……なにかあるはずだ……）


　リリアンナは、苦しんでいた。ギルグレイが投げた魔剣が突つき立ち、苦痛に身もだえているように見える。


　しかし、突き立った魔剣は徐じよ々じよにリリアンナの肉の中に取り込まれているように見えた。まさに、体内へ呑み込んで同化しようとするかのように。


（確か……あの眼帯ヤローが、魔剣を吸収することでリリアンナが強化される、みたいなことを言ってたよな……）


　アレクの中で、なにかが見え始める。


（蛮王は、ドレイクだったらしいって聞いてるけど……じゃあ、あの姿になるのに、魔剣の力を使っている……？）


　次に思い出したのは、エーラとの対決だった。


　ドレイクは魔剣を体内に取り込み、竜りゆう形けい態たいに変身していた。そしてその魔剣を破壊することで、力を失っている。


（じゃあ、いまのリリアンナを形作ってる魔剣を砕けば、元に戻もどせるかも……!?）


　その閃ひらめきは、確信に近い。


　だがリリアンナの核かくとなっている魔剣の所在は、わからない。もっと近づかないと、とても判別は不明だ。


「だったら……ッ」


　少年は銃じゆうをホルスターに戻し、魔剣を引き抜いた。深しん紅くの刀身が現れ、瘴しよう気きを放つ。


「小こ僧ぞう……ッ」


　その動きに、ギルグレイが気づく。ダリウスの剛ごう剣けんを捌さばき、バルバラやユーリカの攻こう撃げきをよけながらも、アレクに向けて視線を向けていた。


「うぁ……っ!?」


「させるもんか！」


　身を屈かがめるアレクの前に、ヴラドが転がり込む。杖つえをかざし、両耳を立たせて、精せい一いつ杯ぱい盾たてとなった。そのせいでバジリスクの呪いの視線はアレクへとは届かず、タビットの長い耳を翡翠に変える。


「ヴラド、おまえ──」


「幸い、まだ少し翡翠の像になるには時間がかかるみたいだ……なにか、思いついたんだろ？　いまのうちに、カッコよく決めちゃいなよ」


「だけど……」


「アレク君、その子に乗って！」


　バルバラの叫びに視線を向ければ、彼女のワイバーンがすぐ側そばまで寄っていた。ヴラドをここまで運んだのも、この忠実な飛ひ竜りゆうなのだ。


「やらせるかよ、ガキどもがッ！」


　手て練だれの冒ぼう険けん者しや三人と乱戦しつつも、ギルグレイは再び邪眼の能力をアレクへ使おうと視線を巡らす。


「アレク、煙えん幕まく！」


「お、おうっ」


　ヴラドの声に、少年は急いで腰こしに吊つるした魔動制御筐マギスフイアを起動し、煙幕弾スモーク・ボムを放つ。


「子こ供ども騙だましを……ッ」


　ギルグレイの苛いら立だつ声。


　確かに、アレクが放った煙幕など時じ間かん稼かせぎに過ぎない。だが恐おそるべき邪眼を持つバジリスクの視線を煙幕で遮るのは、極きわめて効果的だった。


「バルバラさん！　リリアンナの許もとへ飛ばしてくれ！」


「了りよう解かい！」


　煙幕が視界を遮っている間に、アレクはバルバラのワイバーンへよじ登った。当然彼は飛竜の扱あつかい方など知らないが、よく訓練されたワイバーンはバルバラの命令を受けて翼つばさを打つ。


「いま行くぞ、リリアンナ！」


　必死にワイバーンの背中にしがみつきながら、アレクは肉塊となったリリアンナ目がけて飛んだ。全身全ぜん霊れいをかけて、その核となる魔ま剣けんの存在を探さがす。


「!?」


　そのときだった。


　アレクは、見た。


　あの幽ゆう鬼きのごとき亡ぼう霊れいの剣士が、巨大なリリアンナの体に重なるようにして、揺ゆらめいている。赤い瞳でアレクを見つめ、一点を示すように体の上に立っている。


「つまり、そこってことかよ……！」


　もう消える寸前の、亡霊の姿。


　だがいまのアレクには、まるで暗くら闇やみの中に灯ともる小さな灯ともし火びのように、はっきりとその一点が見えていた。


「信じたぜ、レリクスのオッサン！」


　アレクは飛ひ翔しようするワイバーンの背から、狙ねらいを定さだめて一気に飛び降りた。魔剣を逆手に握り、リリアンナの体へ向けて突っ込こむ。


「うおおおおおおおおおおおッ！」


　リリアンナが吐はき出すマナの渦うずが、少年の体を翻ほん弄ろうする。


　だがアレクは雄お叫たけびをあげ、ただ一点に向けて飛び込んでいった。





　一本の矢となって、魔剣を携たずさえたアレクはリリアンナの体へと突き立つ。


「ギギャ……ッ」


　その衝しよう撃げきに、リリアンナが悲鳴をあげた。その声に少年の心は折れそうになるが、大きく頭かぶりを振ふって耐たえる。


「ちょっとの間でいいから、我が慢まんしてくれ──リリアンナ！」


　アレクは全身全霊を込めて、魔剣を肉につ塊かいへ突き込む。その痛みに、巨大な肉塊はその身を大きく震ふるわせていた。


「アレク！　落ちるなよ！」


　ヴラドの叫び。


　やがて煙幕も霧む散さんし、誰だれもがその光景を目にする。


「ケッ、勝手に盛もり上がりやがって……おまえらのその希望に満ちた目、絶望色に塗ぬり替かえてやるよ！」


　しかしギルグレイは慌あわてた様子もなく、むしろ口の端はしに笑えみを浮うかべる。


「その魔剣も食っちまえ、怪かい物ぶつ！〝蛮王の剣つるぎ〟は全部、元々おまえのモンだ！　これでおまえはさらに強化されるぜぇ！　ハハハハハッ！」


「!?」


　ギルグレイの命を受けて、肉塊は大きく形を変えていた。アレクが魔剣を突き立てた場所を中心に、まるで花弁のような形に広がり、一気に閉とじて少年を包み込む。


「アレク様!?」


　ユーリカの悲鳴。


　だが一見して絶望的な状じよう況きようにあるというのに、アレクの心に焦あせりはなかった。


「──残念だったなぁ、トカゲ野や郎ろう！　オレのソードブレイカーは、おまえらが持ってるような〝蛮王の剣〟じゃねぇ！」


「なんだと……!?」


　ギルグレイの、驚きよう愕がくの声。


　リリアンナの体内に取り込まれたアレクは、もう目の前に核となる魔剣の存在を見つけていた。


「このソードブレイカーは、蛮王が自みずからを破は壊かいするために作った剣だ！〝蛮王の剣〟を砕くだくために作った、下らない戦いを終わらせるために作った──最強の魔剣なんだよッ！」


　アレクは両手で魔剣を握にぎりしめ、しっかりと目もく標ひようを定めて精神を集中させる。


　魔剣ソードブレイカーの持つ魔ま力りよくが、最高潮に高まっていく。それに伴ともない、少年の体も大きく変化を始めていた。


　魂たましいが歪み、その影えい響きようで角つのが生はえた。全身から瘴気が溢あふれ出した。奇怪な痣あざが、少年の姿を悪魔のごとき形ぎよう相そうに変えてゆく。


『アレク、頼たのむぞ……』


「任せとけよ……おらああああああああああッ！」


　少年の手に、亡霊の剣士が手を重ねる。


　勇者レリクスの魂がアレクと同調し、ひとつとなった。力が増まし、意い志しが強靭となり、重なりあった魂が最強の魔剣さえ掌しよう中ちゆうに収める。


　それに伴い、結集された魔剣ソードブレイカーの魔力が切っ先に収しゆう斂れんされていた。刀身が震え、猛烈な唸うなりをあげる。


（戻ってこい、リリアンナ……っ）


　大切な少女の笑顔を思い浮かべ、かすかに残る彼女の魂を探さぐり出す。


「これで……終わりだぁぁッ！」


　そして二人の手によって、魔剣は突き出される。


　その瞬しゆん間かん、これまでに見たこともない力を秘ひめた閃せん光こうが、刀身から放たれていた。


「うお…………!?」


　分厚い肉塊の中にあってなお、魔剣ソードブレイカーが放った光は部屋の中を真っ白に照らした。数々の魔剣を取り込み、強大な力を凝ぎよう縮しゆくしていた蛮王の剣を、わずか一瞬で砂すな粒つぶよりも細かく打ち砕く。


　凄すさまじい輝かがやき。


　猛もう烈れつなる衝撃。


　ため込まれていた膨ぼう大だいなマナが解放され、部屋中を乱らん舞ぶした。


　環かん状じよう石せき碑ひは薙なぎ倒たおされ、誰ひとり立っていることも叶かなわない。


　そして壮そう絶ぜつなまでのマナの嵐あらしが去った後。


　祭さい壇だんの中央に立つのは、少女を抱かかえた少年──アレクただひとりだった。
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「バ、バカな！」


　剣を杖のようにして、ギルグレイは立ち上がる。


「こんなバカなこと、認められるかよ！　ソードブレイカーが〝蛮王の剣〟じゃないだと!?　ふざけるな、クソッタレ！」


　少女を抱えるアレクに向かい、ギルグレイは剣を構えて駆かけ出そうとした。だがその脇わき腹ばらに、ナイフが深々と突つき立つ。


「アレク様を、傷きずつけさせはしません……っ」


「このガラクタが……ッ」


　ギルグレイは魔剣の力で転移しようと、柄つかを握りしめる。だが、自在に空間を制せい御ぎよしてきた魔剣からは、まったく反応がない。


「なに……!?」


「──リリアンナの持ってた魔剣が砕けた時点で、すべての〝蛮王の剣〟は力を失ったんだ。もう抵てい抗こうするだけ無む駄だだよ、ギルグレイ」


　アレクの言葉に、緑りよく髪はつのバジリスクは怒いかりに満ちた視線を向ける。


「ほざくな、クソガキ！　魔剣なんぞなくても──」


「させるか！」


　ギルグレイが邪じや眼がんを使うよりも早く、ダリウスの剛ごう剣けんが唸っていた。緑髪のバジリスクは剣で受けようとするが、あっけなく砕けてしまう。それどころかダリウスの漆しつ黒こくの刃やいばは、そのままギルグレイの腕うでを斬きり飛ばし、胴どうの半ばにまで達していた。


「がああああッ」


　血を撒まき散らしながら、ギルグレイは床ゆかを転がる。


「は、はは……ははははは……くそォ、痛いてェじゃねぇか……このクソッタレども」


　人間なら即そく死ししているだろうダメージを負っても、上位蛮ばん族ぞくであるギルグレイは死なない。それどころか、まだ笑ってみせる。


「おまえら、これでオレに勝ったつもりだろう……？　だがそうじゃねぇんだよ！　もう〝大地を揺さぶるものアースシエイカー〟は起動済ずみだ！　マナも十分ブッ込んである！　どうやったってもう止めようはねぇ！　大おお地じ震しんは起きるんだよ！」


　そう叫さけぶギルグレイの言葉を肯こう定ていするように、再びヴァルクレア城を中心とした領域が震しん動どうし始めている。それも力を最大限まで蓄たくわえようとしているかのように、深く、小さく、細かく。


「だが地震で死ぬ前に、テメェら全員翡翠ひすいにして、粉々に砕いてやるよ！　お望み通り、見せてやるぜ！　オレの本当の戦せん闘とう力ってやつをな！」


「いかん……ッ」


　ダリウスはもう一いち撃げきを食くらわすべく、大剣を振り上げる。


　別段、ギルグレイに情けをかけて手加減したわけではない。殺すつもりで放った斬撃に、バジリスクが耐えきったのだ。魔ま獣じゆうに変身させるのは、阻そ止ししたかった。


　だが。


「ガハハハハハハハハ！　オメーら、これで終わりだァ！」


　ギルグレイの体が、一気に膨ぼう張ちようし始める。


　鎧よろいも服も弾はじけ飛び、骨こつ格かくは変形、肥大化。長い尾おが生はえ、それに伴うように四し肢しはすべて足となった。さらに二対ついの足が増ふえ、ダリウスに斬り飛ばされた腕も足となって新たに生えてくる。


　まるで、八本足のトカゲのような姿。


　その体たい軀くはバルバラのワイバーンよりも大きく、とてつもない威い圧あつ感かんを発している。邪眼もまた肥大化し、大小二つの目が縦に並ならんだ奇き怪かいな面相となっていた。


「死ね死ね死ね死ね死ね！　みんな死ね！」


　魔獣と化したギルグレイは咆ほう吼こうのように叫びながら、邪眼をユーリカへ向け、呪じゆ文もんを唱えてバルバラを電でん撃げきの網あみで捕とらえる。そしてダリウスを蹴け散ちらすようにして、アレクの許もとへと突とつ進しんしていった。


「あ、足が……」


「く……うっ」


　ユーリカは翡翠化した両りよう足あしのせいで歩くこともままならず、突進の直撃を喰らって吹っ飛ばされていた。バルバラも電撃の網の中で悶もだえることしかできない。


「逃にげろ、アレク！」


　そしてダリウスひとりでは、巨きよ大だいすぎる魔獣の動きを止められなかった。床を転がって立ち、すぐさま追いすがろうとするが、わずか一瞬の差がいまは致ち命めい的てきな時間差となる。


　そんなとき、彼らの頭上を飛ぶひとつの影かげがあった。その影は暴ぼう走そうするギルグレイの前に降り立ち、立ちふさがるように魔獣を見上げる。


「エーラ……!?」


　その姿すがたに、ダリウスは目を瞠みはる。


　確かにそこに降り立ったのは、傷つき、もはや立っているだけでも奇き跡せきのような状態のエーラスレーダだった。だがその顔には、どこか余よ裕ゆうさえ感じさせる笑えみがある。


「ダリウス……これが、僕ぼくたちにできる……せめてもの償つぐないだ」


　そう告つげる彼の足許には、もうひとりのドレイク──ラーデルハイドの亡なき骸がらがあった。そしてそのすぐ側そばに、彼が生まれたときから持っていた魔ま剣けんが、転がっている。


「ラーデルハイド……きみの想おもい人を守るためだ……これでいいよね……」


　エーラは同どう胞ほうの魔剣を拾い、念を込こめる。直後、魔剣は若きドレイクの中へと同化されていった。ラーデルハイドの残した魔剣が、エーラを巨大なドラゴンへと変へん貌ぼうさせる。


「ドケェェェェェェェッ！」


　魔獣と化したギルグレイが、口からよだれを撒き散らしながら突進してくる。それを、巨きよ竜りゆうとなったエーラが受け止めていた。


「あとは頼むよ……アレク君！」


　魔獣に喉のど笛ぶえを嚙かまれながらも、エーラは叫ぶ。


　そしてその声に応こたえるようにして、アレクは金色の双そう眸ぼうを開いていた。





「リリアンナ……」


　少女の名を、呼ぶ。


「アレク……？」


　その声に、少女も応こたえていた。


「よかった……ちゃんと、オレのことがわかるんだな……」


　そう告げる少年の姿は、もはや人間のものではなかった。


　角は隠かくしようがないほどに長く伸のび、痣は禍まが々まがしい文もん様ようとなって全身を覆おおっている。両目は炯けい々けいと輝く金。体中から瘴しよう気きがたなびき、明らかに人ならぬ存在となっていた。


「わたし……」


　応える少女もまた、人間の姿をしていない。


　長く螺ら旋せんを描えがいた角。大きな皮ひ膜まく状の翼つばさ。美しい少女の面おも影かげを取り戻もどしてはいたが、もはや彼女を人間と思う者は誰だれもいまい。


「本当に、よかった……なんとか、間に合ったんだな、オレたち……」


「アレク……」


「……だけど、まだ全部終わったわけじゃない……」


　少女を抱だいたまま、アレクは視線を広間へと戻す。


　そこでは、傷ついたドレイクが魔獣と化したバジリスクと、絶望的な死し闘とうを繰くり広げていた。そして足許では、着実に震動が深さを増ましている。


「こいつを止めないと……大変なことになる……」


「うん……そうみたい、だね」


　二人とも、瞬しゆん時じに状じよう況きようを把は握あくし、理解していた。


　大陸さえ真まっ二ぷたつにしかねない魔ま法ほう装置の威い力りよくと、暴走しつつあるその魔力。このままではなにもかもが破は壊かいされ、北の大陸レーゼルドーン、南の大陸テラステイアの双そう方ほうに甚じん大だいな被ひ害がいが出るだろう。


「この力、抑おさえられる……？」


「……ごめんなさい、無む理りみたい……もう、規き模ぼが大きすぎて……」


「じゃあ、一度は発動させざるを得ないな……」


　多少なりとも魔法装置を制せい御ぎよできるのは、いまその真上に立っている二人だけだった。そして蛮王としての力の残ざん滓しを内包するリリアンナには、制御する能力があった。


「どうしたらいい……？」


「……場所を一点に絞しぼって、最小の力で一度装置を作動させるんだ」


「できるかな……？」


「できるよ、オレたちなら」


　二人は頷うなずきあい、広間を見た。そしてリリアンナはアレクの腕から下りると、少年が持つ魔剣に手を重ね、その切っ先を祭壇に突き立てる。


「アレク、いくよ……？」


「ああ。大だい丈じよう夫ぶ」


　言葉を交かわさずとも、二人の想おもいは一いつ致ちしていた。そして目の前で暴れている魔獣へ、狙ねらいを定さだめる。


「そこだ……！」


　二人は呼吸を合わせ、念じる。


　解放を求め、力を圧縮し続けていた魔法装置は、不意に束そく縛ばくから解放された。その圧力は不完全とはいえ凄すさまじく、また一点に集中したことでとてつもない破壊力となる。


「ダリウス、エーラ、離はなれて！」


　魔獣を止めようと必死に戦う二人へ、アレクは叫ぶ。その意図を理解し、ダリウスは全力でその場を離れ、エーラは傷ついた翼を必死に打った。


「ガハハハハハ！　くたばれガキども！」


　そして目の前の敵が消えたギルグレイは、歓かん喜きの叫びをあげてアレクとリリアンナ目がけて突進しようとする。


　だが、その瞬しゆん間かん。
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　魔獣一体分の範はん囲いにだけ、凄まじいエネルギー量のマナが噴ふき上がっていた。


　猛もう烈れつな震動が、広間全体を揺ゆさぶる。だが、それ以上には広がらない。アレクとリリアンナが必死に装置を制御し、範囲を限定しているから、不自然なほど揺れは広がらなかった。逆にギルグレイがいる一点だけは、もはや地震とは思えない衝しよう撃げきが突つき抜ぬける。


「ゲ……ガ……!?」


　旺おう盛せいな生存本能が、魔獣と化したバジリスクを突き動かしたのだろう。ギルグレイは素す早ばやくその場所から飛び退のき、生命の危機を脱だつしようと八本の足で石いし畳だたみを蹴ける。


　だが、すでに手て遅おくれだった。魔獣が頼たよりとした床もまた砕くだけ、崩くずれ落ちる。ただ一点を突き抜けた大地震の衝撃は天てん井じようを吹ふき飛ばし、床を砕き、大きな地じ割われを生んでいた。


　大陸規き模ぼの大地震に比べれば、小さな影えい響きようだ。だが標ひよう的てきとされた魔獣にとっては、大きすぎる影響だった。


「な、なにが……起きて……!?」


　八本ある足のうちの三本で、崩れてゆく床の端はしをギルグレイは摑つかむ。


「ハ、ハハ……ハハハハハ……だから、魔獣化すんのはいやだったんだよ……ふっと我われに返ったら、こんな有あり様さまだもんなぁ」


　激しく震動する中、わずかに理性を取り戻したギルグレイは、乾かわいた声で笑う。


「くそォ、オレの負けか……クソガキ、褒ほめてやるぜ」


「いらねーよ」


「……ケッ。最後までかわいくねぇガキだ……」


　そう告げた直後。


　ギルグレイが摑んでいた石畳も、ついに崩ほう壊かいする。


「あばよ……来世じゃ負けねぇぜ！」


　魔獣は精せい一いつ杯ぱいの強がりを残し、奈な落らくの底へと落ちていった。


　グラグラと煮にえたぎるマグマの炎ほのおの中、巨大な魔獣の体さえ小さな影となって、消えてゆく。


「リリアンナ、止めるよ……！」


「うん、わかった……っ」


　魔剣を祭さい壇だんに突き立てたまま、二人は最後強く念じる。


　震動はもう一度だけ、激はげしさを増ます。だがそれはすぐに収まり、割れた大地はふさがってゆく。


『よくやったアレク……これで、もう……』


　少年の中で、最後の力を振ふり絞った勇者の魂たましいが、永遠の眠ねむりにつく。


　そして重々しい音を立てて割れ目が閉とじ、震動がゆっくりと収まったとき。


　それが、長く苦しい戦いの、最後の瞬間だった。
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「……終わった……のか？」


　半ば茫ぼう然ぜんと立ち尽つくし、ダリウスがつぶやく。


　ヴァルクレア城最上階に存在した魔法装置、その儀ぎ式しきの間は、もはや原形を留とどめていなかった。


　天井は崩ほう落らくし、壁かべも破壊されている。床ゆかも砕け、深い裂さけ目めが走っていた。だがほんの少し前の出来事が夢ゆめでないとするならば、その裂け目はもっと大きく広がっていて、地の底まで続いていたはずだ。


「終わったんじゃない……？　たぶん」


　ダリウスにそう声をかけたのは、バルバラだった。


　彼女も傷きずだらけで、火傷やけどや煤すすだらけで、せっかくの美び貌ぼうがひどい有様だった。けれどその表情からは、険けわしさが消えていた。


「これで終わりじゃなかったら、僕は神を呪のろうね。どの神かはわからないけど」


　両脚と両耳が翡翠ひすいになってしまったまま、ヴラドは床に座すわり込こんでいた。そして杖つえを構えると、呪じゆ文もんを唱となえる。


「操、第二階位の快ザス・ゼガ・ロ・オン。地精、治癒グラド・イーア──地快アルスメデイカ」


　疲つかれ切った体でも、ヴラドの魔法はきちんとかかっていた。すると倒たおれたまま動かなかったユーリカの血色が、見る見るよくなってゆく。


「……もう、終わりだよ。蛮ばん族ぞくの軍勢に、もう将しよう軍ぐんはひとりも残ってないから……」


「エーラ!?」


　思いがけない声に、ダリウスはその名を叫さけぶ。


「おまえ、生きて……」


「死に損そこなったよ……はは、運がいいのか悪いのか、よくわかんないけどさ」


「死んで……死んでいいことなど、あるかよ……」


　ダリウスは床に倒れている友の許もとへ、ゆっくりと歩み寄る。


　エーラはもう、ドラゴンの姿すがたではなくなっていた。ひどく傷つき、血に汚よごれた顔に力ない笑みを浮うかべ、ダリウスを見上げている。その傍かたわらには、砕けたラーデルハイドの剣けんが、落ちていた。


「よく……よく、生きていてくれたな……」


「自分でも、驚おどろいてる……生きてる間に三回も魔ま剣けんを砕かれるドレイクって、どれぐらいいるんだろうね……」


「たぶん、おまえだけだよ」


「はは、そうだね」


　ダリウスは剣を鞘さやに収め、友の体を起こしてやった。ポーチから薬くすり瓶びんを取り出し、中の液体を傷口に振りかける。


「っつ……染しみるなぁ……」


「我が慢まんしろ。生きてる証しよう拠こだ」


「いま、全身で嚙かみしめてるよ……」


　エーラは眉まゆ根ねを寄せつつ、それでも笑え顔がおを浮かべる。


「……ところで、アレクとリリアンナは……？」


　ヴラドが座り込んだまま、尋たずねる。戦いの最中は忘れていたが、翡翠化した部分と生なま身みの部分が、体を動かすたびにかなり痛いらしい。


「二人は、ほら……」


　バルバラが、環かん状じよう石せき碑ひのあった祭壇を指差す。


　そこは、まだ濃のう密みつなマナが燐りん光こうを放はなちながら舞まっていた。その中に人ひと影かげが二つ、ある。


「アレク──」


　ヴラドは声をかけようとして、しばし言葉に詰つまる。


「アレク……っ!?」


　マナの輝かがやきのせいで、二人の姿ははっきりと見えない。しかし間ま違ちがいなく、二人とも人ではない姿になっていた。


「アレク、おまえ……」


　ダリウスも、衝撃を受けたのだろう。言葉が詰まる。だが返ってきたのは、予想外に元気な声だった。


「そんなに心配そうな声ださないでくれよ、みんな」


　そう告つげるや、少しマナの輝きが弱まる。


「アレクもリリアンナも、大丈夫なのかい!?」


　ヴラドは立ち上がろうとして、杖を突く。だが両りよう脚あしが翡翠化していては、それもうまくいかない。


「おいおいヴラド、無む理りすんなよ！　おまえより、オレたちのほうが大丈夫だからさ！」


「だけど、アレク……」


　光の中から姿を現したアレクは、かなりの変へん貌ぼうを遂とげていた。


　頭からは二本の角が生はえ、奇き怪かいな文もん様ようの痣あざは全身に及およんでいる。骨こつ格かくや体格もひと回り大きくなっていて、まるで急に大人になったような印象さえあった。


「〝穢けがれ〟が……」


「ああ。どうやら、戻もどれないところまで来ちまったらしい」


　泣きそうな顔のヴラドを見下ろし、アレクは苦く笑しようを浮かべる。


「リリアンナも……」


「うん……わたしも、姿は戻れないみたいね」


　光の壁から少しだけ身を乗り出したリリアンナもまた、以前とは違ちがう姿だった。角と翼つばさを持つその体は、明らかにドレイクそのものだ。


「でも……記き憶おくは……意い識しきは、ちゃんとリリアンナに戻ったんだよね……？」


「たぶん、そうみたい……ずーっと、ぼんやりした夢ゆめみたいな中を過ごしていた記憶しかないんだけど……」


「そっか……」


　リリアンナの声を聞いて、ヴラドはほっと安あん堵どの息をついた。


「よかったよ……本当、一時はどうなるかと思ったんだ……」


「それは、ヴラド君だってそうじゃない。ちょっと待ってね、すぐ治すから……」


　そう言って、リリアンナは光の壁から歩み出た。そして騎き士し神しんザイアへの祈いのりを捧ささげる。


「……神々の盾たて、我わが神ザイアよ……この者の体、元の通り癒いやしたまえ……」


　つぶやき、ヴラドの翡翠化した耳と両足に優やさしく触ふれた。すると、たちどころに翡翠の緑みどり色いろは消え、柔やわらかなタビット特有の毛皮に戻る。


「リ、リリアンナ……」


　しかし驚き目を見開くヴラドの鼻からは、たらりと鼻血が出る。


「あ、あれ？　おかしいな、なんか変な副作用が出てる……!?」


「──姿がちょっと変わったとはいえ、女の子なんだから。少しは格かつ好こうに気をつけなさい」


「え……？　あ、きゃあっ」


　バルバラに指し摘てきされて、初めてリリアンナは自分が裸はだかであることに気づいた。慌あわてて両手と翼で体を隠かくす少女に、バルバラはいつの間にかダリウスから引ったくってきた外がい套とうをかけてやる。


「……あー、びっくりした……」


「眼がん福ぷく眼福……」


　外套で体を覆おおい隠すリリアンナを、ヴラドはなにやら拝んでいる。


「だけど、驚いたな……明らかに姿はドレイクなのに、きみはザイアの神しん聖せい魔ま法ほうが使えるんだね」


　そう指摘したのは、まだ倒れたままのエーラだった。


「あれ？　そういえば……」


「リリアンナとしての自じ我がが戻ったんだ。肉体は関係ないんじゃないの？」


　アレクも祭壇から下り、リリアンナの許もとに歩み寄る。


「せっかくだし、みんなを治してあげなよ。ザイアの遠えん征せい武ぶ官かん殿どの」


「うん、そうだね」


　アレクのいたずらっぽい笑えみを受け、リリアンナはザイアに再び祈りを捧げる。そしてその声は、再び神の許へ聞き届けられていた。


「おお……」


　エーラの深手が癒いえ、ダリウスやバルバラの傷も見る見る消えてゆく。広間にいる傷ついた者すべてが癒され、傷も翡翠化の影えい響きようも消しよう滅めつしていった。意識を失っていたユーリカも目を覚まし、驚いたように飛び起きる。


「すごい……」


　ヴラドが素す直なおに賞賛する。


「ア、ア、ア、アレク様！　ご無事で……ごご、ご無事で……っ」


　目を覚ましたユーリカが、アレクへ駆かけ寄よろうとして転び、それでも負けずに駆けた。そのまま、いくらか分厚くなった主あるじの胸むな板いたへと飛び込んでゆく。


「ごめんよ、ユーリカ……いろいろ、苦労かけたね」


「いいえ、いいえ！　アレク様さえ無事なら、ユーリカは幸せです……っ」


　アレクは泣きじゃくるルーンフォークの少女を優しく撫なでてやりながら、照れたように苦笑する。


「しかし、これで遠征武官としての任務も終わりだな」


　そう言ったのは、ダリウスだ。


「終わりって……」


「封ふう印いんすべき〝蛮王の剣つるぎ〟は、すべて葬ほうむられた。もう、聖せい地ちを巡じゆん礼れいする理由も必要もなくなったからな」


「あ、そっか……」


　その説明に、リリアンナは納なつ得とくする。


「さあ、あとは帰るだけだね」


　ヴラドは大きく息を吐はき、二人を見やる。


　だがアレクとリリアンナの表情を見て、怪け訝げんな顔をした。


「どうしたの、二人とも？　なんか微び妙みような顔してさ」


「……オレたちは、ここに残るよ」


「え……？」


　アレクの言葉に、ヴラドは目をパチパチさせる。


「いま、なんて……」


「オレとリリアンナは、ここに残ることにしたんだ」


「え……？　ど、どうして……？」


「まだ、封印すべきものが残ってるからさ」


　そう言ってアレクが親指で背後を指す。


　そしてそこにあるのは、いまだマナの渦うずに包まれた、魔法装置の祭さい壇だんだった。


「ま、まさか……」


「そう。そのまさかなんだ。あの魔法装置は、まだ止まってない。というか、止めようがないんだ」


「なに……？」


　ダリウスも、一気に表情を険けわしくする。


「作動したまま、もう止めることも壊こわすこともできない……だから、誰だれかがあれを封印して、ときどき軽い地じ震しんでも起こして、被ひ害がいが広がらないようにするしかないみたいなんだわ。そうなると、オレたちが適てき任にんかな……って」


「うん……」


　アレクの言葉に、リリアンナも頷うなずく。


　もう、二人の間では結論が出ていた。互たがいに議論などする必要もなく、当然のこととして、ここに残ることを決めていた。


　そしてそれは、この場にいる全員が、感じ取れるほどの決意だった。


「まあ、その前に、ちゃんと封印できるかどうかなんだけど……」


　いつものアレクのままの表情で、少年は苦笑する。


「もし失敗したら、大変なことになりかねないから……みんな、できる限りこの城から離はなれてくれよな。途と中ちゆう、リグオンさんやみんなも連れてね」


「ア、アレク……!?」


　驚くヴラドを前に、アレクはユーリカさえ離し、数歩後こう退たいする。


「アレク様……っ」


「誰かがやらなきゃならないことなんだ。それに、オレとリリアンナにはそれができる。だから、わかってくれ」


「アレク様……」


　追いすがろうとするルーンフォークの少女を、アレクは優しく拒きよ絶ぜつする。


「ダリウス、みんなを頼たのむよ……」


「……ああ。わかった」


「ダリウス!?」


　ヴラドは驚おどろきに声を上げ、頷く魔法戦せん士しを振ふり返る。


「そんな顔すんなよ、ヴラド。ただ悪わりぃけど、お袋ふくろにはうまいこと伝えといてくれ」


「や、やだよ、そんなの……ねえ、他ほかに方法はないのかよ……？」


「いま、装置の力を抑おさえるのにソードブレイカーを使ってる。ヴラドならわかるだろ。これが一番合理的なんだ」


「だ、だけど……っ」


「……それに、オレがやらなけりゃ……リリアンナひとりに、全部を任せることになっちまう。そんなこと、オレができると思うか……？」


「う……」


「だいたい、別に死ぬわけじゃないんだ。むしろ、オレたちは結けつ界かいの中で半永久的に生き続けることになる。だから、悲しむ必要なんてねぇんだぜ？」


「うん……そう、だね……でも、でも、やっぱり……」


　タビットの双そう眸ぼうから、涙なみだがいくつもいくつもこぼれた。それを見て、アレクも目め許もとをぐいっと拭ぬぐう。


「アレク、そろそろ……」


「……そうだな」


　リリアンナに促うながされ、アレクは頷く。


　それとほぼ同時に、周囲が大きく揺ゆれた。閉とじた裂さけ目めが、再び広がろうとしている。


「時間がない……急がないと」


「アレク、アレク……っ」


「アレク様！」


　泣き叫さけぶヴラドとユーリカを、ダリウスが後ろから両手で捕つかまえる。だがそれは二人を制止しているというより、なにかを堪こらえるために、誰かに摑つかまっていたい──そんな風に見えた。


「ありがとう、みんな……」


「元気でね……」


　二人は精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおで、別れを告つげた。そんな二人を、ヴラドやユーリカ、ダリウスは無む言ごんのまま見送る。


　そして激しい震しん動どうが沸わき起こる中──アレクとリリアンナは、再び光の壁かべの向こうへと、消えていった。





「……本当に、これでよかったのかな」


　マナの輝かがやきの中、アレクは祭壇に突つき立つソードブレイカーに手を置く。


「後こう悔かい、してるの？」


　その手に自分の手を重ねながら、リリアンナが問う。


「後悔は……してないよ。ただ、なんというかさ……いまさらかもしれないけど、少し不安で……」


「封印できるかどうか？」


「じゃなくて……その……これからオレと、ずっと二人きり……なんだぜ？　本当に、それでいいのかなって……」


　そう言って視線を逸そらすアレクに対し、リリアンナは頰ほおを膨ふくらます。


「呆あきれた！　そんなこと考えてたの!?」


「い、いやその、そ、そうだよな！　魔法装置を封印しなかったら大変なことになるってときに、不ふ謹きん慎しんだよな！」


「……そうじゃないでしょ」


「え……？」


「──アレク、こっち見て」


「あ、うん……」


　真しん剣けんな言葉に、少年は少し遠えん慮りよがちに顔を向ける。


「一回しか言わないから、しっかり聞きなさい」


「は、はい……」


「──あなただから、よ」


　ほんの少し、リリアンナの頰が朱しゆに染そまる。


「あなたと一いつ緒しよだから、わたしは安心してここに残ることを決められたの。アレク……言ってる意味、わかる？」


「リリアンナ……」


　一いつ瞬しゆんだけ、アレクの目が驚きに見開かれる。だがすぐに、ゆっくりだが大きく頷いていた。


「ごめんよ、なんか、変なこと言っちまって……」


「……まったくよ」


「ありがとう……なんか、変な形になっちまったけど……オレも、リリアンナとずっと一緒ならいいかな……って」


「うん……」


「……好きだよ」


「…………わたしも…………」


　二人は頷きあい、両手を魔ま剣けんの上に置いた。


　そして、そっと唇くちびるを重ね合わせる。


「ずっと、一緒だ……」


「うん、ずっと……」


　二人は額ひたいと額を合わせ、誓ちかい合う。


　マナの輝きは増ましてゆき、二人の姿すがたは光の中へと消えてゆく。


　そして巨きよ大だいな光の柱が──ヴァルクレア城から空へと、昇のぼっていった。




　エピローグ







　廃はい墟きよだった街まちのあちこちから、槌つちを打つ音や威い勢せいのいい声が聞こえてくる。


　穏おだやかな潮しお風かぜと、澄すみ切った空。


　三百年の間廃墟として放置されてきたブルームの街は、急速に復興しつつあった。


「──予想以上に早い進行だな」


　港近くにある一番大きな建物のテラスに立ち、ルキスラ皇こう帝ていユリウスは北に広がる街まち並なみを見み渡わたした。


「あの戦いから、そろそろ一年。入植者も増ふえ、我わが商会の事業も順調に拡大中ですからな。それに、あなた様の案も効果的だったのではありませんか、皇帝陛へい下か」


　ユリウスの隣となりでそう告つげたのは、竜人リルドラケンの豪ごう商しよう──ダン・シャイロウである。二人の背後には、魔ま法ほう使つかいリグオンの姿すがたもあった。


「対蛮ばん族ぞく同どう盟めい国家によるヴァルクレア城攻こう略りやく──この戦いで戦功めざましい諸しよ将しように対して、陛下はこの地の領りよう有ゆう権けんをお認めになった。それも、国家の垣かき根ねを越こえてです。ブルーム周辺には未み探たん索さくの遺い跡せきも多く、その価値は計り知れませんからな」


「大量の戦費と多大な犠ぎ牲せい、膨ぼう大だいな労力を費ついやした作戦だったからな……」


　つぶやき、ユリウスは外がい套とうの下の右みぎ腕うでを、左手で押おさえた。彼の魔剣〝制圧者オーバーロード〟は失われ、右腕には後こう遺い症しようである〝穢けがれ〟の証あかしの痣あざが、残されている。


　もし〝穢れ〟を帯びていることが洩もれれば、皇帝の座ざを追われる可か能のう性せいすらあるだろう。〝穢れ〟に対する嫌けん悪お感かんは、いまなお根強い。


「いかにザルツ地方の平へい穏おんを守るためという大たい義ぎがあったとはいえ、報ほう償しようがなければ、諸将に不満と憤いきどおりは強く残る」


「はい。ですが、これならばみな満足していましょう」


　街並みをぐるりと手で指し示し、シャイロウは笑えみを浮うかべる。


「それもこれも、そなたが海路、空路を拓ひらくことに協力してくれたからできたことだがな。蛮族軍の勢力は大きく後こう退たいしたとはいえ、ヴァルクレア城はいまだ健在だ。こんな敵てき勢力の一角に新しい街を作ろうなどと、補給が潤じゆん沢たくでなければ誰も考えんよ」


「ははは。礼には及およびません。わたしも大きなチャンスと思えばこその投資ですよ。そして実際、いま素す晴ばらしい勢いで投資の回収が進んでいます。それはもう、予想外の速度と規き模ぼでね」


「それはなによりだ」


　頭を下げるシャイロウに対し、ユリウスは微び笑しようする。


　三百年前の〈大破局〉で滅ほろんだ港こう湾わん都市、ブルーム。この地は、長らく蛮族の住すみ処かとなっていた。だが対蛮族同盟軍が橋きよう頭とう堡ほとしたことから、地上部分は完全に人ひと族ぞくの支配する地となった。〝守りの剣つるぎ〟も運び込まれ、防備は整ととのいつつある。


　地下に広がる遺跡も、大量に流入した冒ぼう険けん者しやたちによって次々と探たん索さくされつつあった。彼らの活動範はん囲いは、すでに街の外に点在する遺跡にまで延のびている。


　そしてなにより特とく徴ちよう的なのは、この街に翻ひるがえる旗である。


　港湾部の一番重要な区画には、もちろんルキスラ帝てい国こくの旗が立っている。だが街の各地に、フェンディル王国、ダーレスブルグ公国、ロシレッタ、自由都市同盟の旗があった。いまはルキスラ帝国の代表が統治しているが、ゆくゆくは各国の大使による議会制によってこの街は運営されていくことになっている。


「──陛下」


　そこへ、ひとりの戦せん士しがやってくる。


「失礼、お話し中でしたか……」


「いや、構いませんよ」


　シャイロウは、笑みを浮かべてそう告げる。


「よい報告か、ダリウス？」


「はい。ブルームの地下工こう廠しよう跡あとの探索を完かん了りよう。そこで飛空船の核コアが発見されました」


「ほう！」


　ダリウスの報告に、シャイロウが歓かん声せいを上げる。


「ふむ。これでようやく、空中戦せん艦かんをまともに運用できるな」


　一方のユリウスは、苦笑を浮かべた。


　ヴァルクレア城攻略で重要な役割を果たしたルキスラの空中戦艦は、現在ブルームから馬で三日ばかりの距きよ離りに擱かく坐ざしていた。動力の増ぞう幅ふく装置として〝蛮ばん王おうの剣つるぎ〟を組み込んでいたため、蛮王消しよう滅めつと共に飛行能のう力りよくが大おお幅はばに低減してしまったのだ。


　どうにかブルームの港まで飛ばそうとしたが、自重に構造体が耐たえきれないことが判明し、やむを得ず不時着させていた。周辺は、護衛の隊舎や修しゆう理り技ぎ師しの工こう房ぼうが並ならび、いまやちょっとした集落のようになっている。


「もう一基コアがあれば、飛ばすことはできそうですな。もっとも、以前のような機動性と攻こう撃げき能力は再現できんでしょうが」


　やや皮肉っぽく、リグオンが告げる。


「それでいいのだ。あまり強力な兵力を持ちすぎると、他国との協調が崩くずれるからな」


　皮肉混じりの笑みを浮かべながら、ユリウスも答える。


　蛮族の台頭と〈大破局〉再来の可能性を排はい除じよできたことで、ザルツ地方は再び一定の平穏を取り戻もどしていた。公おおやけには、「ヴァルクレア城陥かん落らくはならぬものの、蛮族軍に大だい打だ撃げきを与あたえ、危き険けんな魔ま法ほう装置の破は壊かいに成功。ザルツ地方に向こう百年の平和を確保」と発表されている。この状じよう況きようで無む駄だにザルツ地方の国家間で軋あつ轢れきを生み、人族同士の戦争に発はつ展てんさせるのは、得策ではなかった。


「皇帝陛下の次の野望は、ブルームを拠きよ点てんに北の大陸レーゼルドーンへ版はん図とを広げることですかな？」


　シャイロウの物もの怖おじしない発言に、ユリウスは苦笑する。


「俺は積極的に介かい入にゆうするつもりはないな。特にヴァルクレア城は、呪のろわれた地だ。易やす々やすと人族が近づいていい場所ではない」


「封ふう印いんされた〝蛮王〟が眠ねむっていて、それを慕したう蛮族が集まっているという噂うわさもありますが……」


「だが、噂だろう？」


　つぶやき、ユリウスは微笑を浮かべる。


「あの城へ国家規模で関かかわることは、もうあるまい。あとは、自由な冒険者に任せるつもりだ」


　そう言って、皇帝はダリウスを振ふり返る。


「ダリウス。また、冒険の旅に出るのだろう？」


「はい」


　兄の言葉に、ダリウスは素直に頷うなずく。


「おまえの仲間たちにも、よろしく伝えておいてくれ」


「……お任せ下さい、陛下」


「？」


　二人の会話には、少し不自然なニュアンスがあった。シャイロウはそのことに気づいたものの、わざわざ問うほどのこともないと考えて、なにも言わない。


「それでは、行ってまいります」


「ああ。道中、気をつけろよ」


「お気き遣づかい、ありがとうございます」


　ダリウスはそれだけ告げると、一礼してその場を辞す。


「……まだまだ、冒険者の時代は続くな」


「そうですね」


　去る弟の背中から再び街に視線を戻し、ユリウスはつぶやく。


　澄んだ空の下した、視界は遠くまで広がっている。


　その先には、ぼんやりと竜りゆう槍そう山脈が霞かすんで見えていた。





「──あ、ダリウス！」


　黒こく衣いの戦士が現れたのを見て、ヴラドは立ち上がる。


「遅おそいから心配してたんだよ」


「すまん。あれやこれや兄貴の手伝いをしてたら、な」


　苦笑を浮かべ、ダリウスは大きな袋ふくろを下ろす。


「いろいろと持ってきた。そろそろ手持ちも底をついているだろう？」


「ちゃんと好物のにんじんもあるわよ」


　そう言ってひょっこりと顔を出したのは、バルバラだ。


「わ、やったね。ここの連中、生肉でもなんでも平気で食っちゃうから、僕の口に合う食べ物がぜんぜんなくて……それどころか、僕を見る目が怖こわいぐらいだよ」


「──心配するな。いまさらおまえを食おうと考えるやつは、誰だれもいない」


　そう言って、ぬっと姿を現したのは──巨きよ漢かんのトロール。


「よく戻ってきてくれたな、ダリウス」


「そっちも変わりはなさそうでなによりだ。ザグ」


　ダリウスはトロールの姿に驚おどろくこともなく、一本の大剣を差し出す。


「土産みやげだ。いい出で物ものがあったんで買ってきた」


「ほう……こいつは業わざ物ものだな」


　巨漢のトロール──ザグナガルタは、嬉うれしそうに鞘さやから剣を抜ぬき、刀身を確かめる。


「それで、変化は？」


「そろそろかな、って感じ」


　そう言って皆みなが振り向いた先。


　そこには、光り輝かがやくマナの柱があった。


　魔法装置〝大地を揺さぶるものアースシエイカー〟。その祭さい壇だんは、あの戦いから一年が過ぎてもなお、完全にマナの輝きを失っていなかった。それは封印が、問題なく維い持じされている証でもある。


「ユーリカも、まぶたをぴくぴくさせだしたしさ」


　ヴラドが視線を向けた先。祭壇の前にある石段に、ルーンフォークの少女はじっと座すわっていた。アレクとリリアンナが光の中に消えた日から、ユーリカはまったく動いていない。まるで二人を守るかのように、機能を停止して眠り続けているのだ。


「健けな気げねぇ」


　そんな少女に歩み寄り、バルバラは櫛くしで髪かみを梳すいて服の埃ほこりを払はらってやる。


「ダリウス、来てるんだって!?」


　そんな彼らの頭上から、羽音と共に声が降ってきた。それからすぐに、声の主は天てん井じようの落ちた広い広間に下りてくる。


「よう、エーラ」


「まったく、来てるなら声ぐらいかけていきなよ！」


　ドラゴンに跨またがり、魔ま剣けんを失ったドレイクはダリウスの前に現れた。すぐにその背中から飛び降り、駆かけ寄よってくる。


「少しは乗れるようになったじゃないか」


「まだ、背中を借りてるだけだよ。リリアンナの守護役じゃなかったら、むしろ襲おそわれてるぐらいさ」


　ダリウスの言葉に、エーラは苦く笑しようを浮うかべる。


　トロールのザグナガルタも、このドラゴンも、リリアンナの癒いやしの魔法によって命を救われた。それゆえなのか、ずっとこの祭壇を守るために留とどまっているのだ。


　そしてそれは、ヴラドやエーラも同じだった。


「あっちは、どうだった？」


「相変わらずさ。ブルームの街まちはずいぶん再開発が進んでるが、この城へ再攻撃しようって気力も兵力も、もう軍にはないな」


「それはよかった」


　ダリウスの答えを聞いて、エーラは微笑ほほえむ。


「それで、ダリウスは彼女とは会ってきたの？」


「……誰の話だ」


「誰のって、ねぇ？」


「ちょくちょく会いに行ってるわよ、ダーレスブルグまで」


「バルバラ……」


　からかうようなエーラとバルバラの態度に、ダリウスの視線が鋭するどくなる。


「ははは、そんな怖い顔するなよ、ダリウス。相変わらずだなぁ」


　エーラは不器用な友の様子に笑みを浮かべ、肩かたをすくめる。


「だけどこれで、しばらくはのんびりとここで暮くらせるってわけだ」


「アレクたちが帰るのを待ちながら、ね」


　エーラと共に、ヴラドも光の柱を見上げる。


「じゃあ、今日はパーティでもしましょうか。楽しそうにしてたら、二人ともつられて帰ってくるかも」


　バルバラの提てい案あんに、みな笑みを浮かべる。


「それはいい案だね。久しぶりにまともな食べ物も届いたし、ぱーっとやろうか」


　ヴラドがそう言った瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんユーリカが顔をあげる。


「うわっ、びっくりした！」


「アレク様……」


「え……？」


「アレク様が、帰ってきます！」


　一年もじっとしていたのに、ルーンフォークの少女はいきなり立ち上がる。


「は、早いな……まだ宴えん会かいの準じゆん備びは始まってもないぞ、アレク」


　苦笑しつつ、でも嬉しそうにヴラドは光の柱を見上げる。


「なら、アレクにも手伝わせよう」


「いいね、ダリウス。そうしよう」


「リリアンナはここの女王様だから、玉ぎよく座ざを用意しておかないと」


「俺が取ってくる」


　ダリウスとエーラはにやりと笑い、バルバラの提案を受けてザグナガルタが大きく頷く。


　だが彼らが動くよりも早く、マナの柱は輝きを増していた。


　やがてその中に二つの影かげが生まれ、それはだんだん濃こくなってくる。


　そしてその影が、人の形になり、はっきりと姿が判別できるようになる。


「おかえり、アレク、リリアンナ！」


「おかえりなさい！」


「おかえりなさいませ！」


　みなが、口々に声をかけてゆく。


　そんな大合唱を前に、光の中の二人は、少し照れくさそうに笑った。










〈完〉　　





キャラクターデータ
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　あとがき







　お待たせしました！


　今回は『剣つるぎをつぐもの』完結編！


　アレクとリリアンナの旅も、ついに終着点です。長かったような、あっという間のような、不思議な気分ですね。


　せっかくなので、今回は主人公を呼んでみよう。


　おーい、アレクー。


「うわっとと、なんだよー」


　今回で最終巻なんだから、あいさつぐらいしていけ。


「お、おう。いつもオレたちの冒ぼう険けんを応おう援えんしてくれて、どうもありがとう。おかげさまで、どうにか最後まで冒険をやり遂とげられたぜ」


　いやー、マジで無茶な冒険ばっかりだったのに、よく生きてたな、おまえ（笑）。


「笑いごとじゃねー。だいたい全然無事じゃねぇし。最終的にオレがどうなったか、わかってんのかよ!?」


　まあまあ。あとがきでネタバレすると泣く読者もいるから、そのへんでな。


「くそう」


　で、だ。


　今回おまえさんに出てきてもらったのは、せっかくだし魔ま剣けんの解説でもしようかと思ったんだわ。


「魔剣って、〈ソードブレイカー〉とかか？」


　そうそう。今回でずらっと魔剣もたくさん登場したので、それぞれについて解説したらおもしろいかなーと思ってな。


「それこそネタバレじゃねーの？」


　まあ、そこはある程度曖あい昧まいに書けばわからんだろー（笑）。


「いい加減な野や郎ろうだな。気になる人には、読み飛ばしてもらうしかねぇだろ」


　うむ。そうしてもらおう（笑）。


「笑ってごまかす気かよ……」


　じゃあ、まず一本目。


　第一巻に登場した、〈ソードブレイカー〉。漢字で書くと〝魔ま剣けん砕くだき〟だ。刀身の色は赤だね。


「オレが持ってる魔剣だな」


　そうそう。物語の発ほつ端たんとなり、最後にその重大な秘密が明かされる魔剣。


　その力は、他の魔剣を破は壊かいすること。それと、持ち手の戦せん闘とう力増強＋破壊光線だ。


「オレの戦闘力って、魔剣の力で増強されてたの？」


　うん、そう。瞬しゆん間かん的に蓄ちく積せきされる〝穢けがれ〟の度合いに応じて、ファイターとしてのレベルが上じよう昇しようしてたのよ。使いすぎると、継けい続ぞく的に〝穢れ〟が溜たまるんだけど。


「そうだったんだ……」


　続いて、二番目に登場したのが、第二巻で鬼哭山きこくざんの鬼き神しんヴィクトールが持っていた魔剣、〈レイオブザゴールド〉だ。漢字名は〝黄金の光〟。刀身はその名の通り金だ。


「スゲー破壊力の剣だったよな」


　そ。全魔剣の中で、最大の破壊力と最高の射しや程てい距きよ離りを持つのがこの剣だ。単純なダメージ量だけでいえば、全魔剣中最強という設定。


「どうりで。蛮ばん族ぞくの手に渡わたらなくてよかったぜ。ぶっ壊こわして正解だな」


　そして第三巻。


「この巻では、たくさん魔剣が出てきたよな。ユリウス皇こう帝ていが持ってたり、エーラが持ってたり、前の皇帝さんが持ってたり」


　うむ。


　まず、エーラが持っていたのが、魔剣〈タイラントブレード〉だ。刀身は紫むらさきで、漢字名は〝狂王の刃やいば〟。その名の通り、高い攻こう撃げき力と超ちようスピードを持ち手に与あたえる魔剣で、さらには他の魔剣の能力を無力化するという、卑ひ怯きような能力を持っていたね。


「無効系能力は、地味だけど強いからなー」


　実はこいつが最強だったんじゃないかとも思うんだが、勝利を確信したところを真っ二つに砕くだかれたわけだ。勝負は下げ駄たを履はくまでわからない、ってやつだな。


「持ち手を凶きよう暴ぼうにするって効果もあったよな」


　そうだね。そのあたりも〝狂王〟って名前の由来だろうな。


「次は、皇帝陛下の剣？」


　おう。〈オーバーロード〉、その名も〝制圧者〟だな。刀身の色は青。


「周りの時間をゆっくりにする、スゲー魔剣だよな。しかも敵を弱体化するんだっけ？」


　そうそう。気がついたときには斬きられてる、恐おそろしい魔剣だな。といっても、完全に時を止められるわけでもないし、時間の流れがゆっくりになるのは半径30メートルぐらいの範はん囲い内だけだけど。


「それでも十分だぜ。威い力りよくも相当なもんだし」


　いや、武器としての性能は最弱だよ。威力が高く見えるのは、皇帝陛下の技量のなせる技ってことだ。


「そ、そっかー。うーん、世の中にはとんでもない人もいるもんだ……」


　次が、前皇帝の持ってた魔剣、〈デスアンドリバース〉。黒い刀身を持つ〝死と再生〟だ。その名の通り生命に関わる力を持ち、折れても再生する能力や、幽体を呼び寄せて敵を攻撃したりできるぞ。


「結構派手な攻撃を繰くり出だしてたよな」


　うん。射程距離じゃ、〈レイオブザゴールド〉の次に長い。威力もそこそこだ。そしてなにより、持ち手を無理矢理にでも生きながらえさせる再生能力が強力だな。


「ここまでで、三巻までに登場した魔剣は全部解説したけど……」


　次からは、この第四巻に登場する魔剣。まだ本編を未読の方は、読み飛ばしてくださいね。一応、ぼやかした書き方はしますけれども。


「で、どの剣からいくんだ？」


　そうだな、じゃあまずは、これ。〈ファントムフェイク〉かな。白い刀身を持つ、その名も〝亡ぼう霊れいの欺あざむき〟。


「その剣の話聞くと、いろいろ嫌いやなこと思い出すぜ……」


　ははは。


「こいつは、厄やつ介かいな能力持ってたよな」


　残像を残して近きん距きよ離りを転移する能力と、長ちよう距きよ離りを転移する、二つのテレポート能力のことだな。なるべく小こ憎にくらしいヤツに持たせようと画策してた魔剣だ（笑）。


「あーくそっ、ガチでムカつくぜ！」


　オレはこういうの好きだけどな（笑）。


「だけどデカイおっさんが使ってた魔剣には、いまいち効果がなかったのはざまぁみろって気分だったけど」


〈ソウルマッシャー〉のことか。〝魂たましいの破壊者〟って名前の通り、こいつにヒットポイントをゼロ以下にされたら即そく死しするという恐ろしい剣だよ。刀身の色は橙だいだい。他にも広こう範はん囲いへダメージを与えたり、極めて高い威力を持っていたりと、単純な戦闘力としては〈レイオブザゴールド〉に匹ひつ敵てきする一本だ。


「正面から戦いたくないもんだぜ」


　だなー。


　で、ここから先は出番の少ない魔剣たち。


「出番が少ないったって、どれも重要な役目を果たしてるじゃねーか」


　そりゃまあね（苦笑）。


　中でも大きな役目を果たしたのが、〈メモリーオブジアビス〉だな。〝奈な落らくの記き憶おく〟という名前通り、本来の持ち主である蛮王の記憶や経験が詰つまった魔剣だ。蛮王本人が持っていた魔剣とも言われているね。


「どんな戦闘能力を持ってたんだろう……」


　単純に強い、と思うんだけど。加えて、大勢の蛮族をひれ伏ふさせる波動を放つとか、持ち手を一時的に無敵にするとか、いろいろ無茶な能力も持ってたんだぜ。


「無敵……!?　聞きたくないぜ、そんな言葉……」


　そりゃまあ、そうだわな（笑）。ちなみに刀身は透すき通とおるような水色。


「最後は、〈ウィザードルーラー〉ってやつだっけ？」


　使い手の魔ま法ほうを操る能力を飛ひ躍やく的に向上させる魔剣で、漢字で書くと〝魔ま術じゆつの王〟だ。緑の刀身を持ち、持つ者にあらゆる魔術の知識を授ける剣だけど……別にこれで最後じゃねぇぞ。


「そうだっけ？」


　出番が地味すぎて見み逃のがしそうになる魔剣、〈エアレイザー〉と、姿そのものは登場しなかった〈ドレッドノート〉の二本がまだある。


「〈エアレイザー〉って……？」


　戦ってないから知らないだろ。名前だけは〝空烈の刃〟って格好いいものなんだが。しかも刀身は透とう明めい。たぶん使われたら見切れないぞ。その能力も、持ち手を飛行させたり、戦いじゃ絶対先手を取れたりと強力なものばかりだ。


「そんな強力な剣、なんでオレ知らねーんだ？」


　……登場するなり、蛮王の血肉になって消えちゃったからね。


「ああ、それでか」


　でももう一本の魔剣〈ドレッドノート〉は、見てないけれど、近くには寄ってたんだけどな。


「ひょっとして……船の!?」


　正解！


　この魔剣は、とある船に使われてたんだ。〝恐れ知らず〟という名前を持ち、その刀身は茶色。主に持ち手の魔ま力りよくを増ぞう幅ふくさせ、無む尽じん蔵ぞうなマナを供給してくれる、ある意味最強の魔剣だったんだが。


「それで、戦士な持ち主の人は自分で使わなかったのか」


　そういうこと。それよりも、自分の持ち物の強化に使ったってわけだ。


　さて、これで登場した魔剣は全部かな？


「スゲー、いっぱい出てきたもんだな」


　ちなみにこれら魔剣を作り出した蛮王は、全部の能力をひとりで持っていたらしい。


「なん……だと!?　そんなの勝てるわけねーじゃん！」


　まあ、あくまで噂うわさだ（笑）。


　こうした魔剣を巡めぐる物語も、どうにか今回で幕。派手な話にしすぎて、四巻で収まるか不安になってたんだけれども（苦笑）。


「どいつもこいつも、ドハデなバトルばっかりだもんな」


　結構書いてて楽しかったなぁ。


　どんな戦いが繰り広ひろげられているかは、ぜひ本編で確かめてね。


「それで、次はどうすんだ？」


　うん。アレクたちの冒ぼう険けんは今回でひとまず幕だけど、ラクシアを舞ぶ台たいにした小説はまだまだいろいろ展開していく予定だよ。そのほか、リプレイとかもあるしね。


「冒険はまだまだ続く、ってことだな」


　そういうこと。『ソード・ワールド2.0』の展開も、どんどん続くよ。


　この本と同じ日には、リプレイ『マージナル・ライダー』の第三巻が登場。さらにはひとりでもみんなとでも遊べるシナリオ型サプリメント、『フェアリーガーデン』も発売されてるぞ。こっちは大判なので文庫のコーナーにはないと思うけど、ＧＭなしでも『ソード・ワールド2.0』が楽しめるステキな本だ。


「春や夏にも、まだまだいろいろ控ひかえてるんらしいじゃん」


　もちろん。いろいろ準備には余念ないよー（笑）。いまそのための作業で目が回りそうなぐらい忙いそがしい。はは、ははは。


「いつも目をグルグルさせながら働いてる北きた沢ざわのおっさんを、みんな応おう援えんしてやってくれよな」


　おっさんは余計だ。





　それはさておき。


　最後になりましたけれど、謝辞を。


　なにかとスケジュール面で冷や冷やさせ通しだったと思います、富士見書房編集部のみなさま。予定通り刊行していただき、ありがとうございました。それから、いつも素敵なイラストをつけてくださったｂｏｂさん、無理難題も多かったと思いますが、毎巻イラストが楽しみでした。そのほか、精神的にも支えてくれたＳＮＥの仲間たちや先せん輩ぱい、友人のみんな。どうにかゴールまでたどり着けました。


　そしてもちろん、最後まで読んでくださった、読者のみなさん。


　本当に応援ありがとうございました。


　まだまだ『ソード・ワールド2.0』の展開はもりもり続いていきますので、ぜひ、これからも変わらず応援してくださいね！


「よろしく頼たのむぜ！」


　それでは、また。


　次の冒険で、お会いしましょう！







二〇一〇年二月某日　京都の自宅にて　　　　　




北沢〝次のストーリーを妄もう想そう中〟慶







『グループＳＮＥ公式ＨＰ』http://www.groupsne.co.jp/


『北沢慶個人サイト』http://www3.to/kitazawakei


『ocelotホームページ』http://ocelot.product.co.jp/




ソード・ワールド2.0


剣をつぐもの４





北きた沢ざわ　慶けい
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